
⑥

第1号墳第1主体部
1褐　　　色
2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ま、こ、、ム

、畠 、

鹸

虹讐

・掘り方土層解説
ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
鹿沼パミス少量，炭化粒子・ローム
ブロック微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
炭化粒子・ローム粒子・鹿沼パミス
微量
粘土粒子中量，ローム粒子少量
ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パ
ミス微量

8　褐　　　色　　粘土ブロック中量，ローム粒子微量
9　褐　　　色　　ロームブロック多量，鹿沼パミスブ

ロック中量
10　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土ブ

ロック微量
11褐　　　色　　ローム粒子微量
12　褐　　　色　　粘土粒子中量，炭化粒子・ローム粒

子微量

第136図　第1主体部実測図

13　褐　　　色

14　褐　　　色

15　褐　　　色

16　暗　褐　色

17　褐　　　色

18　褐　　　色
19　黒　褐　色
20　暗　褐　色
21褐　　　色
22　暗　褐　色

23　褐　　　色

－144－

ローム粒子・鹿沼パミス少量，鹿沼
パミスブロック微量

ローム粒子・鹿沼パミスブロック少
吐－

ロームブロック・鹿沼パミスブロッ

ク少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，鹿沼パミスブロッ
ク・粘土ブロック微量

ロームブロック多量，鹿沼パミスブ
ロック微量
ロームブロック・鹿沼パミス少量

ローム粒子少量

ローム粒子・鹿沼パミス少量
鹿沼パミス多量，ローム粒子少量

ローム粒子・鹿沼パミスブロック少
量，炭化粒子微量
炭化粒子・ロームブロック・粘土ブ

ロック微量

0　　　　　　　　　　1m

含　　　；　　j
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第臓ア図　第1主体部遺物（小玉）出土状況図（1）
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第相関　第1主体部遺物（金属製品）出土状況図（2）
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第臓聞　第1主体部出土遺物実測図　日日
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第140図 第1主体部出土遺物実測図（2）

第1号墳（第1主体部）出土遺物観察表（第139・140図）

番 号 種 別
計 測 値

材 質 色 調 出 土 位 置 備 考
外 径 厚 さ 孔 径 重 量

5 小 玉 0．85 0 ．58 0．18 0．66 ガラス ニ壷ニ目 粘土榔内中央部覆土中層
Q 5 8
P L 38

6 小 玉 0 ．6 9 0 ．65 0．2 1 0 ．50 ガラス 青 粘土榔内中央部覆土下層 Q 5 9
P L 38

7 小 玉 0 ．7 3 0 ．58 0 ．29 0 ．56 ガ ラス ∃きニR 粘土榔内中央部覆土中層
Q 60
P L3 8

8 小 玉 0 ．7 5 0 ．4 8 0 ．2 7 0 ．4 6 ガラス 青 粘土榔内中央部床面上 Q 6 1

第141図　第1主体部出土遺物実測図（3）

0　　　　　　　　2cm
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番号 種別
計測値

材質 色調 出土位置 備考
外径厚さ孔径重量

9 小玉 0．80 0．62 0．40 0．64 ガラス ∃旨日 粘土榔内中央部床面上Q62

10 小玉 0．80 0．65 0．24 0．73 ガラス 土日 粘土榔内中央部床面上Q63

11 小玉 0．72 0．58 0．22 0．55 ガラス 去り 粘土榔内中央部床面上Q64

12 小玉 0．74 0．64 0．19 0．62 ガラス 主目 粘土榔内南東部床面上Q65

0　　　　　　　　3m

L＿　；　1
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第142図　第1主体部出土遺物実測図（4）
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番号 種男！

！　 計測値

斤斤 色調 出土位 置 備考 番号 種 別
計 測値

斤斤 色調 出土位置 備考
」恒 厚 さ恒 径

重量 材貝 外径 厚 さ桓 径桓 量 材 貝

13 小王
恒 7
0．65
匡 22
0．70 ガラス 主＝ 粘土榔内南東部床面上 Q66

i

i

i

i

i

59 小玉 0．71 0．63 0．20 0．52 ガラス 三≡巨二日 粘土郁内南東部覆土中
Ql12
P L 38

14
恒 恒 2

0．53
恒 6
0．51 ガラス 三主三二日 粘土榔内中央部床面上 Q67 60 小王 0．68 0．61 0．22 0．44 ガラス 二≡圭三日 粘土榔内南東部覆土中

Q l13
P L 38

15
恒
0．76 0．68 恒 0 0．55 ガラス 青 粘土鄭内南東部床面上 Q 68 6 1 小玉 0．67 0．50 0．19 0．41 ガラス 薫妾二日 粘土榔内北西部覆土中 Q l14

16 小玉 0．73 0．56 0．25 0．48 ガラス 青 粘土榔内南東部床面上 Q 69 6 2 小玉 0．85 0．43 0．31 0．47 ガラス ニ≡妾二日 粘土榔内北部覆土中
Q l15
P L38

17 中上 0．70 0．64
0・18 恒 3 ガラス 三巨＝ 粘土榔内北東部床面上 Q 70 6 3 小玉 0．75 0．42 0．26 0．41 ガラス 三巨三日 粘土榔内北部覆土中

Q l16
P L38

18 小玉 0．70 0．45 0．19 0．36 ガラス 二≡圭三日 粘土榔内北西部覆土中 Q 71 64 小玉 0．43 0．34 0．15 0．10 ガラス 青緑 粘土榔内南東部覆土下層 Q l17
P L38

1 9 小玉 0．72 0．64 0．21 0．50 ガラス ニ≡妻三日 粘土榔内北西部覆土中
Q72
P L38 6 5 小 玉 0．36 0．35 0．15 0．07 ガラス 緑 粘土榔内中央部床面上 Q l18

PL 38

20 小 玉 0．83 0．55
0・3中 55

ガラス 青 粘土榔内北西部床面上 Q73

PL 38
66 小玉 0．58 0．41 0．15 0．20 桓 ラス 青緑 粘土榔内北東部覆土下層 Ql19

PL 38

2 1 中上 r0．76 0．55 0．19 0．46 ガラス 二≡ま三日 粘土榔内北西部覆土下層 Q74 67 小玉 0．45 0．37 0．13 0．09 ガラス 青緑 粘土榔内覆土中 Q120
P L 38

22 小玉 0．69 0．65 0．15 0．47 ガラス 三妾三日 粘土榔内北西部覆土下層 Q75 6 8 小玉 0．63　0．44 0．13 0．20
i

l

ガラス 黒 粘土榔内覆土中 Q 121
P L 38

2 3 小玉 0．76 0．45 0．19 0．39 ガラス jE＝ 粘土榔内中央部覆土下層 Q 76 6 9 小工 0．66 0．41 0．10 0．20 ガラス 黒 粘土榔内中央部覆土中層 Q 122
P L 38

2 4 小工 0．82 0．83 0．10 0．84 ガラス 二三圭三日 粘土榔内北東部床面上
Q 77
P L 38

7 0 小工 0．57 0．33 0．17 0．1（うガラス 青 粘土榔内北部床面上 Q 123
P L38

2 5 中上 0．83 0．90 0．31 0．74 ガラス 二∃三日 粘土榔内中央部覆土下層 Q 78 7 1 中上 0．46 0．43 0．15 0．15
i

I

I

i

ガラス ニ≡巨三日 粘土榔内中央部覆土中
Q 124
P L38

26 小工
10．80 i
0．64 0．20 0．66 ガラス】青 粘土榔内中央部覆土下層 Q79

P L38
】
72 4 、玉 0．35

1
0．23 0．09 0．06 ガラスi 青 l粘土榔内中央部覆土中層 Q 125

P L38

27 小 玉 0．73 0．68 0．20 0．59 ガラス 青 粘土榔内中央部床面上 Q80 73 小玉 0．35 0．18 0．12 0．05 ガラス 二≡圭三日 粘土榔内北東部床面上
Q126
P L38

28 中土 0．83 0．55 0．20 0．57 ガラス 二≡巨三日 粘土榔内中央部床面上 Q81 74 小玉 0．29 0．37 0．09 0．07 ガラス 緑 粘土榔内中央部覆土下層 Q127

2 9 中上 0．75 0．61 0．18 0．53 ガラス 主‖ 粘土榔内中央部床面上
Q82
P L 38

75 小玉 0．33 0．19 0．17 0．04 ガラス 二ま三日 粘土榔内中央部覆土下層 Q128

3 0 小玉 0．76 0．64 0．20 0．55 ガラス 青 粘土榔内中央部覆土下層 Q 83 7 6 小玉 0．34 0．20 0．09 0．05 ガラス ∃三日 粘土榔内中央部床面上
Q 129
P L 38

3 1 小玉 0．75 0．50 0．18 0．41 ガラス 青 粘土榔内中央部覆土下層 Q 84 7 7 小玉 0．30 0．15 0．10 0．03 ガラス 青 粘土榔内中央部床面上 Q 130
P L 38

32 小玉 0．77 0．61 0．22 0．50 ガラス ニ≡主二目 粘土榔内中央部床面上
Q 85
P L 38 7 8 小玉 0．34 0．22 0．11 0．06 ガラス ：：妾三日 粘土榔内中央部覆土下層

Q 13 1

P L 38

33 小工 0．77 0．49 0．20 0．43 ガラス 二≡巨三日 粘土榔内中央部床面上 Q86 7 9 小 玉 0．24 0．20 0．11 0．03 ガラス 二重二日 粘土榔内中央部床面上
Q 132 i

34 小工 0．72 0．57 0・20 恒 5 ガラス 二：養三日 粘土榔内中央部床面上 Q87 80 小工 0．33 0．12 0．15 0．02 ガラス 緑 粘土榔内中央部床面上
矧

35
i小玉

恒 i

恒 i

小玉 ！

小玉 ！

小 玉 I

小 玉 i

小玉 ！

小玉 ！

小玉 I

小玉 i

小玉 ！

小 玉 ！

小玉 i

小玉 ！

小玉 ！

小玉 ！

小 玉 i

小 玉 i

小玉 ！

小玉 ！

小玉 i

小玉 ！

小 可

0．75 0．49
0・24 恒 9

ガラス 室＝ 粘土榔内中央部床面上 Q88 8 1 小工 0．25 0．18 0．11 0．03 ガラス 青 粘土榔内中央部覆土下層 Q 134 i

3 6 0．70 0．58 0・2中 53 ガラス 二≡藍三日 粘土榔内中央部床面上 Q89 82 小玉 0．37 0．24 0．10 0．06 ガラス 二三童三日 粘土榔内中央部覆土下層
矧

37 0．69 0．59 0．18　0．47 ガラス 二≡巨二日 粘土榔内中央吾醸 面上 Q 90 8 3 中上 0．37 0．19 0．10 0．05 ガラス 可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

青緑！

十 I

可

可

可

青 ！

十 I

可

青 ！

粘土榔内中央部覆土下層 Q136

3 8 0．82 0．55 0・26 恒 4 ！

0・21 恒 9 i

ガラスi

ガラス！

可

可

粘土榔榊 央部廟 可

粘土郁榊 央部床叫

Q 91
P L 38

Q 92

8 4 小玉 0．33 0．16 0．11 0．02 ガラス 粘土榔内中央部床面上 Q 137

3 9 0・61 io・57
8 5 小工 0．37 0．24 0．11 0．0（うガラス 粘土榔内中央部床面上 Q 138

40 0・78 恒 7 0・20 恒 8 ガラス 主‖ 粘土榔 内覆土 中 Q93 86 小玉 0．35 0．32 0．12 0．07 ガラス 粘土榔内中央部床面上 Q 139

4 1
0可 0・63 0・21 恒 4

ガラス 主＝ 粘土榔 内覆土 中
Q94 ！

87 小王 0．37 0．25 0．12 0．05 ガラス 粘土榔内中央部床面上 Q 140

4 2
0叫 0・44 0・22 恒 8

ガラス 青 粘土榔内覆土 中 Q95 1
88 小 玉 0．38 0．24 0．10 0．05 ガラス 粘土榔内中央部床面上 Q 141

4 3
0・66 恒 8 0・1中 42 ガラス 三【三日 粘土榔内東部覆土中

Q96 i
89 小玉 0．31 0．22 0．10 0．03 ガラス 粘土榔内覆土中 Q 142

4 4
0可 0・53 0・19 恒 1 ガラス 二主‖ 粘土榔内東部覆土中

鑑 ！
90 小 玉 0．37 0．22 0．10 0．05 ガラス 粘土榔内中央部床面上 Ql13

PL 37

4 5 0・74 恒 7 0・19 恒 9 iガラスI 二≡妾三日
粘土榔内東部覆土可 鑑 i 91 小工 0．29 0．19 0．10 0．03 ガラス 粘土榔内中央部床面上 Q144

46 0・68 I0．56 0・18 恒 4 ！ガラス！jE＝
粘土榔楠 東部覆土可 Q 99 i 9 2 ！小玉 0．25 0．19 0．10 0．03 ガラス 粘土榔内中央部床面上 Q145

47
0可 0・45 0・22 恒 2 ！ガラスi 三主三日

粘土榔内南東部覆土可 Q lOO i 93 ！小玉 0．31 0．20 0．12 0．05 ガラス 粘土榔内中央部床面上 Q 146

4 8
0・72 恒 7 0・35 i叫 ガラスi 青 巨粘土榔内南東部覆土可 Q l可 94 I小 玉 0．26 0．17 0．09 0．04 ガラス 粘土榔内北東部床面上 Q 147

4 9
0・76 恒 8 0・1中 65 ！ガラス！可 粘土榔内南東部配 可 矧 95 I′J、玉 0．34 0．18 0．13

0・05 i

0・04 i

0・05 i

ガラス 粘土榔内覆土中 Q 148 i

5 0
0・78 恒 4 0・20 恒 2 ！ガラス！青 巨粘土榔内輌 部覆土可 来 I 9可 ′J、玉 0．31 ．16

．24

．18

．20

．17

．15

．20

．17

．17

0．09 ガラス 粘土榔内覆土中 Q 149

5 1 0可 0・49 0・18 恒 5 iガラス！可 粘土榔内南東部覆土可 QlO4 i 97 i′
J、玉 0．30 0．11 ガラス 粘土榔内覆土中 Q 150

52 0・78 io・52 0・20 恒 2 ！ガラス！可 粘土榔内南東部覆土可 Q lO5 i 9 8 i′J、玉 0・30 i 0．11 0．04 ガラス 粘 土榔内覆土中 Q151

53 0・75 恒 7 0・27 恒 7 ！ガラスi 可 粘土錮 南東部覆土可 Q lO6 ！ 9中 J、玉 0・32 ！ ．12

．10

．10

．10

．20

．10

0．05 ガラス 粘土榔 内覆土 中 Q152
PL 37

54 0・77 恒 5 0・18 io・50 ！ガラスi 青 ！賽旺 榔桶 東部覆土可 pQ霊 ！ 10中 叫 0・26 ！ 0．02 ガラス 粘土榔 内覆土 中 Ql可

可 0・72 io・47 0・19 恒 4 ！ガラス！青 ！者旺 榔内南細 覆土可 Q 1可 10 1 ！ノ
い－
0・27 i

0．03 ガラス 粘土榔 内覆土 中 Q154 ！

56 i 0可 0・55 I0・23 恒 5 ！ガラスi 青 i者旺 榔内南東部覆土鱒 109
L38
102 ！ノ叫 0・32 I

0．04 ガラス 粘土榔 内覆土 中 Q l可

57 ！ 0・74 恒 8 i0・17 恒 7 iヵやラス！青 i賓′占士榔桶 東部覆土棚 110
L 3ト
103 i′叫 0・31 i

0．03 ガラス 粘土榔内径土中 Q l可

58 ！ 0・7中 50 i0・19 恒 7 ！ヵ、うスi 青 ！辛′占土榔内南東部覆土可 Q111 i 1 0中 ′叫 0・32 i 0．04 ガラス 粘土榔内覆土中 Q 157 i

－151－



番 号 種 別

計 測 値
斤庁 色調 出土 位 置 備 考

外 径 恒 さ桓 極 量 材 貝

105 中上 0 ．3 3 0 ．17 0 ．17 0 ．0 3 ガラス 緑 粘土 榔 内 覆土 中 Q 158

106 小 玉 0 ．3 3 0 ．2 1 0 ．12 0 ．0 5 ガラス 二≡圭三日
粘 土 榔 内 覆土 中 Q 159

107 小 玉 0 ．3 3 0 ．2 1 0 ．10 0 ．0 6 ガラス 青 粘 土 榔 内 覆土 中 Q 160

108 小 玉 0 ．3 1 0 ．2 1 0 ．10 0 ．0 5 ガラス 二：ま三
日
粘 土 榔 内覆 土 中 Q 161

1 09 小 玉 0 ．2 5 0 ．18 0 ．10 0 ．0 3 ガラス 三主三二日
粘 土 榔 内覆 土 中 Q 162

1 10 中 辛 0 ．3 5 0 ．18 0 ．12 0 ．04 ガラス ヨヒ‖
粘 土 榔 内覆 土 中 Q 163

1 11 小 玉 0 ．4 0 0 ．18 0 ．2 0 0 ．0 6 ガラス 三ま三日
粘 土 榔 内覆 土 中

Q 164

P L 37

1 12 小 玉 0 ．3 9 0 ．23 0 ．1 0 0 ．0 5 ガラス 青 粘 土 榔 内覆 土 中 Q 165

1 13 小 工 0 ．3 5 0 ．23 0．0 7 0 ．04 ガラス 三姜三日
粘 土 榔 内覆 土 中 Q 166

1 14 小 玉 0 ．3 5 0．22 0．1 0 0 ．04 ガラス ヨヒ＝ 粘 土 榔 内務 土 中 Q 167

1 15 中 上 0 ．34 0．22 0．1 0 0．06 ガラス ∃三日
粘土 郡 内東部 穫土 中 Q 168

1 16 小 玉 0．40 0．23 0．10 0．0 5 ガラス 青 粘土 榔 内東部 覆土 中 Q 169

1 17 小 玉 0．3 1 0．22 0．13 0．03 ガラス 緑 粘土 榔 内東部 覆土 中 Q 170

1 18 小 玉 0．39 0．15 0 ．16 0．03 ガラス 三重三日
粘土 榔 内東部 覆土 中 Q 171

1 19 小 工 0．36 0 ．23 0 ．10 0 ．05 ガラス 青 粘土 榔内 東部 覆土 中 Q 172

12 0 中上 0．32 0 ．18 0 ユ0 0 ．03 ガラス 三重三日 粘土 榔内 東部 穫土 中 Q 178

12 1 小 王 0 ．30 0 ．23 0 ．12 0 ．03 ガラス 主＝
粘土 榔内東 部覆 土 中 Q 174

122 小工 0 ．25 0 ．20 0 ．09 0 。03 ガラス 青 粘土 榔内東 部覆 土 中 Q 175

123 小 玉 0 ．27 0 ．17 0 ．08 0 ．03 ガラス 青 粘土 郡内東 部覆 土 中 Q 176

124 小工 0 ．25 0 ．2 2 0 ．1（）0 ．0 3 ガラス 音 粘土榔 内東 部覆 土 中 Q 177

125 小 玉 0 ．33 0 ．2 3 0 ．日 0 ．0 6 ガ ラス 青 粘土榔 内東 部覆 土 中 Q 178

126 小 玉 0 ．37 0 ．2 3 0 ．13 0 ．0 5 ガ ラス 青 粘土榔 内東 部覆 土 中
Q 179

P L37

127 小工 0 ．3 0 0 ．2 3 0 ．10 0 ．（＝ ガラス 二三壬三日
粘土榔 内東 部覆土 中 Q 180

128 小 玉 0 ．3 3 0 ．2 1 。．10 私0 6 ガラス 青 粘土榔 内東 部覆土 中 Q 181

1 29 中 上 0 透0 0 ．2 7 0 ．12 0 ．0 7 ガラス 三圭三日
粘 土榔 内東 部覆土 中

Q 182

P L 37

13 0 小 玉 0 ．3 7 0 ．2 5 0 ．0 9 0 ．0 6 ガラス 青 粘 土榔 内東 部覆土 中 Q 183

13 1 小 工 0 ．3 9 0 ．2 2 0 ．12 0 ．0 6 ガラス 青 粘 土榔 内東部 覆土 中 Q 184

13 2

l

小 玉

I

0 ．3 2 0 ．22 0 ．14

t

0 ．0 5 ガラス 二∃三
日
粘 土榔 内東部 覆土 中 Q 185

13 3 中 辛 0 ．3 2 0．22 0．1（う 0 ．0 （i ガラス 縁 粘 土榔 内東部 覆土 中
Q 186

P L 38

13 4 小 工 0．34 0．29 0．2 2 0 ．0 5 ガラス 緑 粘 土榔 内東部 覆土 中 Q 187

13 5 中 辛 0．3 2 0．3 1 0．10 0．0 7 ガラス 青 粘 土榔 内東部 覆土 中 Q 188

13 6 中 上 0．38 0．23 0．1（う 0．0 5 ガラス 二妾二日
粘 土榔 内東部 覆土 中 Q 189

13 7 中 上 0．28 0．20 0．10 0．03 ガラス 緑 粘土鄭 内南東部覆土中 Q 190

13 8 小 工 0．36 0 ．20 0．12 0．04 ガラス 緑 粘土郁 内南東部覆土中 Q 191

13 9 小 玉 0．30 0 ．22 0．16 0．04 ガラス 二三圭三日
粘土榔内南東部覆土中 Q 192

14 0 中上 0．38 0 ．28 0 ．15 0 ．06 ガラス 二重三日
粘土榔内南東部覆土中 Q 193

14 1 小 玉 0 ．30 0 ．19 0 ．1ニラ0 ．03 ガラス 二≡ヒ＝
粘土榔内南東部覆土中 Q 194

142 小 玉 0 ．35 0 ．24 0 ．09 0 ．05 ガラス 青 粘土榔内南東部覆土中 Q 195

143 小 玉 0 ．4 0 0 ．25 0 ．13 0 ．06 ガラス 青 粘土榔内南東部覆土中 Q 196

144 小 玉 0 ．39 0 ．2 4 0 ．12 0 ．0（う ガラス 三豊三日 粘土榔内南東部覆土中
Q 197

P L38

145 小 玉 0 ．3 7 0 ．2 7 0 ．12 0 ．0（う ガ ラス 緑 粘土榔内南東部覆土中 Q 198

146 小 工 0 ．2 8 0 ．12 0 ．11 0 ．02 ガ ラス 青 緑 粘土都内南東部覆土中 Q 199

14 7 小 玉 0 ．3 7 0 ．2 3 0 ．13 0 ．0 5 ガラス 主‖
粘土榔内南東部覆土 中 Q 200

14 8 小 工 0 ．3 3 0 ．2 5 0 ．11 0 ．0 4 ガラス 二≡E三日
粘土榔内南東部覆土 中 Q 201

14 9 中 辛 0 」0 0 ．2 7 0 ．13 0 ．0 6 ガラス 〃∃三日
粘土榔 内北 部覆 土 中 Q 202

1 50 中 上 0 ．2 6 0．2 5 0 ．0 9 0 ．0 3 ガラス 三巨二日
粘 土榔 内北 部覆 土中 Q 203

番 号 種 別

計 測値

斤片 色 調 出 土 位 置 備 考
外 径 恒 さ 孔 径 庫 量

材 貝

15 1 中 上
0・38 恒 4 0 ・15 0 ・0 5

ガ ラス 二：妾三日
粘土 榔 内北部 覆土 中 Q 204

152 中上 0．27 0 ．25 0 ．0 8 0 ．0 4 ガ ラス 二≡圭三日
粘土 郡 内北部 覆土 中 Q 205

153 小 玉 0．34 0 ．27 0 ．11 0 ．0 5 ガラス 青 粘土 榔内 北部 覆土 中 Q 206

154 小 玉 0 ．37 0 ．23 0 ．15 0 ．0 5 ガラス 三凄三日
粘土 榔内 北部 覆土 中 Q 207

1 55 中上 0 ．3 9 0 ．2 4 0 ．14 0 ．0 6 ガラス 二≡妾三日
粘土榔 内北 部覆 土 中 Q 208

1 56 小 玉 0 ．3 8 0 ．2 1 0 ．11 0 ．0 6 ガラス 二ヨ三日
粘土鄭 内北 部覆 土 中 Q 209

1 57 小 玉 0 ．3 6 0 ．2 4 0 ．15 0 ．0 5 ガラス 三妾三日
粘土榔 内北 部覆 土中 Q 210

1 58 小工 0 ．3 4 0 ．2 6 0 ．11 0 ．0 5 ガラス 緑 粘 土榔 内北 部覆 土中 Q 211

1 59 小 玉 0 ．4 0 0 ．2 4 0 ．13 0 ．0 6 ガラス 三藍三二日
粘 土榔 内北 部覆 土中

Q 212

PL 38

16 0 中上 0 ．3 5 0 ．2 2 0 ．13 0 ．04 ガラス 緑 粘 土榔 内北 部覆土 中 Q 213

16 1 小 玉 0 ．3 4 0 ．2 0 0 ．15 0 ．03 ガラス 三重三日
粘 土榔 内北 部覆土 中 Q 214

16 2 小 玉 0 ．3 7 0 ．3 3 0 ．13 0 ．0 7 ガラス 青 粘 土榔 内北 部覆土 中 Q 215

16 3 中 辛 0 ．3 8 0 ．2 6 0 ．10 0．0 5 ガラス 二≡圭三二日
粘 土榔 内北 部覆土 中 Q 216

16 4 小 玉 0 ．4 0 0 ．2 5 0．12 0．06 ガラス 青 粘 土榔 内北 部覆土 中 Q 217

16 5 中 上 0 ．3 9 0 ．2 3 0．13 0．05 ガラス 緑 粘 土榔 内北部 覆土 中 Q 218

16 6 小 工 0 ．4 0 0．2 6 0．12 0．06 ガラス 青 粘土榔内中央部覆土中
Q 219

P L 37

16 7 小 玉 0 ．3 6 0．18 0．1 1 0．04 ガラス 二主＝
粘土榔内中央部覆土中 Q 220

168 小 工 0 ．34 0．2 5 0．10 0．05 ガラス 緑 粘土榔内中央部穫土中 Q 221

16 9 小 玉 0 ．39 0．2 1 0．13 0．04 ガラス 青 粘土榔 内中央部覆土中 Q 222

170 小 工 0．42 0。29 0．1寸 0 ．06 ガラス 青 粘土榔 内中央部覆土中 Q 223

17 1 小 圭 0．40 0．20 0 ．15 0 ．04 ガラス 緑 粘土都 内中央部覆土中 Q 224

172 小 玉 0．38 0．28 0 ．12 0 ．06 ガラス 青 粘土榔内中央部覆土中 Q 225

173 小 玉 0．33 0 ．18 0 ．日）0 ．0 3 ガラス 縁 粘土榔内中央部覆土中 Q 226

174 中 上 0．34 0 ．27 0 ．10 0 ．0 5 ガラス 緑 粘土榔内中央部覆土中 Q 227

175 小 玉 0．34 0 ．27 0 ．13 0 ．0 4 ガ ラス 二三臣三日
粘土榔内中央部覆土中 Q 228

176 小 工 0 ．4 1 0 ．2 1 0 ．17 0 ．0 5 ガ ラス 縁 粘土榔内中央部覆土中
Q 229

P L 37

177 小 玉 0 。3 4 0 ．3 0 0 ．10 0 ．0 6 ガラス 縁 粘土榔内中央部覆土中 Q 230

178 小 玉 0 ．3 6 0 ．2 5 0 ．13 0 ．0 6 ガラス 主R
粘土榔内中央部覆土中 Q 23 1

179 小工 0 ．3 2 0 ．2 2 0 ．1こi 0 ．0 4 ガラス 青 粘土榔内中央部覆土中 Q 232

180 小 玉 0 ．3 1 0 ．2 2 0 ．日 0 ．（＝ ガラス 青 粘土榔内中央部覆土中 Q 233

18 1 小工 0 ．3 9 0 ．2 5 0 ．12 0 ．0 5 ガラス 青 粘土榔内中央部覆土 中 Q 234

18 2 中上 0 ．3 4 0 ．2 8 0 ．11 0 ．0 5 ガラス ≡左三二日
粘土榔内中央部覆土 中 Q 235

18 3 小 玉 0 ．3 9 0 ．3 2 0 ．11 0 ．0 7 ガラス 二：≡主三日
粘土榔内北西部覆土 中 Q 236

18 4 小 工 0 ．3 7 0 ．2 3 0 ．12 0 ．0 5 ガラス 音 粘土郡内北西部覆土中 Q 237

18 5 小 玉 0 。3 7 0 ．3 8 0 ．工i 0 ．06 ガラス 緑 粘土榔内北西部覆土中 Q 238

18 6 小 玉 0 ．3 5 0 ．2 2 0 ．11 0 ．04 ガラス ▼∃三日
粘土榔内北西部覆土中 Q 239

18 7 小 玉 0 ．3 5 0 ．2 1 0 ．11 0 ．0 5 ガラス 二≡圭二日
粘土榔内北西部覆土中 Q 240

18 8 小 工 0 ．2 5 0 ．2 8 0．08 0．04 ガラス 青 粘 土榔 内北 部覆土 中 Q 241

18 9 小 工 0 ．4 0 0 ．2 5 0．12 0．06 ガラス ≡巨二日
粘 土榔 内北 部覆土 中 Q 242

19 0 小 玉 0 ．3 5 0 ．22 0．1（i 0．04 ガラス 主‖
粘 土鄭 内北 部覆土 中 Q 243

19 1 小 玉 0 ．3 2 0．22 0．12 0．03 ガラス 二≡ヒ＝
粘 土榔 内北部 覆土 中 Q 244

19 2 小 玉 0．33 0．28 0．1 1 0．05 ガラス 青 粘 土榔 内北部 覆土 中 Q 245

193 中 上 0．3 9 0．26 0．14 0 ．06 ガラス 二∃三日
粘 土榔 内北部 覆土 中 Q 246

194 小 玉 0．29 0．23 0．10 0 ．03 ガラス 童
＝
粘 土榔 内北部 覆土 中 Q 247

19 5 小 玉 0．37 0．25 0．12 0 ．05 ガラス 青 粘 土榔 内北部 覆土 中 Q 248

196 小 玉 0．35 0 ．24 0 ．10 0 。04 ガラス 縁 粘 土榔 内北部 覆土 中 Q 249

－152－
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第1号墳第2主体部土層解説
1　明　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　黒　褐　色

9　褐　　　色

ローム粒子中量，ロームブロック少量，
炭化粒子・鹿沼パミス微量
炭化粒子・ロームブロック・鹿沼パミメ
微量

ロームブロック・ローム粒子少量，炭引
粒子・鹿沼パミス微量
ロームブロック・鹿沼パミス中量

ロームブロック・炭化粒子少量，鹿沼ノ、
ミス微量

粘土ブロック中量，ロームブロック・腐
沼パミス微量

鹿沼パミス中量，ローム粒子少量，炭イ［
粒子・粘土粒子微量

炭化粒子・ロームブロック・鹿沼パミス
微量

ロームブロック少量、鹿沼パミス微量

0　　　　　　　　　1m

王　　　；　　　雷



番号 種別

計測値
材質 色調 出土位置 備考

外 径 厚 さ 孔径 重 量

197 小玉 0．28 0．25 0．14 0．03 ガラス ∃巳日
粘土郡内北部覆土中 Q250

19 8 小玉 0．36 0．25 0．13 0．05 ガラス 土日 粘土郡内北部覆土中 Q251

19 9 小玉 0．27 0．28 0．09 0．04 ガラス 土日 粘土榔内北部覆土中 Q252

20 0 小玉 0．27 0．28 0．07 0．04 ガラス 主目 粘土榔内北部覆土中 Q253

20 1 小玉 0．38 0．20 0．13 0．05 ガラス 宝l∃ 粘土榔内北部覆土中 Q254

20 2 小玉 0．29 0．25 0．09 0．03 ガラス 主日 粘土榔内北部覆土中 Q255

20 3 小玉 0．34 0．22 0．13 0．05 ガラス ニ左目
粘土榔内北部覆土中 Q256

204 小玉 0．36 0．23 0．10 0．05 ガラス 主R 粘土榔内北部覆土中 Q257

20 5 小玉 0．37 0．23 0．15 0．06 ガラス 青 粘土榔内北部覆土中 Q258

2 0 6 小玉 0．43 0．30 0．10 0．09 ガラス 緑 粘土榔内北部覆土中
Q259
P L 37

2 0 7 小 玉 0．38 0．25 0．20 0．06 ガラス 緑 粘土桃内北部覆土中 Q260

第1号墳（第1主体部）出土遺物観察表（第141・142図）

0　　　　　　　　3cm
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第144図　第2主体部出土遺物実測図

番号 種 別
計 測値

材 質 特徴 出土位 置 備考

外径 厚 さ 孔径 重量

2 08 鏡 10．3 10．3 1．1 14 8．9 銅 五獣形鏡 。内区の一部 に赤色顔料付着。 粘土榔 内中央部覆土下層 M 6　 P L 35

2 09 直刀 （1 10．6） 4．1 0．7 5 （132 0） 鉄 刀 身両面 に木 質遺存。二段関。平棟平遣 り。 目釘孔 2 か所。 粘土榔 内南西部覆土下層 M 7　 P Ij 6

2 10 直刀 1 19．0 5．3 1．0 140 0 鉄 片 関。平棟平造 り。錆付着顕著 によ り目釘孔不 明。 粘土榔内北東部覆土中層 M 8　 P L 3 6

2 1 1 刀子 （13．1） 2．3 0．3 5 （2 3．7） 鉄 両関。茎部木 質遣存。 粘土榔内 中央部覆土下層 M 9　 P L 3 6

2 12 刀子 （12．2） 1．4 0．38 （8．5） 鉄 両関。 粘土榔内 中央部覆土中層 M lO　 P L 3 6

2 13 放 （13．7） 0．8 0．7 （11．6） 鉄 長頸鉄群。敗 身部片刃形。茎部木質遺存。 粘土郡内東部覆土下層 M 12　 P L 3 7

2 14 鍍 （12．9） （0．8） 0．2 5 （7．4） 鉄 長頚鉄群。錬 身部片刃形。 粘土榔内東部覆土下層 M 15　 P L 3 7

2 15 赦 （12．3） 0．9 0．4 5 （8．7） 鉄 長頚鉄群。鍍 身部片刃形。 粘土榔内東部覆土下層 M 17　 P L 3 7

2 16 赦 （12．0） 0．7 0．5 （11．7） 鉄 長頸鉄群。鍍身部片刃形。茎部木質遣存。 粘土榔内東部覆土下層 M 4 6　 P 13 7

2 17 鉄 （9．8） （1．0） 0．35 （8．3） 鉄 長頸放群。赦身部片刃形。 粘土榔内中央部覆土中層 M 16　 P 13 7

2 18 鉄 （11．6） 1．3 0．35 （12．0） 鉄 長頸傲群。鉄身部片刃形。 粘土榔内東部覆土下層 M 2 1 P Ij 7

2 19 鉄 （8．8） 0．8 0．5 （8．4） 鉄 長頚鍍辞。鉄身部片刃形。 粘土榔内東部覆土下層 M 4 5　 P Ij 7

22 0 赦 （10．3） 0．7 0．3 （7．8） 鉄 長頸鉄群。鉄身部片刃形。 粘土榔内東部覆土下層 M 13　 P L 3 7

22 1 赦 （11．1） 0．8 0．4 （8．8） 鉄 長頸鉄群。箆被部。 粘土榔内東部覆土中 M 19

22 2 鉄 （10．6） 1．0 5 0．8 （9．6） 鉄 長頸鉄群。台形関。茎部木質遺存。 粘土榔内東部覆土下層 M 18　 P L 37

22 3 赦 （10．9） 1．0 1．0 （9．7） 鉄 長頸赦群。茎部木質遺存。 粘土榔内中央部覆土中層 M 20　 P lj 7

224 鉄 （1 0．7） 0．8 0．8 （9．2） 鉄 長頚鍍群。茎部木質遺存。 粘土榔内東部覆土下層 M ll　 PL 37

2 2 5 鍍 （6．2） 0．8 0．5 （4．9） 鉄 長頸鍍群。鉄身部片刃形。 粘土榔内東部覆土下層 M 26　 PL 37

2 26 放 （5．8） 0．8 0．5 （5．4） 鉄 長頸鉄群。鉄身部片刃形。 粘土榔内東部覆土下層 M 2 7　 Plj 7

2 2 7 鉄 （4．2） 0．6 0．4 （2．9） 鉄 長 頸鉄群。抜身部片 刃形。 粘土榔内東部覆土下層 M 29

2 28 鉄 （7．4） 0．6 0．4 （4．7） 鉄 長 頸鉄群。茎部。 粘土榔 内東部 覆土中 M 22　 P L 3 7

2 29 鉄 （8．0） 0．8 0．8 （7，9） 鉄 長頸鍍 群。茎部木質遺 存。 粘土榔 内東部 覆土下層 M 23　 P L 3 7

2 30 赦 （6．1） 0．8 0．8 （5．9） 鉄 長頸鉄 群。茎部 木質通有 。 粘土榔 内東部 覆土下層 M 25

2 3 1 鉄 （8．0） 0．8 0．7 （5．1） 鉄 長頸鉄 群。茎部 木質遺存 。 粘土榔 内東部 覆土 中 M 24

2 32 鍍 （4．0） 0．6 0．4 （3．2） 鉄 長頸鉄群 。茎部 木質遺存 。 粘土榔 内東部 覆土下層 M 32

2 33 鍍 （5．6） 0．8 0．8 （4．4） 鉄 長頸鉄群 。茎部木 質遺存。 粘土郡 内東部覆土下層 M 3 1 P lj 7

2 34 赦 （4．3 ） 0．7 0．7 （3．6） 鉄 長頸鍍群 。茎部木質遺存。 粘土榔 内東部覆土 中 M 28　 P Ij 7

2 35 放 （1 1．7） 1．3 1．1
（16．0）

鉄 長頚抜群。茎部木質遣存。 粘土榔 内東部覆土下層 M 14 a P L 3 7

23 6 赦 （4．4） 0．6 0．4 鉄 長頸鉄群。 箆被部。 粘 土廓 内東部覆土下層 M 14 b P L 3 7
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第1号墳（第2主体部）出土遺物観察表（第144図）

番号 種別
計測値

材質 特徴 出土位置 備考
外径 厚さ 孔径 重量

237 釧 7．3 7．2 0．33 14．1 鋼 円環系。周縁にキザミ。 粘土榔内東部床面上 M 34　　 PL35

第2号囁（第146～149図）

位置　調査区南東部のB6jl～C6C4区にかけて位置し，標高88～92mの丘陵性台地の尾根部南東側急斜面

に立地している。

確認状況　調査前の現況は山林で，墳丘のほぼ中央部を東西に道路が横切っている。道路の南側では墳丘の高

まりが確認されていたが，北側の形状は明らかでなかった。墳丘南東斜面には石材の一部が散乱し，既に天井

からの開口部が存在していたことから，主体部は横穴式石室であることが確認されていた。

重複関係　南東側の周溝が，弥生時代の第9・10号住居跡を掘り込み，東側周溝の壁面の一部は，第2号溝に

掘り込まれている。

規模と形状　中央やや北寄り部分は，道路のため未調査であるが，墳丘の径13．5m，周溝を含む径17．5mの円

墳である。周溝の最深底面から墳頂部までの高さは3．7mである。墳丘の主軸方向は，N－300－Wである。

墳丘　急斜面部に構築されているため，墳丘の盛土の遺有は少なく，確認できた高さは最大60cmほどである。

南東側では，盛土がほとんど確認されなかった。盛土の下部は，斜面の傾斜に合わせて地山のローム層を削り

出している。削り出された高さは，北側から西側にかけては約20～40cmで，東側から南側部分は約工3～1．6m

となっている。盛土は，主体部の石室を構築後に，中央部より形状を整えながら，褐色土と黒褐色土を主体と

して積み上げたと考えられる。

周溝　道路下部が未調査ではあるが，仝周すると考えられる。すべてローム層を掘り込んでいる。壁は南部の

外側が斜面部のため一部流失しているものの，全体的に遺存状況は良好である。規模と形状は，北部と南部で

大きく異なる。北側から西側は，上幅1．4～2．3m，下幅0．7～工Om，深さ40～60cmである。壁は緩やかに立ち上

がり，断面形はU字状を呈している。南側から東側は，上幅2．7～3．5m，下幅1．0～1．5m，深さ80～110cmであ

る。壁は外傾して立ち上がり，断面形は逆台形状を呈している。地形に合わせて北西部から南東部に向かって

傾斜し，幅と深さが増している。石室前庭部から東側において，最深部が確認された。覆土は，墳丘の盛土と

類似していることなどから，墳丘上と周溝外側からの流入によって，自然に堆積したと考えられる。

埋葬施設　南東側に半地下式の横穴式石室が構築されている。調査前から，石室の石材や閉塞石の一部が散乱

し，天井部が開口していることが確認され，破壊と撹乱を受けている。

石室の形状は，羨道部と玄室を有する両袖形で，全長4．1mである。羨道部は長さ工7m，幅0．7m，高さ工Om

第2号墳墳丘e周溝土層解説
1　明　褐　色　　ローム粒子少量
2　褐　　　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量
3　褐　　　色　　ロームブロック・ローム粒子中量
4　褐　　　色　　ロームブロック少量，ローム粒子微量
5　褐　　　色　　ロームブロック・ローム粒子少量
6　明　褐　色　　ロームブロック中量，ローム粒子少量
7　褐　　　色　　ローム粒子中量，粘土ブロック少量，ローム

8　褐　　　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11灰黄褐色

ブロック微量

ローム粒子多量，ロームブロック・粘土ブロ
ック少量
ローム粒子・ロームブロック微量

ローム粒子中量，ロームブロック・粘土粒子
少量

粘土ブロック・砂粒多量

12　にぷい黄褐色

13　褐　　　色
14　にぷい黄褐色

15　褐　　　色
16　暗　褐　色

17　黒　褐　色
18　暗　褐　色

19　褐　　　色
20　褐　　　色

21褐　　　色
22　黒　褐　色

23　褐　　　色

－156－

粘土ブロック多量，砂粒中量
ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
ローム粒子・粘土ブロック微量
ローム粒子中量，ロームブロック少量
ローム粒子少量，ロームブロック微量
ローム粒子・ロームブロック少量
ロームブロック多量，ローム粒子少量
ロームブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
ローム粒子中量，ロームブロック微量
ローム粒子微量
ローム粒子・ロームブロック多量，鹿沼パミスブ
ロック少量
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で，玄室は入り日から奥壁に向かって幅および高さがわずかに広がり，長さ2．4m，幅は入り口側mm，奥壁

側Hm，高さは入り口側1．3m，奥壁側1．5mである。

両側壁は大形の自然石の平坦面を石室内部に向けて根石とし，扁平な自然石を小口積みしている。主要な石

材には，花崗岩e雲母片岩・砂岩を用いている。これらの石材間には小形の自然礫や河原石を組み合わせ，一

部粘土を充填して持送りしながら構築している。奥壁は花崗岩の大形の飯石を，2段に積み重ねている。掘り

方は断面形が逆台形状を呈しており，東西方向の両側壁の裏側上部で幅2．4m，下部で幅2Jmである。主軸方

向は石室の入り口から奥壁の裏側上部で長さ8．9m，下部で長さ8．7mである。積み石の裏込めには，主に褐色

士を用いて突き固めている。石室内の床面は，一部欠損が見られるものの，こぶし太から人頭大ほどの雲母片

岩の自然石が敷き詰められ，玄室から羨道部に向かって，緩やかに傾斜している。

天井部は，石材の多くが原位置を留めていなかったが，花崗岩の大形の石材を並べ，石材間には小磯と粘土

を充填して密閉していることが確認された。石室前面の閉塞状況についてもタ　羨道上部と天井部の石材の著し

い崩落と流入により明確にできなかったがタ　自然石を積み上げていったと考えらえる。

遺物出立状況　玄室内床面から琉泊玉2点，ガラス小玉7点が出土している。琉泊玉は剥離が著しく，遺存状

態の良好な1点のみ図示した。前庭部の覆土中層からは，第149図1の土師器捧主産が正位の破損した状態で

出土している。

また，周溝および墳丘の盛土内からほ，縄文土器片31息　弥生土器片332点，土師器片5氏　須恵器片2点，

石器2点（石鉄，磨石），剥片5息　陶器片1点，古銭1点が出土している。これらの遺物のうち，縄文土器

片夕　弥生土器片夕　土師器片は，周囲の縄文時代から古墳時代にかけての住居跡などから，すべて古墳築造と周

溝の埋没に伴って混入したものと考えられる。

所見　時期は，立地や墳丘と石室の構築形態，出土土器などから古墳時代後期（6世紀後半）と考えられる。

第2号墳主体部・主体部裏込め土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　　ローム粒子多量
3　褐　　　色　　ローム粒子多量，粘土粒子微量
4　灰　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色
7　褐　　　色

8　褐　　　色
9　褐　　　色

10　褐　　　色

ロームブロック・ローム粒子多量，粘土粒子微
巨ヨ

l‾ま‾l．

ローム粒子多量，ロームブロック・鹿沼パミス
微量

ローム粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子・ロームブロック少量
ロームブロックeローム粒子・鹿沼パミス少量

ローム粒子・鹿沼パミス少量
鹿沼パミス少量，ローム粒子微量

第2号墳（周溝。墳丘）出土遺物観察表（第149図）

11褐　　　色
12　褐　　　色

13　褐　　　色
14　褐　　　色
15　褐　　　色
16　褐　　　色
17　明　褐　色

18　暗　褐　色
19　暗　褐　色
20　褐　　　色

鹿沼パミス中量，ローム粒子少量

ロームブロック中還，ローム粒子少量，鹿沼パミ
ス微量

ロームブロック中量，ローム粒子少量
ローム粒子多量，ロームブロック微量

ロームブロック多量

鹿沼パミス多義，ローム粒子少量
ロームブロック・ローム粒子・粘土ブロック・鹿
沼パミス少量

ローム粒子少量，鹿沼パミス・粘土粒子微量
ローム粒子少量

ロームブロック・ローム粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土師器 杯 1 3．4 4．4 － 長石・雲母 にぷい橙 普通 ロ緑部内・夕摘 横ナデ。休部内面へラナデ諸 色処理。体部外面へラ削り後，へラナデ。 前庭部覆土中層
P596　85％
P L32

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 手法の特徴 出土位置 備 考

2 玉 1．5 1．2 1．1 0．9 2 琉泊 剥落顕著。 ナツメ王 カ。 石室内覆土中 Q 26 3

番号 種別
計測値

斤斤 色調 出土位 置

I

i備考
恒 径
厚 さ
孔径 極 量 材貝

3 中上 0．7 1 0．52 0．15 0．2 9 ガラス 黒 石室内覆土 中 Q 26 5

P L3 8

4 中主
l
0．68 0．4 8 0．12 0．24 ガラス 黒 石室内覆土中 Q 266

P1．38

5 小工 0．68 0．4 8 0．日 0．23 ガラス 黒 石室内覆土中 Q 267

PL 38

6 中上 0．6 8 0．3 7 0．10 0．17 ガラス 黒 石室内覆土中 Q 268

PL 38

番号 種別
計測値

斤片 色調 出土位置 備考
外径 厚 さ 孔径 重量 材 貝

7 中上 0．6二i 0．4 0 0．11 0．18 ガラス 黒 石室内覆土中 Q 269
PL 38

8 中辛 0。6 8 084 5 0ぢ13 0を23 ガラス！黒 石室 内覆土 中 Q 270
PL 38

9 小 玉 0．6 5 0．39
001車 19

ガラス 黒 石室 内覆土 中 Q 271

P L 38
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第147図　主体部実測図（1）
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第148図　主体部実測図（2）
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第149回　第2号墳出土遺物実測図

◎

CⅡ〕

9

0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ二＋；　二二∃

0　　　　　　　　　　　　　5cm

L－　：　　　　羞

第3号墳（第150～152図）

位置　調査区中央部のB6e2～B6g4区にかけて位置し，標高90～92mの丘陵性台地の尾根部東側平坦面に

立地している。

確認状況　調査前の現況は山林で，墳丘の高まりや周溝などは未確認であり，これまで周知されていなかった。

表土除去後に，主体部と周溝が確認された。

規模と形状　墳丘基底部の径8．1m，周溝を含む径12．3mの円墳である。墳丘の主軸方向は，N－00である。

墳丘　遺存しない。周囲に立地する後世の土塁や塚の構築などによって，削平されてしまったものと考えられ

る。構築状況は不明であるが，基底部は周溝を掘り込む過程において，地山のローム層をわずかに削り出して

いたものと推定される。

周溝　仝周しており，遺存状況は良好で，ローム層を掘り込んでいる。規模と形状は，北部と南部でやや異な

る0北側から東側は，上幅1・6～2・Om，下幅0．2～0．5m，深さ30～40cmで，壁は緩やかに立ち上がり，断面形は

U字状を呈している。南側から西側は，上幅2．4～2．9m，下幅0．3～0．7m，深さ60～70cmで，壁は北側から東側

よりも緩やかに外傾して立ち上がり，断面形は皿状を呈している。地形に合わせて，南西側から北東側に向か

って傾斜し，最深部は北東部に確認された。覆土は暗褐色土と黒褐色土を基調とし，レンズ状の堆積状況を呈

していることから，墳丘上と周溝外側からの流入によって，自然に堆積したと考えられる。

埋葬施設　中央部に竪穴系の小石室が構築されている。確認時では，すでに石室の墓石は失われており，蓋石

に用いられていた石材間に充填されていたと考えられる自然礫が，石室内に散乱していた。また，石室内には，

これらの自然礫とともに土砂が流入していた。

石室の形状は，長さ2・1m，幅0・6～0．7mの長方形である。北壁の石材はやや内側に倒れているが，構築時の

各壁は，直立していたものと考えられる。墓石は遺存しないが，壁面から判断すると高さは約80cmと推定され

る。床面にはわずかに自然礫が確認されたが，側壁の石材の崩落によるものと考えられる。

石室の掘り方は，長さ3．1m，幅1．9m，確認面からの深さは90cmである。東西壁はそれぞれ大形の自然石3

個の平坦面を石室内に向けて根石とし，その上部に扁平な自然石を平積みしている。主要な石材には，花崗

岩・花崗閃緑岩・雲母片岩・砂岩が用いられている。これらの石材に小形の自然礫や河原石を組み合わせなが

ら構築している。また，石室内の覆土中から粘土が確認されていることから，石材間を粘土で固定していたと

考えられる。南壁は雲母片岩，北壁は花崗岩の大形の一枚石を，それぞれ用いている。積み石の裏込めには，
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第150図　第3号墳実測図



第3号墳周溝土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　黒　褐　色

5　里　　　色

6　褐　　　色

7　黒　褐　色

8　極暗褐色

一手l

ローム粒子中量
炭化物・炭化粒子・ロームブロック少量
ロームブロック微量
炭化粒子・ローム粒子微量
炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量
ロームブロック中量
ロームブロック中量，炭化粒子少量
炭化粒子・ローム粒子少量

9

10

黒
暗
褐　色

褐　色

11黒　褐　色
12　極暗褐色
13　暗　褐　色
14　極暗褐色
15　暗　褐　色

炭化粒子少量，
ロームブロック

炭化粒子・ロー
炭化物・ローム
ロームブロック

ロームブロック

ローム粒子少量

第臓図　主体部実測図

第3号墳主体部・主体部裏込め土層解説
1　褐　　　色
2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色
5　暗　褐　色
6　褐　　　色

7　暗　褐　色
8　にぷい褐色

9　にぷい褐色
10　暗　褐　色
11明　褐　色

12　褐　　　色
13　明　褐　色

ロームブロック少量
炭化粒子・ローム粒子・鹿沼パミス微量
ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子
微量
ロームブロックe鹿沼パミス少量
ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子・粘土ブロック中量
ローム粒子多量，砂粒少量

14　明　褐　色
15　明　褐　色

16　褐　　　色

17　褐　　　色
18　褐　　　色
19　橙　　　色

ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック0粘　20　明　褐　色
土ブロック少量
ローム粒子・鹿沼パミス・砂粒少量
ローム粒子・鹿沼パミス少量
鹿沼パミス多量，ローム粒子中量
ローム粒子・粘土ブロック少量
ローム粒子。鹿沼パミスブロック多量

2＿1褐　　　色

22　黒　褐　色
23　暗　褐　色

24　橙　　　色
25　にぷい褐色

－163－

1m

ローム粒子微量
・鹿沼パミス微量
ムブロック少量
ブロック少量，炭化粒子微量
少量
中鼠　炭化粒子極微量

陵≡意意

鹿沼パミスブロック多量

ローム粒子。鹿沼パミスブロック中量，粘土ブロ
ック少量

鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量，
炭化粒子微量

ローム粒子多量，鹿沼パミスブロック少量
ローム粒子中量，鹿沼パミス少量

鹿沼パミスブロック多量，ローム粒子少量
ローム粒子や鹿沼パミスブロック中量

ローム粒子多量，鹿沼パミスブロック中量
鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量

ロームブロックや鹿沼パミスブロック少量
鹿沼パミスブロック多量，ロームブロック中量
ロームブロックの鹿沼パミスブロック中量



主にローム粒子と鹿沼パミスを含む褐色土・明褐色土・暗褐色土を，版築状に突き固めている。

遺物出土状況　主体部から，遺物は出土しなかった。周港内からは，土師器片3点と混入と考えられる縄文土

器片2点，弥生土器片2点が出土している。第152図1は南側周溝の底面から，逆位のつぶれた状態で出土し

た。また，南側から東側にかけての周溝内覆土上層からは，石室の石材の一部と推定される自然礫が確認され

た。後世の土塁または塚などの構築時に，移動して流入したものと考えられる。

所見　伴出遺物がわずかであるため，詳細な時期は不明であるが，出土土器と埋葬施設の形態から古墳時代後

期（6世紀後半以降）と考えられる。

㊤

第152図　第3号墳主体部・出土遺物実測図

第3号墳出土遺物観察表（第152図）

0　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種別器種口径器高底径胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土師器ゴ不14．4 4．8 －長石・雲母にぷい褐普通口緑部内・外面横ナデ。休部内面へラナデ，黒色処理。休部外面へラ削り後，ヘラナデ。南側同港底面
P595　90％
Pu2

第4号墳（第153図）

位置　調査区南東部のB6h5～B6i7区にかけて位置し，標高88～90mの丘陵性台地の尾根部南東斜面に立

地している。

確認状況　調査前の現況は山林で，墳丘の高まりや周溝などは未確認であり，周知されていなかった。表土除

去後に，北西部の周溝が確認された。南東部は，道路により削平されている。

重複関係　基底部の北東側に，弥生時代の第11号住居跡が構築されている。

規模と形状　全体の形状は明らかにできないが，墳丘基底部の径約12m，周溝を含む径約15mの円墳と推定さ
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れる。主軸方向は不明である。

墳丘　確認されなかった。周囲に立地する後世の土塁や塚の構築などによって，削平されてしまったものと考

えられる。また，斜面部に立地しているため，盛土の流失もあったものと推定される。

生90．2m　211　　B　　　5

「芸事キ　「弊誌㌣

第瑠53図　第4号墳実測図

周溝土層解説
1　褐　　　色

2　暗　褐　色
3　褐　　　色

4　褐　　　色

ロームブロック中量

ロームブロック少量
ローム粒子中量

ロームブロック微量

C

l

「⊆室＝r一一
7　　　　　　4

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　黄　褐　色

－165－

0　　　　　　　　2m

L＿　i　＿二∃

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック微量
ローム粒子中量，鹿沼パミス少量



周溝　南東部は確認できないが，全周していたと考えられる。遺存状況は良くないが，ローム層を掘り込んで

いる。底面部付近が道春し，上幅工3～2．0m，下幅1．1～工6m，深さ20～40cmで，壁は緩やかに立ち上がり，断

面形は皿状を呈している。地形に合わせて，北西側から南東側に向かって緩やかに傾斜している。覆土は褐色

土と暗褐色士を基調とし，レンズ状の堆積状況を皇していることから，墳丘上と周溝外側からの流入によって，

自然に堆積したと考えられる。

埋葬施設　確認されなかった。

遺物出土状況　基底部上面と周港内からは，混入と考えられる縄文土器片12点，弥生土器片2点，土師器片3

点が出土している。

所見　埋葬施設が明確でなく伴出遺物等もないため，詳細な時期は不明であるが，周囲の古墳との立地関係な

どから古墳時代後期（6世紀代以降）と考えられる。

表7　古墳一覧表

古　 墳

番　 号
位 置 墳形

墳 丘

主軸方向

墳 丘規模 （m ） 周溝規模 （m ）
埋葬施設 主な出土遺物 時期

備考

新旧関係（旧→新），

その他全長 高さ前方部幅前方部長括れ部幅後門吾瞳 最大上幅最大下幅深さ

1 B5～C5 前方後門 N …45㌧虻 40．0 3．8 22．0 16．0 13．0 24．0 9．4 9．0
0．4～
0．6 粘土榔2基

土師器瀬），須恵器僅），埴輪偶縮，

銅鏡，鋼釧，直刀，刀子，鉄鉱，ガラス小玉
後琳6C前部 SI44・45，SK2→糊→SDl，飢

2 B6j卜C6C4 円 Ⅳ二狛∵W 13．5 3．7 3．5 1．5
0．4～
1．1
横穴式石室

土 師器 （杯 ） ， ガ ラス小

玉，琉泊 玉
後勘6C後部 SI9 ・10→本跡→SD2

3 B6e2～B6g4 円 N －0 0 8．1 2．9 0．7
0．3～
0．7 竪穴系石室 土師器 （杯 ） 繍肺 腑

4 B6h5～B6i7 円 － 12．0 2．0 1．6 0．2～0．4 － － 後期献欄 SIll→本跡

（2）竪穴住居跡

第掴号住居跡（第154・155図）

位置　調査区東部のB6d7区に位置し，丘陵性台地の尾根部の平坦面に立地している。

重複関係　南東側は，第15号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は，長軸7．28m，短軸7．05mの方形である。南北軸と出入り口施設に伴うピットをもとに

した主軸方向は，N－550－Eである。壁はわずかに外傾して立ち上がり，壁高は19～64cmである。

床　ほぼ平坦である。中央部の広い範囲に，硬化面が確認された。また，コーナー部の床面上には，わずかに

炭化物の散布が見られた。

炉　確認されなかった。

ピット　7か所。Pl～P4は深さ18～52cmで，規模と配置から主柱穴と考えられ、P5は深さ24cm，P6は

深さ27cmで，南東の壁際に並ぶことから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7の性格は不明である。

覆土　4層に分層される。全体的に褐色を皇し，各層に炭化粒子とローム粒子を含んでいる。壁際から中央部

に向かってレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量　4　褐　　　色　　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

遺物出土状況　土師器片260点（壷・嚢類246，杯類14），石器2点（砥石）と，流れ込みと考えられる縄文土

器片61点，弥生土器片256点，剥片3点が出土している。遺物は全域の覆土下層から床面上に，散在した状態

で確認されている。また，ピットで囲まれた範囲の中央部床面からは，わずかに炭化材も検出されている。第
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第154図　第14号住居跡実測図



155図1～5は，いずれも中央部から南部にかけての床面上から出土している。

所見　中央部付近の炭化材は，主柱穴と考えられるピットに対応するように検出されているので，焼失により

柱などの構築材が炭化したものと推定される。時期は，出土土器及び遺構の形態から古墳時代前期（4世紀後

半）と考えられる。

♂」通
三、‾・ト

嚢

＼＼＼、上二才

！衝勅礫
第155図　第14号住居跡出土遺物実測図

第14号住居跡出土遺物観察表（第155図）

ノ＼、一

∩′イ

∴　　∴

1　　　　　　　　8

⊂フ
0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

l　　　一ニ

0　　　　　　　10cm

：　；　　王

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土師器嚢［30．0］（3．8） 石英・長石 にぷい橙普通U緑部内・外面パケ目調整。口線内・外面一部赤彩。南部床面 P522 10％

2 土師器嚢［16．4］17．2 6．8 石英・長石 にぷい孝標普通
体部内・外面パケ目調整。休部中央に楕円形の窓を

焼成前に作出。
南東部壁際床面P52165％
PL33

3 土師器要 －（7．2）－長石・雲母・赤色粒子にぷい赤褐普通
体部内・外面へラナデ。 南部床面 P523　5％

4 土師器小形嚢－（2．0）2．8 石英・長石 にぷい橙普通
体部内・外面へラナデ。 南部床面 P526　5％

5 土師器∃互－（4．2）－石英・長石・赤色粒子にぷい黄橙普通体部内・外面へラナデ。頚部内面パケ目調整。
中央部床面P524　5％

6 土師器宣E －（14．1）－石英・長石・雲母にぷい責橙普通休部外面へラ磨き。内面当て具痕，ヘラナデ。 北東部壁際覆土下層P525　5％

7 土師器甑 （2．6）7．4 石英・長石 にぷい黄橙普通
体部外面パケ目調整。内面へラナデ。底部木葉痕・

パケ目調整後，ヘラナデ。
中央部床面P527　5％
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番号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特徴 出土位 置 備考

8 砥 石 18．0 5．4 4．8 72 5 砂岩 自然石 を素材 。 1 面 を砥 面に使用。 東部 覆土 下層 Q 49

第17号住居跡（第156・157図）

位置　調査区北東部のB6a8区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い北東向きの緩斜面に立地している。

確認状況　斜面部のため北東壁の上部を欠いているが，全体的に遺存状態は良好である。

規模と形状　平面形は，長軸3．62m，短軸3．50mの方形である。南北軸と炉の位置をもとにした主軸方向は，

N－300－Eである。壁はやや外傾して立ち上がり，壁高は5～43cmである。

床　ほぼ平坦である。炉の位置と考えられる焼土の散布範囲を挟むように，わずかに硬化面が確認された。

炉　中央部から南西寄りに付設されている。長径73cm，短径64cmの楕円形で，掘り込みはなく床面を直接炉床

とした地床炉と考えられる。硬化面はなく，焼土の散布のみが確認された。

ピット　確認されなかった。

覆土　4層に分層される。全体的に褐色を皇し，各層ともローム粒子を含んでいる。壁際から地形の傾斜に沿

って緩やかなレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量　　3　明　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化　　4　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

物微量

遺物出土状況　土師器片41点（嚢類41），石器1点（磨石）と，流れ込みと考えられる縄文土器片34点，弥生

土器片44点，剥片2点が出土している。遺物は少なく，主に南西部の覆土下層から床面上で確認されている。

鴻炉0月
A
88．2m

一、一＿一二二一一（
212

第156図　第17号住居跡実測図
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第157図1・2は，床面上から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。

第157図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表（第157図）

二 10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1土師器台付要 （6．2）9．3石英・長石・赤色粒子にぷい橙普通
休部内面へラナデ。台部外面パケ目調整，指ナデ。

台部内面指ナデ，ヘラナデ。
南西部壁際床面P52910％

2 土師器賓 （6．3）6．7石英・長石 橙普通体部内・外面へラナデ。
南西コーナー部

覆土下層・床面
P52815％

番号種別長さ幅厚さ重量材質 特徴 出土位置 備考

3 麿石（7．3）（7．1）6．3 （297）安山岩自然石を素材。全面を研磨面に使用。 北東部覆土中Q51

第19号住居跡（第158図）

位置　調査区東部のB6C9区に位置し，丘陵性台地の尾根部の緩斜面に立地している。

確認状況　斜面部のため北側と東側コーナー部の壁と床を流失している。全体の3分の2ほどが遺存している。

規模と形状　平面形は，南北軸3．98m，推定の東西軸4．0m前後で，隅丸方形と考えられる。南北軸をもとにし

た主軸方向は，N－550－Eである。壁はわずかに外傾して立ち上がり，壁高は最大で23cmである。

床　南西から北東側に向かって，やや傾斜している。全体的に締まりに欠け，南側に一部硬化面が確認された。

炉　確認されなかったが，流失した部分に付設されていた可能性がある。

ピット　確認されなかった。

覆土　3層に分層される。全体的に褐色を呈し，各層にローム粒子を含んでいる。壁際から中央部に向かって

レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片290点（壷・襲類）と，流れ込みと考えられる縄文土器片4点，弥生土器片24点が出

土している。遺物は全域の覆土下層から床面上で，散在した状態で確認されている。第158図3・4は南西部

の覆土下層，2は北西部壁際の床面上からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。
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第158図　第19号住居跡・出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表（第158図）
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上　　　；　　：

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土師器宝E ［19．4］は3）－石英・長石 にぷい褐普通口緑部内・外面へラナデ。 北東部覆土中P531　5％

2 土師器宝E －
（18．1）－石英・長石 橙普通休部外面へラ磨き。体部内面へラナデ。 北西部壁際床面P532 10％

3 土師器聾［18．4］（6．2）－長石・雲母・赤色粒子にぷい橙普通
ロ緑部・体部内・外面パケ目調整。口緑部内面へラナデ。南西部覆土下層P530　5％

4 土師器嚢 －（1．3）［5．8］石英・長石・雲母にぷい褐普通体部内面へラナデ。休部外面パケ目調整。
南西部覆土下層P533　5％
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位置　調査区北東部のÅ6i8区に位置し，丘陵性台地の尾根部の緩斜面に立地している。

確認状況　斜面部のため南東コーナー部付近の壁と床を流失している。またぎ　北側約半分は調査区域外のため

未調査である。

規模と形状　平面形は，遺存する南側コーナー部の壁と床面の範囲から，長方形または方形と考えられる。南

北軸3．40m，東西軸2．50mまでを確認できたが，規模は明らかにできなかった。南北軸をもとにした主軸方向

は，N－580…Eとなっている。壁は緩やかに外傾して立ち上がりタ　壁高は最太で13cmである。

床　ほぼ平坦である。遺存する南側コーナー部で，壁際付近まで広がる硬化面が確認された。

炉　調査した範囲内ではタ　確認されなかった。

ピット　調査した範囲内では，確認されなかった。

覆土　遺存する覆土は薄いが，3層に分層される。全体的に褐色を皇し，各層にローム粒子を含んでいる。壁

際から中央部に向かってレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少鼠　炭化物微量　　3　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロックの焼土粒子の炭化粒子微量

遺物出土状況　出土しなかった。

所見　時期はタ　遺物が出土していないため明確でないが，周囲で確認されている遺構の形態や主軸の方向など

から判断してタ　古墳時代前期　拍世紀代）と考えられる。

第融相国　第22号住居跡実測図

聯1
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第調号健贋妙（第1600161図）

位置　調査区北東部のA7jl区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い北東向きの緩斜面に立地している。

重複関係　南東側は第27号住居跡と一部重複し，第27号住居跡を埋めて構築している。また，斜面部のため北

西側と北東側の壁を流失している。
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規模と形状　平面形は，推定長軸約5．0m，短軸4．48mの方形と考えられる。南北軸と炉の位置をもとにした主

軸方向は，N－530－Eである。壁はやや外傾して立ち上がり，壁高は最大で24cmである。

床　ほぼ平坦である。炉を中心にして，中央部に硬化面が確認された。

炉　中央部からやや西寄りに付設されている。長径57cm，短径52cmの円形で，床面を13cmほど掘り込んだ地床

炉である。炉内の覆土は3層に分層され，炉床面は円形に被熟し赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色

2　褐

焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物・焼土プロツ
ク・ローム粒子少量

色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，ロームブロック
炭化粒子少量

ピット　確認されなかった。

覆土　西側部分の覆土がわずかに遺存し，3層に分層される。全体を捉えることができないが，各層ともロー

ム粒子を含み，壁際から緩やかなレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　炭化粒子・ローム粒子少量，焼七粒子微量
2　暗　褐　色　　炭化粒子・ロームブロック少鼠　焼土粒子微量

3　明　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片98点（壷・嚢類97，杯1）と，流れ込みと考えられる弥生土器片1点が出土している。

遺物は少量で，南コーナー部付近を中心に，覆土下層から床面上で確認されている。また，南東部壁際の床面

上から，炭化材が横位の状態で，まとまって検出された。第161図1はやや斜位の状態で，2はつぶれた状態
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第161図　第23号住居跡出土遺物実測図

で，いずれも南西部から南部壁際の床面上から出土している。

所見　炭化材の出土状況から，焼失住居の可能性が高い。時期は，出土土器及び遺構の形態から古墳時代前期

（4世紀後半）と考えられる。
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第23号住居跡出土遺物観察表（第161図）

番号 種 別 器 種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

1 土師器 杯 13 ．1 6．6 石英 ・長石 ・雲母 にぷい褐 普 通 体部 内 ・外 面へ ラ ナデ。 ロ緑 部 内面 パ ケ 目調整 。 南 西部 壁 際 床 面 P534　 95％
PL 32

2 土師器 台付粟 17 ．9 28 ．5 9．5 石 英 ・長 石 橙 普 通 口緑 部 内 ・外 面 ，体 部 内 ・外 面 パ ケ 目調 整 。 南 コーナー部 壁際 床面 P53 5　90％
PL 33

3 土師器 互E － （25．7） 6 ．4 石英・長石・赤色粒子 にぷい橙 普 通 休部外面パケ目調後，ミガキ・ヘラナデ。体部内面へラナデ。 南西部壁摘 コート 蔀壁際床面 P536　50 ％

4 土師器 ∃互 － （26．1） － 石英・長石・赤色粒子 にぷい橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ磨 き。 内 面 当 て具 痕 ， ヘ ラ ナデ 。 南 コー ナー部 壁際床 面 P 537 15 ％

第24号住居跡（第162・163図）

位置　調査区東部のB7a2区に位置し，丘陵性台地中央の東向きの緩斜面に立地している。
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重複関係　北西から南酋側は第2　も器号住居跡をタ　南側は第29号住居跡を，それぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は，長軸確。52mタ　短軸4。38mの方形である。長軸と炉の位置をもとにした主軸方向はタ

N～450－Wである。壁はやや外傾して立ち上がり，壁高は15～34cmである。

床　ほぼ平坦である。床面は炉を囲むように踏み締められ，中央部に硬化面が確認された。

炉　中央部から北西寄りに付設されている。径約55cmの円形で，掘り込みはなく床面を直接炉床とした地床炉

と考えられる。硬化面はなく，焼士の散布のみが確認された。

どもソト　確か所。Pl㌦P射ま深さ18～72cmで芦　P2の深さが突出するがタ規模と配置から主柱穴と考えられる。

澤土　7層に分層される。各層とも褐色を基調としぎ　ローム粒子を含んでいる。壁際から中央部に向かって緩

やかなレンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

土層解説
ユ　黒　褐　色　　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子極微量
ロームブロック少量芦　焼土粒子極微量

ロームブロック中量，焼土粒子0炭化粒子極微
墨

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

7　褐　　　色

ロームブロック少量
ロームブロック中量

ロームブロック中量夕　炭化物も鹿沼パミス少量

遺物出土状況　土師器片凱点　堵凱　高塚勘　ニチュア土器1壷や婆類灘が　石器　点　磨石　砥石）タ

金属製品温点（刀子）と芦　流れ込みと考えられる縄文土器片祁点　弥生土器片糾点　剥片2点が出土している。

遥物量は多ら　全域の覆土下層から床面上にかけて出土している。第蟻図摘～ほほ　東側から西側にかけて

の　　′　′、　　′ノ　ノ　　　、　′：ノ　　　　　・　′－　　∴二　　　　　　′J′　、－・言言、′　′、；′′　　　　　　　′

などの高林が破損した状態で集中して出I二している．、、

所見　高年のまとまった出土はタ　特異な状況を示している。本住居の廃絶に伴って遺棄されたものと推定され

る。時期はタ　出土土器及び遺構の形態から古墳時代中期（5世紀前半）と考えられる。

第2丁号住居廿姑出上遣物組容表（第163図1

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備 考

1 土略 高 杯 17。6 13 ．1 1 1．5 石 英 も礫 にぷい橙 普通 杯部内 0外 面 ， 卿部内 e外 面 ，裾部内 ・外面へ ラナデ。 北コーナー部床面 P538　9脇
PLJJ

2 土師器 高 林 17．6 12 。7 13 。6
石英 ・長石 ・赤色

橙 普通
杯部内 0 外 面 へ ラナデ。脚部外面 ，裾部内 せ外面へ ラ 北コーナー部壁際 P539　85％

桂子 ナデ。脚部下端パケ冒調整。脚部内面指頭による成形痕。 床面 PL32

3 土師器 高 士不 16。8 12 。7 H ．8 石英 にぷい褐 普通
杯部内 e外 面 ，卿部内 も外面，裾部内 ・外面へラナデ。

脚部 内面輪積痕有 り。

北コーナー部壁際

覆土下層
P髭0　70％

4 土幡 高 杯 ［18潮 （6潮 － 石英 0長石 一雲母 明赤褐 普通 杯部 内 も外面へ ラ磨 き。 北コーナー部床面 P封1 4脇

5 土瞞 高 杯 ［16ぷ （5。5） － 石 英 明赤褐 普通 捧部 内 e外 面 へ ラナデ。 北コーナー部床面 P542 15％

6 土師器 高杯 － 収廟 － 石英 も長石・雲母 明赤褐 普通 杯部内 も外面，脚部内面へ ラナデ。脚部外面へラ磨 き。 南東部壁際床面 P5魂　 6脇

7 土略 高 年 － （9。1） ［12潮 石 英 ・長石 にぷい橙 普通 脚部内 や外面，裾部 内 も外面へ ラナデ。 北コーナー部床面 P545　2脇

8 土瞞 高 年 … （2調 － 石 英 ・長石 明赤褐 普通 杯部内 の外面へ ラナデ。 中央部床面 P勤3　 7％

9 土師器 高杯 嫁潮 石英 ・長石 明赤褐 普通
脚部外 面へ ラ磨 き。脚 部内面 へ ラナデ。脚部 3 孔 。

脚 部外面赤彩。杯部 とソケ ッ ト状の接合。
南西部壁際床面 P546　 5象

10 土略 川 9。5 1 1．h 3．6 石英 ・長石 ・雲母 にぷい黄橙 普通 日経部内 も外風 体部内 ・外面へラナデ。休部下端へラ削り。 南西部壁 際床 面 P547　95％
PL32

n 土幡 川 9ぁ3 9 。2 1 ．0 石英 ・長 有 にぷい橙 普通
日録部 内 も外面 ，体部 内 や外面 へ ラナデ。体部下 端 南コーナー部壁際 P封8　95冤
ヘ ラ 削 り。底 面へラ削 り。 床面 PL33

12 土師器 川 － 賂 4ラ 2の8 有 葉 ・長石 にぷい橙 普通 体部内 夕外面へラナデ。休部下端へラ削り。底面へラ削り。 東コーナ｛部壁際床面 P封9　8脆

13 土師器 壷 － （9も3） － 有 重 ・長有 にぷい褐 普通 体部外面へ ラ磨 き。体部 内面 へラナデ。 南西部床面 P551　5％

14 ［調 威 聾 i（3品 i石英 ・赤色粒子 ［ 樟 普通 i体 部 内 せ外面へ ラナデ。頚部外面輪積痕有 り。 中央部覆土下層 P550　 5％

15 i土轡
可

［
H ．7〕 3。8 石 英 や長石 にぷい橙 普通 体部 内 0外 面 へ ラナデ。 南東部覆土下層 P552　 5％

16 土摘
ミニ可 ［5。2］ 3。5 3 ．0 石英 つ封十 雲母 にぷい褐 普通 体部内 e外 面 へ ラナデ。 北東部覆土 中 P553　6脇
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番号　 種別 長さ 幅 厚さ 鎚 十 媚 特徴 出土位置 備考

17　　 砥石 （7潮 6．2 1．5
（55日 鵬 扁平な自然石を素材。表裏両面を紙面に使用。表面に藩状の研ぎ痕有娠 南東部壁際覆土下層 Q 52

P L4．1

18　　 磨石 7．7 6．6 5。7 墟　　 軽石 自然石を素材。下端部を研磨面に使用。 南西部壁際床面 Q 53
P L40

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

19 刀子 （6．5） 1．7 0。4 （10．7） 鉄 刃部先端 および茎部欠損。 南西部壁際覆土中層 M 5 P L 36

窮露骨健贋静（第164の165回）

位置　調査区東部のB7f2区に位置しタ　丘陵性台地中央の南東向きの緩斜面に立地している。

重複関係　北側から西側部分は，第25号住居跡を掘り込んでいる。また，斜面部のために，東側大半の壁と床

が流失し，西側に本跡の一部が遺存している。

規模と形状　遺存する壁と床面から推定すると，南北軸が3。96mでタ　東西劫は芝蟻mまでが確認された。平面

形は長方形または方形と考えられる。南北軸をもとにした室軸方向は　N…摘0－Eである。壁は緩やかに外

傾して立ち上がり，遺存する壁高は最大で22cmである。

床　北西から南東側に向かってタ　地形に沿って傾斜している。硬化面は確認されなかった。

第閲堵図　第26号住居跡実測図

プ
』
確
繹
型
S

□

－178－



炉　確認されなかった。

ピット　確認されなかノ．）た、、、

覆土　遺存状態は良くないが，2層に分層される。壁際から中央部に向かってレンズ状に堆積していることか

らタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子微量，廃土粒子や炭化粒子極微量　　2　明　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片18点（聾）とタ　流れ込みと考えられる縄文土器片9息　弥生土器片7点が出土してい

る。遺物は少なくタ　主に北西部の覆土下層から床面上で点在して確認された。第蟻図　0　は　いずれも床

面上から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から古墳時代中期（5世紀前半）と考えられる。

謬
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海

登
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第26号住居跡出土遺物観察表（第165図）

2

0　　　　　　　　　　　　　10cm

＿　　，＿　　∵∵‥‾‖l　＿l‾

番号種別器種口径器高底径胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

1土師器婆［17．4］し10．中－石英の雲母にぷい黄橙普通甘縁部から体部内・外面へラナデ。体部内面輪積痕有り。北西部床面P55410％

2土師器聾［17eO］（8潮－石英球技・雲母橙普通日縁部から体部内e外面へラナデ。 北西部床面P55510％

第調号健贋跡（第166図）

位置　調査区東部のB7b2区に位置し，丘陵性台地中央の東向きの緩斜面に立地している。

重複関係　西側は第28号住居跡を芳東側は第32号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。北側約半分は第24号住居

に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸3。50mで，南北軸は2。80mまでが確認された。平面形は長方形または方形と考えられる。南北

軸をもとにした主軸方向は言車十は㌧＋Eである。壁はやや外傾して立ち上がり，遺存する壁高は最大で3短である。

床　ほぼ平坦である。遺存する床面中央部にタ　硬化面が確認された。

炉　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　4層に分層される。各層とも褐色を基調とし，ローム粒子を含んでいる。壁際から中央部に向かって緩

やかなレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

3　褐

4　褐

－179－

色　　ロームブロック中量，炭化物も鹿沼パミス少量
色　　ロームブロック中量
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第166図　第29号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　ほぼ完形の土師器小形嚢1点と土師器片122点（壷・嚢類），石器1点（砥石）と流れ込みと考

えられる縄文土器片29点，弥生土器片48点が出土している。遺物量は少なく，ほとんどが南東コーナー部付近

を中心に散在するように出土している。第166図1はつぶれた状態で中央部の床面上から，2は南東コーナー

部の壁から斜位で出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。

第29号住居跡出土遺物観察表（第166図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色調 焼 成 手 法 の特 徴 出土 位 置 備 考

1 土師器 台付賓 13．7 （19 ．3 ） － 石英 ・長 石 橙 普 通 口緑部，休部外面パケ目調整。内面パケ目調整後，ヘラナデ。 中央 部 床 面 P5 59 80 ％
PL 3 3

2 土師器 小型要 7．2 12 ．9 4 ．2 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普 通 口緑 部 ， 休 部 外 面 パ ケ 目調 整 。 内面 へ ラナ デ 。 南 東 コー ナ ー 部 壁 P5 58 90 ％
P L 33

番 号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特 徴 出 土 位 置 備 考

3 砥 石 （2 5．0 ） 1 8．6 （8．7） （35 00 ） 砂 岩 自然 礫 素 材 。 1 面 を砥 面 に使 用 。 南 東 コ ー ナ ー部 壁 際 床 面 Q 54 P L 4 1

第31号住居跡（第167・168図）

位置　調査区北東部のA7j4区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い北東向きの緩斜面に立地している。

確認状況　北側の大部分は斜面部に当たるため流失しており，南側コーナー部だけが確認された。

規模と形状　南北軸2・56m，東西軸2・10mまでが確認された。道春部が少なく，規模は不明である。平面形は，

コーナー部の壁の形状から長方形または方形と考えられる。南北軸をもとにした主軸方向は，N－400－Wで

ある。壁はやや外傾して立ち上がり，遺存する壁高が最大で11cmである。

床　ほぼ平坦である。コーナー部に硬化面が確認され，その東側床面にやや浮いた状態で焼土の散布が見られた。

炉　遺存する範囲内では，確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　遺存する覆土はわずかであり，3層に分層される。全体を捉えることができないが，各層ともローム粒

子を含み，壁際から緩やかなレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子極微量
2　にぷい赤褐色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土ブロック

炭化粒子微量

＜】

第167図　第31号住居跡実測図

3　明　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量
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遺物出土状況　土師器片108点（壷3，聾類105）と，流れ込みと考えられる縄文土器片7点が出土している。

遺物は主に南コーナー部付近の覆土下層から床面上にかけて，比較的まとまって出土している。第168図1・

2はいずれも床面上から出土している。

所見　焼土の散布状況から，焼失住居の可能性が高い。時期は，出土土器及び遺構の形態から古墳時代前期

（4世紀後半）と考えられる。

∈‾‾‡覇、二

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　」

第168図　第31号住居跡出土遣物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表（第168図）

番 号 種 別 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の特 徴 出 土 位 置 備 考

1 土師器 台付襲 ［11．8］ 16．0 ［6 ．6 ］ 石英・雲母・赤色粒子 橙 普 通 ロ綾部，休部外面パケ目調整後，ヘラナデ。内面へラナデ。 南コーナー部壁際床面 P563 30 ％

2 土師器 互E 3 0．4 （7 ．9 ） 長石 ・赤色粒子 にぷい褐 普 通 口縁部外 面へ ラ磨 き，へ ラナデ。 ロ縁 部内面へ ラ磨 き。 南コーナー部壁際床面 P56 1 10 ％

第35号住居跡（第169～171図）

位置　調査区東部のA7j6区に位置し，丘陵性台地先端部に近い平坦面に立地している。

重複関係　北側では第37号住居跡を，北東から東側では第39号住居跡を，それぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は，長軸6．16m，短軸5．46mの長方形である。南北軸をもとにした主軸方向は，N－280－E

である。壁はほぼ直立し，壁高は23～56cmである。

床　ほぼ平坦である。東側と南側のコーナー部付近を除き，中央部から壁際まで踏み締められ，広い範囲で硬

化面が確認された。

炉　確認されなかった。

ピット　5か所。Pl～P4は深さ34～58cmで，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は深さ43cmで北東

壁寄りの中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層に分層される。各層とも炭化粒子やローム粒子を含み，ほぼ水平に堆積していることから，人為堆

積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量
2　黒　褐　色

3　灰　褐　色

4　褐　　　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極微量
ロームブロック少量，焼土粒子極微量
ロームブロック中量，炭化粒子少量

－182－

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

ローム粒子中量，鹿沼パミス少量，焼土粒
子・炭化粒子極微量
ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子
極微量
ロームブロック少量
ロームブロック中量



第礪図　第器号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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遺物出土状況　土師器片撒建つ紺』高捧2㌦　器台上　ニチュア土器1，壷0聾類742㌦　石器　点（打製

石斧1，砥石2）と，流れ込みと考えられる縄文土器片149点，弥生土器片186点が出土している。遺物量は多

ら　中央部から南部を中心に，全域の覆土下層から床面上にかけて確認されている。また，覆土中からほ自然

礫9点が検出されている。第170図1～406～8㍉臓㍉胱　第171図138蟻は　いずれも床面上から出土して

いる、1、

所見　遺物の多くは，住居の廃絶に伴って投棄または遺棄されたものと推定される。時期は，出土土器及び遺

構の形態から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。

－183－
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第170図　第35号住居跡出土遺物実測図（1）
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第171図　第35号住居跡出土遣物実測図（2）

第35号住居跡出土遺物観察表（第170・171図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

巨±‥＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　」

番号 種別器種口径器高底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土師器高杯［12調 9，1 石英・長石・雲母 橙 普通
杯部・脚部外面パケ目調整後，ヘラナデ。杯部・脚南部床面・覆土

P56860％部内面へラナデ。脚部4孔。 下層

2 土師器高杯［13調 6．0 長石・雲母 にぷい黄橙普通杯部外面パケ目調整後，へラ磨き。坤こ部内面へラナデ。中央部床面 P567 15％

3 土師器高杯 － （6．6）
［11．0］石英・長石・雲母明赤褐普通脚部外面へラ磨き。脚部内面へラナデ。脚部3孔。中央部床面 P56930％

4 土瞞 高坤こ－ （4．5）［14．2］石英・雲母 明　褐普通脚部内・外面へラナデ。脚部3孔。 北西部床面 P566 20％

5 土師器高坤こ （5．6） 石英・白色粒子明赤褐普通
脚部外面へラ磨き。脚部内面へラナデ。脚部内面下

端パケ目調整。 北部覆土下層 P564 10％

6 土師器柑 9．9 6．7 2．9 石英・長石・雲母明赤褐普通口緑部，体部外面パケ目調整後，ヘラナデ。内面へラナデ。中央部床面 P57160％
Plj2

7 土師器壷 17．5 （23．2）－ 石英・長石・赤色粒子にぷい黄橙普通口緑部内・外面へラ磨き。休部外面へラ磨き。休部内面へラナデ。中央部床面・覆土下層P574 20％

8 土師器宝E ［14．8］（7．2） 雲母・白色粒子にぷい蔓橙普通
口縁部内・外面へラ磨き。頚部外面へラナデ。頭部

内面へラ磨き。有段口縁。 中央部床面 P57530％

9 土師器台付嚢 － （5．6）8．4 石英・長石・雲母 橙 普通台部外面パケ目調整後，ヘラナデ。台部内面へラナデ。南部壁際覆土下層 P573　5％

10 土師器台付碧 － （6．4）10．4 石英・雲母・赤色粒子明　褐普通台部内・外面パケ目調整後，ヘラナデ。 中央部床面 P572　5％

11 土師器牽 ［22．7］ ［8．6］石英・長石・雲母にぷい黄橙普通体部内・外面パケ目調整。 中央部・南部床面P576 10％

12 土師器襲 － （7．2）8．0 石英・雲母 にぷい橙普通休部外面パケ目調整。休部内面へラナデ。 南部壁際覆土下層P579 40％

13 土師器器台 － （6．6）－ 石英・長石・雲母にぷい褐普通器受部・脚部外面パケ目調整。器受部・脚部内面へラナデ。北西部床面 P570 40％

14 土師器ミニチュア－ （2．1）2．6 石英・長石 橙 普通体部内・外面へラナデ。 南西部覆土中 P58125％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

15 打製石斧 10．9 7．4 1．6 123．5 泥岩 穎冊形。扁平な自然礫素材。表裏両面に自然面残存。周縁を剥離調整。南部壁際床面 Q57PL40

16 砥石 （15．4）（13．9）（4月）（1，380）砂岩 自然礫素材。1面を砥面に使用。被熱により一部赤変。台石兼用カ。北部壁際覆土下層Q55PL42

17 砥石 （7．3） （9．2） 3．5 （306） 砂岩 自然礫素材。表裏2面を砥面に使用。 中央部覆土下層 Q56

－185－



第41号住居跡（第172・173図）

位置　調査区南東部のB7。6区に位置し，丘陵性台地縁辺部に近い南東緩斜面部に立地している。

－186－

第172図　第41号住屈潮；実測図
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重複関係　北東側は第40号住居跡と重複している。床面の高さはほぼ同じであるが，覆土の堆積状況により，

本跡が第40号住居跡を掘り込んでいることが確認された。北東部は斜面部のため，壁を流失している。

規模と形状　遺存する壁と床面の範囲から，平面形は長軸約5．90m，短軸5．16mの隅丸長方形と考えられる。

南北軸をもとにした主軸方向は，N－350－Eである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり，遺存する壁高は最

大で32cmである。

床　ほぼ平坦である。中央部はよく踏み締められ，硬化面の広がりが確認された。また，ピットに囲まれた内

側部分を中心に，床面上に貼り付いた状態で焼土と炭化材の散布が見られた。

炉　ほぼ中央部に付設されている。長径70cm，短径35cmの楕円形で，掘り込みはなく床面を直接炉床とした地

床炉と考えられる。炉床には硬化面がなく，焼土の散布のみが確認された。

ピット　5か所。Pl～P4は深さ29～68cmで，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は深さ75cmで，補

助柱穴と考えられる。

覆土　6層に分層される。壁際から地形の傾斜に合わせて，緩やかなレンズ状に堆積していることから，自然

堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子

微量
2　褐　　　色　　ロームブロック多量
3　暗　褐　色　　焼土粒子中量，ロームブロック少量

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

ローム粒子中量，焼土粒子少量
炭化材・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
ローム粒子・鹿沼パミス多量

遺物出土状況　ほぼ完形の土師器2点（柑）と土師器片57点（壷・嚢類），流れ込みと考えられる縄文土器片

52点，弥生土器片54点が出土している。遺物量は少ないが，全域の覆土下層から床面上において散在した状態

で出土している。また，炭化材が中央部から北西部で検出され，礫も10点ほどが確認されている。第174図

1・2・4・5は，西コーナー部壁際および中央部の床面上から出土している。

所見　炭化材の検出と焼土の散布状況から，焼失住居と推定される。時期は，出土土器から古墳時代前期（4

世紀後半）と考えられる。

ー＼逓二三二‾‥三一

第173図　第41号住居跡出土遺物実測図
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第41号住居跡出土遣物観察表（第173図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備考

1 土師器 小型嚢 7．4 8．0 4 ．3 石 英 ・長 石 橙 普 通 口縁弧 休部外面ハヶ月調整。内面へ ラナデ。底部木葉痕。 西コーナー部壁際床面 P582 100％
PL 32

2 土師器 小型嚢 7．5 9．8 4 ．7 石 英 ・長 石 にぷい橙 普 通 口縁軋 体部外面パケ目調整。内面へ ラナデ。底部木葉痕。 西コーナー部壁際床面 P583　95％
PL 32

3 土師器 ∃互 ［12．0］ （7．0 ） －
石 英 ・雲 母 にぷい黄褐 普 通 口緑 部，休 部外面パ ケ 目調整。 内面指頭痕 ，ヘ ラナデ。 南 西 部 覆 土 下 層 P584 10％

4 土師器 襲 － （10．3） － 石英・雲母・赤色粒子 にぷい褐 普 通
ロ縁 部 ，体 部 内 ・外 面パ ケ 目調 整 。 中央 部 床 面 P585 10％

5 土瞞 嚢 （2．4 ） 5．8 石 英 ・雲 母 黄　 褐 普 通 体 部 外 面パ ケ 目調 整 。内 面 へ ラ ナ デ。 中央 部 床 面 P587 10％

（3）土　坑

第114号土坑（第174図）

位置　調査区東部のB6C8区に位置し，丘陵性台地中央部の平坦面に立地している。

規模と形状　平面形は長径1．74m，短径1．30mの楕円形で，深さは12cmである。底面はほぼ平坦であり，壁は

やや外傾して立ち上がっている。長径方向はN－290－Wである。

覆土　2層に分層される。各層に炭化粒子やローム粒子が含まれていることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　　ローム粒子・炭化粒子少量，炭化物微量，焼土　　2　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

粒子極微量

遺物出土状況　土師器片13点（柑2，賓11）が，南西部寄りの覆土下層から底面にかけて出土している。第

174図1は覆土下層，2は底面上から出土している。

所見　土坑の性格は不明であるが，廃絶とともに土器の廃棄場所として利用されたものと推定される。時期は，

出土土器から古墳時代前期後半と考えられる。
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第174図　第114号土坑・出土遺物実測図
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第114号土坑出土遺物観察表（第174図）

番号 種 別 器種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の特 徴 出土 位 置 備 考

1 土師器 柑 ［13．4］ （7．2 ） － 石 英 ・赤色 粒 子 明 赤 褐 普 通 ロ緑 部 内 ・外 面 パ ケ 目調 整 。 内 ・外 面 赤 彩 。 南西壁際覆土下層 P5 89　 5 ％

2 土師器 婆 ［17．2］ （8 ．6 ） 石英 ・雲母・赤色粒子 橙 普 通
ロ緑 部 内 ・外 面 へ ラナ デ 。 体 部 外 面 パ ケ 目 調 整 後 ，

ヘ ラ ナデ 。 体 部 内 面 へ ラ ナ デ 。
南西 部 底 面 P 5 90 10 ％

第123号土坑（第175図）

位置　調査区東部のB6eo区に位置し，丘陵性台地中央の南東向きの緩斜面に立地している。

規模と形状　平面形は径約0．78mのほぼ円形で，深さは24cmである。底面は皿状を呈し，壁は緩やかに外傾し

て立ち上がっている。

覆土　5層に分層される。第4・5層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。第1～3

層は，各層に焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子を含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量，焼土粒子極微

量

4　褐　　　色　　ロームブロック少量
5　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼

パミス微量

遺物出土状況　土師器片1点（嚢）と，流れ込みと考えられる縄文土器片2点が出土している。第175図1は，

覆土下層から逆位のつぶれた状態で出土している。

所見　土坑の性格は不明であるが，廃絶後やや時間を経てから，土器の廃棄場所として利用されたものと推定

される。時期は，出土土器から古墳時代前期後半と考えられる。

④4車＼嶺の
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0　　　　　　1m
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第175図　第123号土坑・出土遺物実測図

第123号土坑出土遺物観察表（第175図）

0　　　　　　　　　　　　10m
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番号 種別 器種口径 器高 底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土師器 嚢 20．9 （15．1）－ 長石・雲母 橙 普通口緑部，休部外面パケ目調整。休部内面へラナデ。中央部覆土下層P59140％
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（4）溝　跡

古墳時代の溝跡1条を確認した。以下，その特徴と出土遺物について記述し，平面図は全体図で示す。

第2号清勝（第176の206図）

位置　調査区中央部のB6b4～C6b6区に位置し，丘陵性台地の尾根部を南北に縦断するように立地している。

重複関係　北部は中世の第1号土塁の下部に当たるとともに，上層を第3号溝跡に掘り込まれている。中央部

ではタ　縄文時代の第109号士坑を掘り込んでいる。南部では，弥生時代の第10号住居跡と第2号壇の層溝の一

部を掘り込んでいる。

規模と形状　北端部は調査区城外に延び，南部は道路下の未調査区域とともに，南端部は急傾斜地のために一

部壁と底面を流失して確認されなかった部分もあるが，長さは49mを超える。第1号境の後門裾部と並行する

ように，尾根部中央から北部の土塁下部に向かって，北西方向（N－250－W）へ直線状に約17m延びている。

尾根部中央から南部へはタ　南西方向（N…170－E）へ直線状に約2ユm延びタ　第2号墳北東側で墳丘を回避す

るように曲線を措いて南東方向（N－700－W）へ約Hm延びている。上幅乱9～2。3恥　下幅0．3～0。9m，深さ

は40～70cmで，中央部から北部と南部に向かっては，それぞれ地形に合わせて緩やかに傾斜している。底面は

U字状を皇し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　6層に分層される。いずれも士層断面は，壁際から中央部に向かってレンズ状の堆積状況を示している

ことから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色
2　黒　褐　色

3　褐　　　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子・鹿沼パミス微量
ローム粒子0鹿沼パミス少量

ilIg

第斬循図　第2号溝跡実測図

4　褐　　　色

5　明　褐　色

6　褐　　　色
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ローム粒子e鹿沼パミス中量
ローム粒子多量
ローム粒子中量・焼土ブロック少量
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第177図　第2号溝跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片58点，弥生土器片76点，土師器片18点，須恵器片1点，埴輪片2点，石製品1点

（砥石）が出土している。第177図2～5は，いずれも中央部から北部にかけての覆土中層から出土している。

また，覆土中層からは，これらの遺物と混在してこぶし大の自然礫も多数出土している。さらに，中央部と南

部の底面からは，炭化物が集中する範囲が確認された。本跡に直接伴うと考えられる遺物はなく，出土遣物は

すべて埋没の過程で周囲の遺構からの混入および投棄によるものと考えられる。

所見　構築位置と重複関係から，第1号境と第2号境の築造後に掘削されたことは明らかである。さらに，本

跡の西側には第3号境が，東側には第4号境がそれぞれ重複せずに立地していることから，いずれか一方また

は両方の古墳築造時に，墓城を区画する役割または排水施設としての機能を有していたものと推定する。時期

については，他の遺構との重複関係や出土遺物から，古墳時代後期以降に構築され，平安時代にはすでにその

機能を失っていたものと考えられる。

第2号溝跡出土遺物観察表（第177図）

番 号 種 別 器種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の特 徴 出 土 位 置 備 考

1 土師器 杯 ［14胡 （3月） － 石英 ・赤色粒 子 にぷい橙 普 通 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面下端へラ削り。体部内面へラ磨き。 中 央 部 覆 土 中 P6 01 10 ％

2 土師器 高台付椀 （1．9） ［8．0］ 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通
体 部 外 面 下 端 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 内 面 ロ ク ロ ナ デ 。

高 台貼 り付 け 後 ， 底 部 ロ ク ロナ デ 。 北 部 覆 土 中 層 P602　30 ％

3 須恵器 嚢 （5．8） 石英・長石・赤色桂子 暗　 灰 普 通
頸 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 日経 部 外 面 波 状 沈 線 文 。

体 部 内面 に 同心 円状 当 て具 痕 。 中央部覆土中層 P603　 5％

4 埴 輪 円 筒 － （5．2） － 石英 ・赤色粒 子 にぷい橙 普 通 体 部 内 ・外 面 へ ラ ナ デ。 凸 帯 部 横 ナ デ。 中央部覆土中層 D P 16　 5％
P L4 3
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番号 種 別 長 さ 帽 厚 さ 重量 材質 特徴 出土位 置 備考

5 砥 石 （13．4） 11．1 3．6 （610） 凝灰 岩 3 面を砥面に使用。裏面に条線状の刻線有 り。側面は攣 曲し，研磨顕著。 北部 覆土 中層 Q 272 PL41

（5）遺構外出土遺物（第178図）

ここでは，調査区内の表土中から出土した遺物や，他時期の遺構への流れ込みまたは混入と判断された遺物

のうち，特徴的なものを実測図と観察表で記載する。

第178図　遺構外出土遣物実測図

ー随一国境
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古墳時代の遺構外出士遺物観察表（第178図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎士 色調 焼 成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土師器 土不 12．4 5．6 1．8 石 英 ・長石 明赤褐 普通 融 摘 内 ・外面横ナデ。休部外面へラ削り。休部内面へラミガキ。 第 1号土塁跡盛土中 P684　8脇

2 土師器 高杯 ［14．6］ 11．5 11 ．1 石英・長石・赤色粒子 橙 普通 杯部内・桶 へラナデ。脚部外面へラ磨き，内面へラ削り後へラナデ。 T M 4表土 中 P692　70％

3 土師器 壷 16．9 3 5．1 9．0 石 英 ・長石 にぷい褐 普通
目線部 ・体部外 面へ ラ ミガキ。頚部外面 ・休部内面

パケ 目調整。 口縁部 ・頚部内面へ ラナデ。
T K l盛 土 中 P693　7脇

PL33

4 須恵器 施 ［12．2］ （13．2） 長 石 暗オートブ褐 良好
頚部波状櫛 措文。体 部刺突文 。体部内 画ヨコナデ。

口縁か ら肩部外面 ・ロ緑 内面に 自然粕 。 第 1号土塁跡盛土中 P685 15％

番 号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

5 埴 輪 j円筒 － （4．2） － 石英・長石 ・雲母 橙 普通 凸帯部横 ナデ。 内面指頭 によるナデ。 T K 3盛 土 中 D P15 PL43

6 埴 輪 E円 筒 － （3．8） － 石英 ・長石 にぷい橙 普通 凸首都横 ナデ。内面指頭 によるナデ。輪積 み痕有 り。 B 6 区表土 中 D P17

7 埴 輪 円筒 － （3．6） － 石英 ・長 石 橙 普通 凸帯部横 ナデ。内面指頭に よるナデ。透孔有 り。 B 6 区 表土 中 DP18

番 号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

8 砥 石 （7．3） 7．3 2．7 （21 5） 凝灰 岩 3 面 を砥面 に使用 。 S I3 9 覆 土中 Q 30 7

表8　古墳時代住居跡一覧表

仕居跡

番　 号
位置 主軸 方向 平面形

規模

壁溝
内部施設

覆土 主な出土遺物 時期

備考

新旧関係 潤→鵜

その他

長軸 （径）×

短軸（径H m ）

壁高

（cm ）
木 1 主柱穴貯蔵穴ピット出入日 炉

14 B 6 d7 N －550－E 方形 7．28 ×　7．05 19～64 平坦 4 1 2　 － 自然
土師器 （婆，壷，甑）

砥石 前掛4C後部 SI15→本跡焼失住居

17 B 6之18 N …30 0…E 方形 3．62　× 3．50 5 ㌦43 平坦 1 自然
土師器 （婆，台付婆）

磨石 前掛4C復刊

19 B 6C9 N －550…E ［隅丸方形］［4．00］×3．98 23 傾斜 自然 土 師器 （聾，壷） 前掛 4C後判

22 A 6 i8 N －580…E 脹方形ま机方形］（3．40）×（2．50） 13 平坦 自然
－ 前榔 4C佃

23 A 7jユ N …530…E ［方形］ ［5爛］× 4調 24 平 坦

】

1 自然
土師器 （杯，台付 婆，

壷） 前郷4C後事 SI27→本跡焼失住居

24 B 7 a2 N－45㌧W 方形 4．52　×4．38 15、34 平坦 4 1 自然
土師器碑，高杯，監 壷，ミニ

チュア土器）磨石，砥石，刀子 中郡 5C前判 SI27・28 ・29→本跡

26 B 7r2 N …100…E 脹方形ま親方舶 3．96 ×（2．15） 22 傾斜 自然 土 師器 （嚢） 中郡 5C抽 SI2 5→本跡

29 B 7 b2 N －15。－E 脹方形ま机方形］3．50 ×（2．80） 34 平坦 自然
土 師 器 （台付 婆 ，小

形棄）砥石 前掛4C後部 SI28・32→本跡→SI24

3 1 A 7 j4 N…400－W 脹方形ま机方形］（2．56）×（2．10） 11 平坦 自然 土師器 （台付婆，壷） 前掛4C後部 焼失住居

35

i

A 7j6 N －280－E 長方形 6．16 ×5．46 23、56 平坦 4 1 人為
土瞞 ㈲ 紘 碧，鍋 覿壷，器

台，ミニチュア土器欄 製石斧，砥石 前掛 4C後部 SI3 7 ・39→本跡

41 B 7 C6 N －35㌧虻 欄丸長方舶 ［5．90］× 5．16 3 2 平坦 4 1 1 自然 土師器 （相 ，壷，婆） 前掛4C後部 SI40→本跡 焼失住居

表9　古墳時代土坑一覧表

土坑

番号
位置
長径 （軸）

方向
平面形

規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考

新旧関係 （旧→新），

その他
開口部 （長径 ×短径‖ m ） 深 さ（cm ）

114 B 6C8 N －290－W 楕 円形 1．74×1．30 12 外傾 平坦 人為 土師器 （柑 ・棄）

123

I

B 6 eo － 円形 0．78×0．78 24 外傾 皿状 自然 ・人為 土 師器 （婆）
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4　中e近世の遺構と遺物

中世後期以降から近世にかけての遺構として，整地面1か所，堀跡1条，土塁跡1条，塚7基，土坑4基を確認

した。整地面と士坑は調査区西部に，堀と土塁跡は調査区北東部に，塚群は調査区東部にそれぞれ位置してい

る。以下，各遺構の特徴と主な出土遺物について記述する。

（1）整地面（第179～188図）

位置　調査区西部のC2。6～C2f9区に位置し，標高96～98mの丘陵性台地尾根部中央から北向き緩斜面に

立地している。

確認状況　後世の土地利用による削平と，斜面部のための流失によって，遺存状況は良好ではない。調査前か

ら瓦片や五輪塔の部材等の散布が確認されていた。

規模と形状　比較的遺存状況が良好だった平坦な部分は，東西幅15m，南北幅7mほどが確認できた。特に北

側部分では流失が著しく，全体的な規模を捉えることはできなかった。また，整地面上の掘り下げを旧表土上

面まで実施したが，礎石跡や掘立柱建物跡の柱穴など，直接的に建物跡などを想定できる遺溝は確認されなか

った。

構築状況　旧表土上にローム粒子を含む褐色土を客土しながら，平坦に整地している。北側部分の客土上層は，

すでに削平されており，さらに地形の傾斜に伴って流失し，客土下層の一部が遺存しているのみであった。地

形が南西側から北東側に向かって緩やかに傾斜しているため，本来の客土の厚さは南側部分が薄く，北側部分

に向かって徐々に厚くなっていたと考えられる。遺存状況が比較的良好で，最も客土が薄い南側部分で厚さ15

cm，最も厚い部分で40cmほどが確認された。

整地面土層解説
1褐　　色　炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物微量，焼土粒子極微量

遺物出土状況　確認面とトレンチを設定して調査した範囲の整地面客土中から，土師質土器片142点（小皿121，

焙烙鍋21），瓦片772点（軒丸瓦2，軒平瓦6，丸瓦175，乎瓦581，隅切瓦8），土師器片38点，須恵器片1点，

石製品19点（五輪塔部材），鉄製品4点（刀子1，不明3），古銭3点（寛永通賓）と，混入と考えられる縄文

土器片2点，剥片1点が出土している。

遺物は，整地面全域の表土から客土中にかけて，散在した状態で確認された。ほとんどが原位置を留めてい

るとは言えず，一部旧表土中からも混在して出土している。特に，瓦片や五輪塔の部材は，中央部やや東側寄

りの平坦面から斜面部へと地形が変化する位置で，二次的に集積が行なわれたような状態で出土した。瓦片は

乎瓦と丸瓦が主体に多量に出土したが，すべて破損していた。軒瓦も細片であり，10点にも満たない。五輪塔

の部材も破損したものが多く，空風輪が主体であった。火輪や地輪などの大きな部材は，ほとんど確認されな

かった。

所見　瓦片が多量に出土していることから，仏教関連の建物用地跡と想定できる。建物の構造や規模は明らか

にできなかったが，版築などの事業は行なわれておらず，大形の礎石や根石の痕跡なども確認されないことか

ら，小形の自然石等を用いて土台を巡らした，小規模な建物が建立されていたと考えられる。

出土している瓦の種類は，乎瓦と丸瓦が主体で，すべて小破片である。軒丸瓦と軒平瓦の出土数は，極端に

少ない。これらのことから，寺院の廃絶または移転にともなって，ほとんどが持ち出されたことが想定できる。

出土した瓦類の特徴として，隅切瓦や慰斗瓦などをはじめとする道具瓦が多種類にわたっていることから，計

画的な瓦の生産によって，本瓦葺きの堂または寺院などが建立されていたと考えられる。出土している土師質
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第179図　整地面実測図
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第180図　整地面出土遺物実測図（1）
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土器の小皿の多くは，灯明皿として利用されたと推定される。さらに，五輪塔の部材が出土していることから，

境内の一角にはこれらの供養塔も造塔されていたのであろう。

時期は，軒瓦の瓦当文様や土師質土器の特徴，五輪塔の形態などから，中世後期（15世紀後半から16世紀前

半代）を中心として機能していたと考えられる。中世以前と考えられる土師器も混在しており，これらの遣物

からもこの地周辺が長期間にわたって，宗教性を帯びた地域であったことを示していると言えるであろう。

＝三三

」
第181図　整地面出土遺物実測図（2）

整地面出土遺物観察表　（第180～188図）

番 号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

1 土師器 高的皿［13．ユ］ 2．9 ［6．8］長石 ・雲母 にぷい褐 普通 休部外 面ロクロナデ。休部内面黒色処理 ，ヘラ磨 き。 客土 中 P 60 5　 15％

2 土師器 高台憫 2 1．3 12 ．4 1 1．4 長石・硝・雲か絶軒 にぷい橙 普通 休部外面ロクロナデ，下半へラ削り。体部内面黒色処理，ヘラ磨き。 客土 中 体都外面へラ書き「風」
P 6 04　 80％　 PL 3 3

3 土師器 襲 － （23．3） 8．0 長石・石英・雲母・絹針 にぷい赤褐普通 休部外面へ ラナデ，下半へ ラ削 り。休部内面へ ラナデ。 客土 中 P 6 94　 30％

4 土師質土器小皿 ［10湖 3．1 5．0 石英 ・雲母 にぷい橙 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部静止糸切 り。 客土 中 P 6 06　 4 0％　 P L 3 4

5 土師質土器小皿 6．4 1．8 3．8 石 英 ・雲母 明赤褐 普通 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転糸切 り後，ヘラ削り調整。 客土中 語 端恕 炉 憾 。

6 土師質土器小皿 6．4 2．0 3．6 石 英 ・雲母 明赤褐 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転糸切 り。 客土中 盈 端盟 垂憾 4

7 土師質土器小皿 6．1 1．8 3．3 長石・雲母・純粒子 橙 普通体 部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転糸切 り。 客土中 口縁端部油煙付着
P 60 9　 9 5％　 P L 34

8 土師質土器小皿 6．9 2．2 3．7 雲 母 にぷい黄琶普通体部 内 ・外面ロ クロナデ。底部回転糸切 り。 客土 中 P 6 10　 90％　 P L 34

9 土師質土器小皿 6．6 1．9 5．0 石 英 ・雲母 にぷい橙 普通体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転糸切 り後，へラ削 り調整。 客土 中 認 端鶉 撃 滅

10 土師買上器小皿 5．6 1．7 3．8 雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転 糸切 り。 客土 中 語 端菅野 琉 1

11 土師質土器小皿 6．2 1．8 3．6 雲 母 梓 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転糸切 り。 客土 中 語 端菖把 聖 義

12 土師質土器小皿 6．0 2．2 3．8 雲 母 橙 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部静止糸切 り。 客土 中 口縁 端部油煙付着
P 6 14　 90％　 P L 3 4

13 土師質土器小皿 ［6．8］ 2．3 4．0 長石・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転糸切 り。 客土中 P 6 15　 55％　 P L 3 4

14 土師貿土器小皿 6．5 2．1 3．5 長石・石英・雲母 橙 普通体 部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転糸切 り。 客土中 語 端配 煙鑑 真

15 土師質土器小皿 ［6．1］ 2．2 3．3 長石・石英・赤城子 橙 普通体 部内 ・外 面ロ クロナデ。底 部回転糸切 り。 客土中 P 6 17　 5 0％　 P L 34

16 土師質土器小皿 6．0 1．5 3．7 石 英 ・雲母 にぷい橙 普通体部 内 ・外 面ロ クロナデ。底 部へ ラ削 り調 整。 客 土中 語 端敦曽煙鑑 真

17 土師質土器小皿 ［7．0］ 2．0 3．8 石英・雲母・赤色拉子 明赤褐 普通体部 内 ・外 面ロクロナデ。底 部回転糸切 り。 客土 中 語 端亨把 煙付着

18 土師質土器小皿 6．6 2．1 3．4 雲 母 にぷい稚 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転 糸切 り。 客土 中 語 端配 煙付着

1 9 土師質土器小皿 ［6．8］ 2．2 4．8 石英・雲母・赤色粒子明赤褐 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転糸切 り。 客土 中 口緑端部油煙付着
P 6 2 1　 50％

20 土師質土器小皿 ［6．4］ 1．8 ［4．3］雲母・赤色粒子 橙 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転糸切 り。 客土 中 P6 24　 45％

2 1 土師質土器小皿 （2．1） 3．4 長 石 ・石英 明赤褐 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転糸切 り。 客土中 休部内面油煙付 着

P 6 22　 60％
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第182図　整地面出土遺物実測図（3）
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第186図　整地面出土遺物実測図（7）
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第欄署園　整地面出土遺物実測図　摘）

番号 種別 恒種恒 径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

22
土縮 中 上 は。3）5。1 雲母 橙 普通体部内 を外商ロクロナデ。底部回転糸切 り。 客土中 ㌘623　 50％

23
肺 中 年 恒

… 長石・石英6雲母にぷい橙普通体部内 e外面ロクロナデ。 客土中 庸繍胤離腑嵐
僻狛輌楼濱に頂」p625　陥

24
土軌 痺 烙恒 恒 旛嘲 長石 ・雲母 にぷい橙普通体部内 e外面横ナデ。 客土中 P628　 5％

25 土軌 画 廊朝
恒 ［26融 石英・雲か赤鋸抒巨ぷ湖 普通体部内 の外面横ナデ。 客土中 ㌘629　 5％

26 土軌 器桓 恒 4。8 ［26．3］長石戌掛赤蟻子 黒出 普通体部内 の外面横ナデ。 客土中 ㌘627　 5％

27 － （6．4）－ 長石補 色路子 暗灰黄 普通擬宝珠外面へラナデ，ヘラ磨 き。擬宝珠内面へラナデ。 宰十中 P630　 5％

28
陥 回 一・レ格蔚 － 灰自 普通体部内 0外面ロタロナデ。外面灰粕流 し掛け。 客土中 古瀬戸　 P626　5％

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

2 9 軒 丸瓦 （3潮 （6．5） 1。8 （13 0） 石英 ・長石 ・雲母 オリーブ窯 普通 殊文縁左 巻 き三巴文軒丸瓦。瓦当裏面 0 凸面へ ラナデ。 客土 中 T l
P L 4 6

30 軒 丸 瓦 （3．4） （7詔 1．7 0 2 0） 石英 0長石 ・雲母 オリーブ窯 普通 珠文縁左 巻 き三巴文軒 丸瓦。瓦当裏面 の凸面へ ラナデ。 客土 中 T 2
P L 46

3 1 軒 丸 瓦 （11潮 （7。1） 1．0 （300 ） 石英 も長石 e雲母 にぷい黄褐 普通 凹面布目痕き凸面へラナデ。側面へラ削娠 瓦当接合部へラキザミ。 客土 中 T 5

32 軒 丸瓦 （7。8）（12。5） 2。1 （2 80 ） 石英戌石受母牒色桁 灰 普通 凹面布目痕・凸面へラナデ。側面へラ削娠 瓦当接合部へラキザミ。 客土 中 T JI

33 軒 丸 瓦 （呂。7）（昔 5） 1．7 （2 40 ） 石英 e長石 を雲母 黄灰 普通 凹面布目と吊り紐痕ヰ凸面へラナデ。側面へラ裾告 瓦当接合部へラキザミ。 客土中 甘3

3 4 軒 丸瓦 （17や4ラ 12．6 2。3 亘 机0〕石英・長石・雲か赤色糖 貴族 普通 凹面布目痕・揃 へラナデ誹臓へラ削り。瓦当接合部へラキザミ8 丸瓦部釘孔有娠 零士中 T 6
P L4 6

3 5 軒 乎 瓦 （8や8）（13の4） 1．7 （2 80 ） 長石 も雲母 灰 普通 渡文軒平瓦。凹 の凸面へ ラナデ。側面へ ラ削 り。 客土中 T 12

3 6 軒 乎 瓦 （21詔 18の8 1。8 （9 20 ）長 有 ・実母 にぷい黄褐 普通 波文軒平瓦。凹 や凸面へ ラナデ。側面へ ラ削 り。 客土中 T n
PL 4 6

3 7 軒 辛 瓦 緒の （8や5） 1．い （10 0）石英 0長石 も雲母 がノーブ窯 普通 渡文軒乎瓦。凹 む凸面へ ラナデ。側面へ ラ削 り。 客土中 T 8
P L 4 6

38 軒 乎 瓦 （5潮 （9。3） 1．7 （1 50 ）石英 や長石 ・雲母 灰 普通 渡文軒平瓦。凹 か凸面へ ラナデ。側面へラ削 り。 客十 中 T い

39 軒 平瓦 （9。3） （5の9） 1．6 は2 0） 石英 e長 石 灰 i 普通 渡文軒平瓦。凹 の凸面へ ラナデ。 客土 中 T T
P L ・1（う

40 軒 平瓦 （9。7） 賂弟 1．リ （14 0） 石英 ・長石 e雲母 灰 普通 波文軒平瓦。凹 ・凸面へラナデ。 客土 中 T m
P L 4 6

射 隅軒平瓦 （7。5）（12粛 1．7 （28 0） 石英 ・長石 e雲母 灰 普通 渡文隅軒平瓦。凹 8凸面へラナデ。側面へラ削り。辛瓦部斜顧二隅軌 客土 中 T ＝
P L 4 6

4 2 丸　 瓦 栂噛 12。8 2．5 （920 ） 石英弓緩「 窯場 褐灰 普通 五線式。凹面布目と削 紐痕。凸面へラナデ。側面へラ削り。釘孔有り。 客土 中 T lγ

4 3 丸　 瓦 祝廟 賂粛 1．7 は80） 石英 e長石 や雲母 にぷい黄褐 普通 凹面布目と吊り紐痕。凸面へラナデ。側面へラ削り。釘乳有り。 客土 中 T H
P L 46

4 4 丸　 瓦 （施 4ラ 1∵．1 1．9 （6 00 ） 石英 e長石 ヰ雲母 灰 普通 凹面布 目痕。．凸面へ ラナデ。側面へ ラ削 り。 客土 中 T l（う
P L 46

4 5 隅 丸 瓦 犯針 （10潮 1。5 （4 80 ） 石英 e長石 一雲母 オリーブ灰 普通 凹面布目と吊り紐痕。凸面へラナデ。側面へラ削娠 丸瓦部斜めに隅駄 客土 中 T 1 5
P L 46

4 6 隅 丸 瓦 は鋸 （H 部 1．5 （4 60 ） 石英 ・長石 ・雲母 暗灰黄 普通 凹面布目と吊り紐痕。凸面へラナデ。側面へラ削娠 丸瓦部斜めに隅軌 客土中 T 18
PL 46

4 7 平　 瓦 加減 （1382） 1．日 （4 50）石英 ゆ長石 ・雲母 灰 普通 凹 e凸 面へ ラナデ。側面へ ラ削 り。釘孔有 り。 客土中 T 28

48 平　 瓦 ！（27ぷ 脇 融 1．1 l纏4 0）石英 鴻 石 稽 頑 灰 ！普通 凹面へラナデ。凸面へラナデ，ヘラ状工具による沈線施文。側面へラ削娠 客土中 T 3 1

4 9 平　 瓦 2 7．5 （19．3ラ 1。6 圧4 7の 石英 ・長石 も雲母 難 ‖ 普通 凹 ・凸面へ ラナデ。側面へ ラ削 り。 客土中 T 32
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番号　 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

50 平　 瓦 （施5） 19．4 1．9 8 70 石英 ・長石 ・雲母 樟 普通 凹 ・凸面／＼ラナデ。側面ノ＼ラ削 り。 客士 申 T30

51 平　 瓦 （12劇 （10．9） 1．7 26 0 長有 ・実母 にぷい黄橙 普通 凹 ・凸面へラナデ。凸面に2条1 単位の沈線施文。側面へラ削娠 客土 中 T20

52 平　 瓦 （14戯 （1舶 ） 1．p 39 0 石英 9長石 ・雲母 にぷい黄 普通 凹面へラナデ。凸面糸切りeヘラナデ。側面へラ削り〕釘孔有娠 客士 中 T26

53 慰斗瓦 （8．5）（13．5） 1．8 29 0 石英 ・長石 ・雲母 灰褐 普通 凹・凸面へラナデ。凹面にへラ状工具による綻位の刻線。側面へ珊 娠 客土 中 T24

54 慰斗瓦 （13．2ラ（13調 1．7 37 0 石英 ・長石 ・雲母 黄灰 普通 凹面へラげ 。凸面糸切り・ヘラげ 。凹面にヘラ状工具による雛 の亥胤 側か胡腑 客土中 T25

5 5 婁斗元 （13．3）（9．3） 1．5 24 0 石英・長石 せ雲母 黄灰 普通 凹面へラナデ。摘 踊 り4ヘラげ 。凹面にヘラ状工具による雛 と鵬 欄線誹瞳へラ齢 。 客土中 T 21

56 慰斗瓦 （14．7）（9．3） 1．7 3 00 長石 ・実母 にぷい黄褐 普通 脂 へ げ 摘 柳．巨へラナデ。凹面にヘラ状工具による鵬 と縄 機縁誹臓へラ齢 ニ 客土中 T 23

57 慰斗瓦 （19ぷ （脇6） 1．8 520 石英 ・長石 黄灰 普通 凹・凸面へラナデ。凹面にヘラ状工具による縦位の利敵 側面へラ削娠 客土 中 T29

58 慰斗瓦 山瀬 絶 5） 1．8 34 0 石英 ・長石 ・雲母 黒 普通 凹・凸面へラナデ。凹面にヘラ状工具による帝位の刻凱 側面へ珊 娠 客土 中 T22

59 射 斗瓦 （仕 1）（9．4） 1．2 2 00 石英 ・長石 ・雲母 黒褐 普通 凹面布目痕，ヘラげ 。凸面へラナデ誹 面にヘラ状工具による鵬 の摘 。側面へラ削り。 客土 中 T27

6 0 隅切 瓦 （氾7） 15．7 1．5 32 0 石英 ・長石 ・雲母 灰黄褐 普通 凹 ・凸面へラナデ。側面へラ削り。へラ状工具で斜めに隅切り。 客土 中 T39

6 1 隅切 瓦 （12．3）（15。3） 1．9 34 0 石英 ・長石 ・雲母 灰黄褐 普通 凹 ・凸面へラナデ。側面へラ削り。ヘラ状工具で斜めに隅切り。 客土 中 T37

6 2 隅切瓦 17．9 （l且8） 1．5 3 10 石英 を長石 ・雲母 オリーブ窯 普通 凹 ・凸面へラナデ。側面へラ削り。ヘラ状工具で斜めに隅切り。 客土 中 T38

6 3 隅切瓦 （接2）（氾 8） 1。7 26 0 石英・長石・雲母・赤蟻子 灰黄褐 普通 凹・凸面へラナデ誹面にヘラ状工具による紅の別線。側面へラ削り。ヘラ状工具で斜紅 隅射 。 客土中 T36

64 隅切瓦 抱0） （6．1月 1。6 12 0 石英e長石 e雲母 オリーブ黒 普通 凹面へラナテ誹 鍼 鋸　 へラナデ誹臓へラ削り。ヘラ状工具で斜娠 隅切り。 客土申 T33

6 5 隅切瓦 （13．2）（H ．2） 1．9 2 80 石英・長石 ・雲母 オリーブ褐 普通 凹 ・凸面へラナデ。側面へラ削 り。ヘラ状工具で斜めに隅切 り。 客土中 T 二持

66 隅切瓦 （12．3）（9．7） 1．8 2 40 石英 ・長石 ・雲母 黒褐 普通 凹・凸面へラげ。脂 にへラ状工具によ 縮 摘 脈 へ齢　 へ餓工具で斜虹剛腕 客土中 T m

67 隅切瓦 十13．31 （8．4） 1。9 190 石英・長石・雲母 黒 普通 凹も凸面へラナデ。側面へラ削り。へラ状工具で斜めに隅切り。釘孔有り。 客土 中 T封

68 鬼　 瓦 （7調 （7．3）（3．2）（160）石英 ・長石 黄灰 普通 表面に円形の連続押庄文と洗練施文。表・裏面へラナデ。側面へラ削り。 客土 中 T40
P L 4 6

6 9 鳥貪 瓦 （9．3）抱 9） 2。4 （170）石英 ・長 石 オリレブ黒 普通 凹面糸切 り，ヘ ラナデ。凸面へラナデ。側 面へラ削 り。 客土 中 T41

7 0 裏　 瓦 （11．2）（8。1） 1．8 （22 0）有薬 ・長 石 黄灰 普通 王縁式。凹 も凸面へ ラナデ。側 面へラ削 り。 客土 中 T42

7 1 貪　 瓦 （20．5）（10．3） 1．3 （43 0）石英 ・長石 ・雲母 黒褐 普通 無段式。凹面如 痕，ヘラナデ誹 へラナ釆 姉 はヘラ削舵 よる成形誹臓へラ削り。 客土 中 T46
P L 46

72 面戸瓦 9．4 9．7 2．1 30 0 石英 ・長石 灰黄褐 普通 凹面布目痕，ヘラ削りと指頭による成形。凸面へラナデ。頒価へラ削り。 客土中 T44

73 面戸瓦 8。6 11．1 1．7 26 0 有薬 ・長有 褐灰 普通 凹面布目痕，へラ削りと指頭による成軌 凸面へラナデ。側面へラ削り。 客土中 T43

74 輪違瓦 10．2 13．1 1．9 3 70 石英 ・長石 ・雲母 にぷい黄橙 普通 凹面布目痕，ヘラ削りによる調整。凸面へラナデ。側面へラ削り。 客土中 T45
P L 4 6

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備考

75 砥石 （20．0） 14．4 6。2 （3，110） 十ト　山IJ」化岡石 自然石 を素材。 3 面 を砥面 に使用。 客土中 畠悪

76 砥石 17．1 4。1 6．5 73 0 砂 岩 自然石 を素材。 2 両 を砥面 に使用。 客土中 Q 281

番号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備考

77 五輪塔 （21，4） 16．7 13．8 （6，28 0） 花崗岩 空風輪。空輸部長方形，風輪都連台形。表面は風化顕著。 客土 中 廿

78 五輪塔 24。8 1 8．6 14．6 （9，18 0） 花 崗岩 空風輪。空輸部楕円形，風輪都連台形。表面は風化顕著。 客土 中 Q 27 6
P L 43

79 五輪塔 26。3 20．0 16．8 （11，700） 一トト一　山　L⊥Jイヒ岡石 空風輪 。空輸部台形，風鈴都連台形。表面は風 化顕著。 客土 中 Q 277
P L 43

80 五輪塔 28．5 （20詔 （17劇 （12，70 0） 一÷－トA　LLJ　L士Jイヒ岡石 空風輪 。空輸部楕円形，風輪部逆台形。表面は風 化顕著 。 客土 中 Q 27 8
P L 13

8 1 五輪 塔 （25．2ラ 2私1 i1 7．2 （13，00 0） ≠　LLJ【」」イヒ岡石 空風輪 。空輸部楕 円形，風輪部逆台形 。表面 は風化顕著。 客士 中 Q ユ7り
PL 43

8 2 五輪塔 （昔1） 14．0 13．9 （4，740） 一一日ト一　山　LLJ北 岡石 空風輪。空輸部 欠損 ，風輪都 道台形 。表面 は風化顕著。 客土中 Q 274
P L 43

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　 徴　　　　　 i 出土位置 備考

83 槍 （7潮 1．8 0．3 （11せ6） 鉄
中央部に鏑有り。　　　　　　　　　　　　 匪 掴 M 35

PL37

番号 銭名 径 孔 幅 重量 初鋳年 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備考

84 寛永適賓 2。30 0．65 2。24 16 36 銅 古寛永。無背銭。銅一一一一一一文銭。 末士 中 M 37

8 5 寛永過賞 2．40 0．60 2。82 16 36 鏑 古寛永。無背銭。銅一文銭。 表土 中 M 40

8 6 寛永通質 2．30 0．70 2．42 16 97 鋼 新寛永。無背銭。鋼一文銭。 表土 中 M 41
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（2）堀跡・土塁跡

第1号堀跡（第133・189図）

位置　調査区中央部やや北寄りのA5・B5区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い北斜面に立地している。

確認状況　調査前の現況は山林であったが，完全には埋没し切らず，第1号項のくびれ部から北側に向かって，

帯状の落ち込みとして確認された。北側部分は，調査区域外に延びている。なお，本跡が第1号項のくびれ部

を掘り込んでいたことから，前方後円墳である第1号境が2基の円墳として捉えられてしまったものと考えら

れる。

重複関係　第44号住居跡と，第1号墳の北西側くびれ部墳丘および北西側周溝の一部を掘り込んでいる。

規模と形状　確認された長さは約31mで，第1号項の北西側くびれ部から調査区城外の北西方向　N－150－W

へ，後円部墳丘裾に沿って曲線状に延びている。上幅4．3～7．8m，下幅2．4～4．5m，深さ1．3～1．6mで，墳丘く

びれ部から北西へ11m地点では，段状の掘り込みを有して深さを変え，さらに北部は自然地形に合わせて傾斜

している。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がり，断面は逆台形を呈する。

覆土　第1号境のくびれ部で4層，後円部北西側で3層に分層される。いずれもレンズ状の堆積状況を示してお

り，主に墳丘上からの盛土流入によって，自然に堆積したと考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　　ロームブロック少量
2　褐　　　色　　炭化粒子・ローム粒子少量
3　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子・ロームブロック少量，

鹿沼パミスブロック微量

4　褐　　　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量
5　褐　　　色　　ローム粒子・鹿沼パミス中量
6　褐　　　色　　鹿沼パミスブロック多量
7　褐　　　色　　鹿沼パミスブロック多量，ローム粒子少量

遺物出土状況　覆土中から縄文土器片86点，弥生土器片99点，土師器片16点，須恵器片2点，土師質土器片3

点，陶器片4点が出土している。ほとんどが埋没過程での流れ込みと投棄によるものと考えられる。

所見　第1号土塁跡と並行して構築されていることから，付随する施設と考えられる。時期は明確でないが，

土師質土器や陶器などの出土土器から判断して，中世後期（15世紀代）と考えられる。

て≡≡≡ヲ1∈≡l三男

／轡＼ ミここべ声

第189図　第1号堀跡土層・出土遣物実測図
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第1号堀跡出土遺物観察表　（第189図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土鵬 土器小皿 4．7 0．9 3．5 石英・長石・赤組子 橙 普通 内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転糸切 り痕。 覆土 中 P 597 75 冤・

2 土師質土器小皿 ［9．0］ 1．4 賂 6］石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 内 ・外面 ロクロナ デ。底部回転糸切 り痕。 覆土 中 P 598 15 ％

3 陶 器 要 － （4 ．9） 長石 暗オリーブ良好 休部外面ナデ，肩部 夕タキ 目。緑色粕。体部内面ナデ。 覆土 中 P 59　95％

4 陶 器 措鉢 － は 3） 石英 ・長石 にぷい赤褐良好 体部外面 ロクロナデ，黒褐色粕。休部内面揺 り目。 覆土 中 P60 0　5％

第1号土塁跡（第133・190図）

位置　調査区北東部のA5・6，B5・6区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い北斜面上に立地している。

第190図　第1号土塁跡土層図
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重複関係　第12の鼠3号住居跡と第2号溝跡上に構築されている。南端部はタ第1号壇の後門部に連結している。

規模と形状　全長は47mである。第1号項の復円部北側から北東方向　N－280…E　へ26mほど延び，L字

状に屈曲して向きを変え，ほぼ東西方向　酢」紆㌧戊　へ21m延びている。上幅2．5～6ゑm芦下幅9．5～払Omタ

高さ2卦主用mで，東端部に比較して第1号項の墳丘に連結した南端部は，規模がやや太きくなっている。横断

面は台形である。

構築状況　旧表土商を基底部としぎ　まず第12層の粘土ブロックと粘土粒子を多量に含む褐色士を，最下層に盛

土して固めている。急傾斜地に画しているため芦　盛土の流出と崩落防止のための補強と考えられる。上部はタ

褐色士さ暗褐色士の黒褐色士を主体に盛土している。全体的に締まりが弱く軟らかい層からなる。古墳の墳丘

との連結部分には，基底部を補強する特別な地業は確認されずタ　第16層の墳丘から流出した土層上に直接盛土

している、、

遺物出土状況トレンチを設定して調査した範囲の盛土中から，縄文土器片35点，弥生土器片40点き　土師器片

罰点　須恵器　点　石器　点　石鉄　石匙），剥片7点が出土している。これらのほとんどは周囲に所在して

いた竪穴住居跡や古墳などの削平によ軋　構築時に混入したと考えられる遺物である。

所見　第1号堀跡と並行して構築されており，一体となって防御または土地を区画する機能を果たしていた施

設と考えられるが汐　調査区内においてその他に関連する施設などは確認されなかったことから言半纏な性格は

不明である。しかし，調査区城外の北側山林内でも地業の痕跡が確認されることから，規模はさらに大きなも

のであったと推定される。時期は明確でないがタ構築状況や付随すると考えられる第1号城跡の出土土器から芦

中世後期　は世紀代）を中心に機能していたと考えられる。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

3　黒褐色

・1　暗　褐　色
5　にぷい黄褐色

6　褐　　色
7　明黄褐色

8　暗褐色

9　暗褐色
10　暗褐色

11黒　田　色

色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐

褐
暗
暗
明
褐
褐
褐
褐

2

　

3

　

A

A

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

20　にぷい黄褐色

21にぷい黄褐色

22　明褐色

鹿沼パミスブロック多量，ロームブロック中量

ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック少量

鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量

鹿沼パミスブロック多量，ロームブロック中量

ロームブロック・鹿沼パミスブロック中量

鹿沼パミス多量，ローム粒子中量

ローム粒子・鹿沼パミス少量

ロームブロック。鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック中叢，鹿沼パミスブロック少量

ロームブロックe鹿沼パミス微量

粘土ブロック0粘土粒子多量，鹿沼パミス少量

炭化粒子のロームブロック。鹿沼パミス微量

23　褐　　色

24　にぷい黄褐色

25　暗褐色

26　暗褐色

27　褐　　色

28　暗褐色

29　黒褐色

ロームブロックぁ鹿沼パミス少量ア　炭化粒子微量　30　褐　　色

ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量　　　31褐　　色

鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

鹿沼パミス多量，ロームブロック中量

鹿沼パミスブロック多量タ　ロームブロック少量

鹿沼パミスブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子中量，鹿沼パミス少量

ローム粒子e鹿沼パミス中量

鹿沼パミスブロック中量，炭化物のローム粒子少量

32　褐　　色

33　暗褐色

34　暗褐色
35　にぷい黄褐色

36　褐　　色

37　黒褐色

－2（）8－

鹿沼パミス多量，焼土ブロックやローム粒子少量

鹿沼パミス中量，ロームブロック少量，焼士粒子微
トー1

りこ窒．

ローム粒子中量，焼土ブロックも炭化物も鹿沼パミ

ス少量

炭化物・ロームブロック少量，焼土粒子・鹿沼パミ

ス微量

ロームブロック少量，焼土粒子ゆ炭化物e鹿沼パミ

ス微量

焼士ブロックe炭化物のロームブロックき鹿沼パミ

ス少量

ロームブロック中鼠　焼土粒子0鹿沼パミスブロッ

ク少量

ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

ローム粒子中量，焼土粒子0鹿沼パミス少量

ロームブロックの鹿沼パミスブロック少量，焼土粒

子の炭化物微量

炭化粒子・ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

焼土粒子・ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック中量，鹿沼パミス微量



（3）塚

塚7基が確認された。調査区東部の丘陵性台地南東向き緩斜面上で，道路に而して築造されている。2基の

壕には石塔が建立され，民間信仰の対象であった可能性が考えられる。以下，壕の特徴について記述する。

第瑠号壕（第1910192図）

位置　調査区東部のB6co区に位置し，丘陵性台地中央部の南東緩斜面に立地している。

規模と形状　基底部平面は長径7．3恥短径6．3mの楕円形で，基底部から塚頂部までの高さは1．1mである。裾

部は地形の傾斜に沿って，南東側に向かってなだらかになっている。長径方向はN－1150－Eである。

構築状況　旧表土面を基底部とし，黒褐色土・暗褐色土・極暗褐色土を主体として盛土している。全体的に軟

らかい層からなるが，第4層は締まりがある。

遺物出土状況　盛土中から縄文土器片92点，弥生土器片15氏土師器片17点が出土している。いずれも築造時

の混入と考えられる。

所見　伴出遣物等がないため，時期は明確ではないが，築造状況から近世の壕と考えられる。

第2号壕（第191・192図）

位置　調査区東部のB7al区に位置し，丘陵性台地中央部の南東緩斜面に立地している。

規模と形状　基底部平面は径4・6～5．0mの不整円形で，基底部から塚頂部までの高さは0．7mである。裾部は地

形の傾斜に沿って，南側に向かってなだらかになっている。

構築状況　旧表土面を基底部とし，黒褐色土・暗褐色土・黒色士を主体として盛土している。全体的に軟らか

い層からなっている。

遺物出土状況　盛土中から縄文土器片32点，弥生土器片12点，土師器片27点，須恵器1点，剥片1点が出土し

ている。いずれも築造時の混入と考えられる。

所見　伴出遺物等がないため，時期は明確ではないが，築造状況から近世の塚と考えられる。

第3号塔（第1910192図）

位置　調査区東部のB7d2区に位置し，丘陵性台地中央部の南東緩斜面に立地している。

規模と形状　基底部平面は長径6．8m，短径5．6mの楕円形で，基底部から塚頂部までの高さは1．3mである。裾

部は地形の傾斜に沿って，南東側に向かってなだらかになっている。長径方向はN…850－Eである。

構築状況　旧表土面を基底部とし，黒褐色土と暗褐色土を主体として盛土している。中央部からブロック状に

積み上げているが，全体的に軟らかい層からなる。

遺物出土状況　盛土中から縄文土器片39氏弥生土器片11点，土師器片25点，須恵器片1点，埴輪片1氏石

器1点（ナイフ形石器），剥片1点が出土している。いずれも築造時の混入と考えられる。

所見　伴出遺物等がないため，時期は明確ではないが，築造状況から近世の塚と考えられる。

第超号壕（第191～193図）

位置　調査区東部のB7C5区に位置し，丘陵性台地中央部の南東緩斜面に立地している。

規模と形状　基底部平面は径4．2～4．6mの不整円形で，基底部から塚頂部までの高さは工2mである。裾部のく

ずれは比較的少ない。
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二

第相聞　第1～7号塚実測図
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第192図　第1～7号壌土層図

0　　　　　　　　　　2m
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構築状況　旧表土面を基底部とし芦　黒褐色土や暗褐色土も褐色土を主体として盛土している。中央部から山状

に積み上げているが資　木根による撹乱も確認され，全体的に締まりに欠ける軟らかい層からなる。基底部上の

第7の8層は，締まりがある。塚上部には，石塔が建立されている。

遺物出土状況　北東側の裾部で　第膵図　に示した石塔1基が確認された。長さ132。Ocm芦　最大幅52蕊取∴最大

摩27強射手∴花崗岩の表面を整形した自然石を用いている。表面には「太目如来弥階一」の銘が刻まれている

が，建立年は不明である。盛土中から土師器片5点が出土しており，築造時の混入と考えられる。盛土上から

ほ陶器片1点芦　磁器5点が出土してお軋　築造後の投棄によるものと考えられる。なお，石塔は移設が予定さ

れている。

所見　伴出遺物等がないため言草細な時期は明確ではないが，石塔の建立と築造状況から出羽三山信仰に関わ

る近世の塚と考えられる。

第5号堵（第ヱ91の192図）

位置　調査区東部のB7b5区に位置しタ　丘陵性台地中央部の南東緩斜面に立地している。

規模と形状　基底部平面は長径4．3m，短径3。Omの楕円形で，基底部から塚頂部までの高さは0。5mである。裾

部は地形の傾斜に沿って，東側に向かってなだらかになっている。長径方向は酢「好一Eである。

構築状況　旧表土商を基底部としタ　黒褐色土を用いて盛土している。単一層で，内部は木根による撹乱が確認

されタ　締まりに欠けている。

遺物出土状況　盛土中から土師器片6点が出土している。いずれも築造時の混入と考えられる。

所見　伴出遺物等がないためタ　時期は明確ではないが芦　築造状況から近世の塚と考えられる。

第6号堵（第且9巨＋蟻矧図）

位置　調査区東部のB7a4区に位置し，丘陵性台地中央部の南東向き緩斜面に立地している。

規模と形状　基底部平面は径3。0～3適mの不整円形で，基底部から塚頂部までの高さは細身mである。塚群の中

で最も規模は小さいが，裾部のくずれは少ない。

構築状況　旧表土商を基底部とし，黒褐色土の暗褐色土の極暗褐色土を主体として盛土している。中央部から

山状に積み上げているが，裾部には木根による撹乱も存在し，全体的に締まりに欠ける軟らかい層からなって

いる。塚上部には，石塔が建立されている。

遺物出土状況　東側の裾部でタ　第193図2に示した石塔1基が確認された。頭部を欠損しており，現存長132。O

cm，最大幅50。Ocm，最大摩27．5cmで，花崗岩の表面を整形した自然石を用いている。表面中央には胎蔵界大日

如来種子および胎蔵界太目真言が，左右には妃年銘等がそれぞれ刻まれており，正保五年（1648年）の建立年

が確認できた。盛土中から縄文土器片膵点　弥生土器片　点　土師器片7点が出土している。いずれも構築時

の混入と考えられる。なおタ　石塔は移設が予定されている。

所見　時期および性格は，石塔の銘文から近世（17世紀中葉）で言湯殿山信仰に関わる塚と考えられる。
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第謬考噂（第19ヱ弓92図）

位置　調査区東部のÅ7h5区に位置し，丘陵性台地中央部の南東緩斜面に立地している。北側は，調査区域外

ハ＼延びている。

規模と形状　基底部平面は長径4．9m，短径3溜mの楕円形でタ基底部から塚頂部までの高さは臓思mである。裾

部は地形の傾斜に沿って，東側に向かってなだらかになっている。長径方向はN－700－Eである。

構築状況　旧表土面を基底部とし，暗褐色士e極暗褐色土を盛土している。中央部から山状に積み上げている

がタ壕頂部は木根が存在して撹乱されてお軋　全体的に締ま　に欠ける軟らかい層からなる。

遺物出土状況　出士していない、、

所見　伴出遺物等がないため芦　時期は明確ではないがタ　築造状況から近世の塚と考えられる。

第1号塚土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色

第2号塚土層解説
1　黒褐色
2　極黒褐色
3　黒褐色

ロームブロック少量夕　炭化粒子微量
ロームブロック少量
炭化粒子0ロームブロック少量，廃土粒子・小磯微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子極微量

ロームブロック中量，炭化粒子微量
ローム粒子少量
ロームブロック少量，焼士粒子も炭化粒子微量

第3号塚土層解説
ユ　極暗褐色　　炭化物。炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　黒褐色　　炭化物。炭化粒子pロームブロック少壷

第4号塚土層解説
ユ　黒褐色　　ロー…ムブロック少量
2　暗褐色　　ローム粒子少量
3　暗褐色　　ロームブロック多量

第5号塚土層解説
1暗褐色　　ロームブロック中量，炭化物の炭化粒子少量

第6号塚土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　暗褐色

第7号塚土居解説
1　暗褐色
2　極暗褐色
3　暗褐色

炭化物6ロームブロック少量夕　炭化粒子微量
炭化粒子少量，ローム粒子微量
ロームブロック中墨，炭化粒子少量

炭化物中量，炭化粒子やロームブロック少量
炭化粒子・ロームブロック少量
ロームブロック中量，炭化粒子少量
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5　極暗褐色
6　極暗褐色
7　極暗褐色
8　極暗褐色

4　暗褐色
5　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色
5　黒褐色

4　極暗褐色
5　極暗褐色
6　暗褐色

・l　暗　褐　色
5　暗褐色

ローム粒子少量
ロームブロック微量

ローム粒子中量夕　炭化粒子少量，焼士粒子微量

ロームブロック中最，炭化粒子少量

ロームブロック中量

ロームブロック微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック中量

炭化粒子かローム粒子少量

ロームブロック中量
ローム粒子中量

ローム拉子中乳　炭化物も炭化粒子少量
ロームブロック少量
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第193図　第4・6号壕出土石塔拓影図

表10　塚一覧表

塚

番号
位 置
長径 （軸）

方向 平面形

規模

出土遺物 時期

備考

新 旧関係 （旧→新），

その他長径 ×短径 （m ） 高 さ（cm ）

1 B 6 co N－1150－E 楕 円 形 7．30 ×6．30 110 － 近世 SK 12 5・12 7→本跡

2 B 7 al － 不整円形 5．00×4．60 70 － 近世 SI24 ・27→本跡

3 B 7d2 N －85ローE 楕 円 形 6．80×5．60 130 － 近世 SI30 ・33 ・43
SK 8 ・9－→本跡

4 B7 C5 － 不整円形 4．60 ×4．20 12 0 石塔 近世 SI4 0 ・41→ 本跡

5 B7 b5 N －70 0－E 楕　 円 形 4．30 ×3．00 5 0 － 近世 S14 0 ・41→本跡

6 B 7 a4 － 不整 円形 3．40 ×3．00 9 0 石塔 近世 SI3 5→本跡

7 A 7 h5 N －70。－E 楕 円 形 4．90 ×3．80 6 0 近世
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（4）土　坑

第11号土坑（第194図）

位置　調査区西部のC2g5区に位置し，丘陵性台地の尾根部中央の平坦面に立地している。

重複関係　南部を第14号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径約1・40mの不整円形で，深さは12cmである。底面はほぼ平坦であり，壁は緩やかに外

傾して立ち上がっている。長径方向はN－50－Wである。

覆土　3層に分層される。壁際から中央部に向かってレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と

考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量　　3　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子極微量
ローム粒子中量

遺物出土状況　土師質土器1点（小皿）が，ほぼ中央部の底面上から出土している。

所見　性格は不明であるが，廃絶とともに土器が廃棄されたものと推定される。時期は，出土土器から中世後

期（15世紀代）以降と考えられる。

0　　　　　1m

l i　：

第194図　第11号土坑・出土遺物実測図

第11号土坑出土遺物観察表　（第194図）

く≡上ク

0　　　　　　5cm

L＿＿＿＿」　　」

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

1土師質土器小皿［5．6］1．83．8長石・雲母・赤組子にぷい橙普通内・外面ロクロナデ。底部へラ削り。 中央部底面鵬78劉％

第14号土坑（第195図）

位置　調査区西部のC2g5区に位置し，丘陵性台地の尾根部中央の平坦面に立地している。

重複関係　北部は第11号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は長径2・75m，短径1・80mの不整楕円形で，深さは17cmである。底面はほぼ平坦であり，

壁はやや外傾して立ち上がっている。長径方向はN－120－Eである。

－215－



0　　　　　　1m

［「＝∃
第195図　第14号土坑・出土遺物実測図
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覆土　4層に分層される。壁際から中央部に向かってレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と

考えられる。

土層解説
1褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　褐　　　色　　ロームブロック多量

4　黒　褐　色　　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子
極微量

遺物出土状況　土師質土器3点（小皿），緑粕陶器1点（香炉）と，流れ込みと考えられる縄文土器片2点，土

師器片2点が出土している。第195図1・2は，覆土中層から出土している。3は北部と中央部の底面上から

出土した破片が接合したものである。

所見　土坑の性格は不明であるが，廃絶とともに土器が廃棄されたものと推定される。時期は，出土土器から

中世後期（15世紀代）以降と考えられる。

第14号土坑出土遺物観察表　（第195図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 土師質土器小皿 6．5 1．7 4．6 雲母・赤色粒子 にぷい黄橙普通 内 ・外面 ロクロナデ，煤付着。底部静止糸切 り痕。 西部覆土中層 掩79 8脂

2 土師質土器小皿 － （1．9） 4．8 長石・石英・赤誠 子にぷい橙 普通 内 ・外面ロ クロナデ。底部静止糸切 り痕。
西部覆土中層 P680 30罷

3 陶 器 香炉 ［9．8］ 4．6 6．4 石 英 灰黄褐 良好
内 ・外面ロ クロナデ。底部回転糸切 り痕。休部下端 に三足貼付 け。 北部・中央 古瀬戸後

期株式
欄 1 6的口縁か ら頚部 に灰軸。 部底面

第134号土坑（第196図）

位置’調査区西部のC2f8区に位置し，丘陵性台地の尾根部中央の平坦面に立地している。

規模と形状　平面形は径0．40mのほぼ円形で，確認面からの深さは15cmである。底面はほぼ平坦であり，壁は

外傾して立ち上がっている。

覆土　骨蔵器を埋設した単一層で，人為堆積である。

土層解説
1褐　　　色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量
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第閥図　第134号土坑・出土遺物実測図

遺物出土状況　瓦質土器1点（壷）が出土している。第196図1は，体部上半を欠損しているが，中央部の覆

土中層に正位で埋設されていた。

所見　内部から骨片等は検出されなかったが，土器の埋設状況から，瓦質土器を骨蔵器とした墓壕と考えられ

る。時期は，出土土器から中世後期（15世紀代）以降と考えられる。

第134号士坑出土遺物観察表　（第196図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 瓦質土器 てこまニニ‾寛 － （11，7）捕．0 長石牒英瀾 磯脛 黒 普通 体部外面へ ラナデ，ヘ ラミガキ。体部内面へ ラナデ，剥離顕 著。 中央部底面 P682 35％

第相伝尊皇坑（第197図）

位置　調査区西部のC2g3区に位置し，丘陵性台地の尾根部中央の平坦面に立地している。

A

－97．4m

‾三‾‾

0　　　　　　1m

…辻三三

第朋繹図　第136号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

蛭ニゴ
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規模と形状　平面形は径0．45mのほぼ円形で，確認面からの深さは50cmである。底面はほぼ平坦であり，壁は

外傾して立ち上がっている。長径方向はN－650－Wである。

覆土　骨蔵器を埋設した単一層で，人為堆積である。

土居解説
1褐　　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

遺物出土状況　瓦質土器1点（短頸壷）が出土している。第197図1は，中央部の覆土中層に正位で埋設され

ていた。蓋は確認されなかったが，内部からほわずかに骨片が検出された。

所見　土器の埋設状況と骨片の検出から，瓦質土器を骨蔵器とした墓壕と考えられる。時期は，出土土器から

中世後期（15世紀代）以降と考えられる。

第136号士坑出土遺物観察表　（第197図）

番号 種別 器種口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

1 瓦質土器 柄壷［12．8］21．9 16．6 長石 ・石英 灰白 普通体部外面へラナデ。体部下半に3 条 1単位の平行沈線周回。体部内面へラナデ。中央部底面
P6839陥
PL33

表11中e近世土坑一覧表

土坑

番号
位置
長径（軸）

方向
平面形

、規模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考

新旧関係 （旧→新），

その他長径×短径 （m ） 深さ（cm ）

11 C 2g5 N－50－W 不整円形 1．40 ×1．40 12 外傾 平坦 自然 土師質土器 本跡→SK 14

14 C 2g5 N －120－E 不整楕円形 2．75×1．80 17 夕日頃 平坦 自然 土師質土器，陶器 SK ll→本跡

134 C 2f8 － 円形 0．40 ×0．40 15 外傾 平坦 人為 瓦質土器

136 C 2g3 － 円形 0．45 ×0．45 50 外傾 平坦 人為 瓦質土器

（5）遺構外出土遺物（第198図）

ここでは，調査区内の表土中から出土した遺物や，他時期の遺構への混入と判断された遺物のうち，特徴的

なものを実測図と観察表で記載する。

遺構外出土遺物観察表（第198図）

番 号 種 別 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色 調 焼成 手 法 の特 徴 出土 位 置 備 考

1 土師質土器 小皿 8．5 2 ．9 5．7 長 石 ・雲 母 橙 普通 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り。 B7a6区表土中 P 69 5　 9 5 ％　 P L 3 4

2 土師質土器 小皿 ［9．4］ 2．8 6．0 長石・雲母・赤純 子 にぷい橙 普通 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り。 B7a6区衷土中 P 69 6　 6 5 ％　 P L 3 4

3 土師質土器 小皿 7．0 2．1 4 ．2 石英・長石・雲母 にぷい黄橙 普通 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り。 表土中 目線 端 部 油 煙 付 着

・P 69 7　 9 0 ％　 p L 3 4

4 土師質土器 小皿 6．5 2．2 3 ．4 石 英 ・雲 母 にぷい橙 普通 体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り。 C2 区表土中 ロ縁 端 部 油 煙 付 着
P 69 8　 9 0 ％　 P L 34

5 土師質土器 小皿 5．9 1．9 4 ．2 長 石 ・雲 母 にぷい橙 普通 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り。 TM l表土中 P 69 9　 100 ％　 P L 34

番 号 銭 名 径 孔 幅 重 量 初 鋳 年 胎 土 手 法 の特 徴 出土 位 置 備 考

6 元 祐 通 賓 2．30 0．80 2 ．0 0 10 8 6 鋼 北 宋 銭 。 無 背銭 。 T M 2 表 土 中 M 4 4

7 寛 永 適 賓 2．40 0．65 2 ．92 16 36 鋼 古 寛永 。 無 背銭 。 鋼 W一 文 銭 。 S I 7 覆 土 中 M 4

8 寛 永 適 質 2．45 0 ．65 2 ．9 6 16 68 銅 新 寛永 。 文 銭 。 銅 一文 銭 。 SI 7 覆 土 中 M l

9 寛 永 通 賓 2．40 0 ．65 3 ．0 0 16 68 銅 新 寛 永 。 文 銭 。 鋼 一文 銭 。 表 土 中 M 3 8

1 0 寛 永 通 賓 2．4 0 0 ．6 0 3 ．4 8 16 97 銅 新 寛 永 。 無 背 銭 。 銅 一 文 銭 。 S I 7 覆 土 中 M 2

1 1 寛 永 適 賓 2．50 0 ．6 0 3 ．18 16 97 鋼 新 寛 永 。 無 背 銭 。 鋼 一 文 銭 。 SI 7 覆 土 中 M 3

12 寛 永 通 賓 2．4 0 0 ．6 0 3 ．4 2 16 97 鋼 新 寛 永 。 無 背 銭 。 銅 一 文 銭 。 T M l表 土 中 M 3 9
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番号 銭名 径 礼 帽 重量 初鋳年 胎土 手法の特徴 出土位置 備考

13 寛永通賓 2．30 0．70 2．78 169 7 銅 新患永。無背銭。銅一文銭。 表土中 M 42

14 寛永通賓 2．30 0．70 2．10 169 7 銅 新寛永。無背銭。銅一文銭。 TM l表土中 M 43

『：壬召∈壬⊇「∈謬ぞて鬱∵∈巴

第198図　遺構外出土遺物実測図
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5　その他の遺構と遺物

その他の遺構として，時期および性格が不明な土坑80基と溝跡2条が確認された。また，遺物としては縄文

時代から中・近世の遺物以外に，旧石器時代の遺物が出土した。

（1）土　坑

時期および性格が不明な土坑80基を，一覧表で記載する。なお，各土坑平面図は，全体図に示した。

表12　その他の土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長径 （軸）

方向
平面形

規模

壁 面 底面 覆土 主 な出土遺物

備考

新 旧関係 （旧→新），

その他長径 （軸 ） ×短径 （軸）（m ） 深 さ（cm ）

2 B 5 i7 N －45 0－E 楕円形 （1．4 0）×（0．70） 4 0 緩斜 平坦 自然
－ 本跡→ T M l

5 A 7 j9 N －82㌧ W 楕 円形 1．10×0．58 42 外傾 平坦 自然 － S I38→本跡
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土塊
巨 面形 規模 i 壁面

底面 覆土 主な出土遺 物

備考

新旧関係 （旧→新），

その他
番号 長径 （軸） ×短径 （軸） （m ） 深 さ（cm ）

6 Å8i2 N －75 0…E 不整楕円形 0．58　× （0調 ） 16∠蚤 垂直 平坦 自然 － Sり4 →本跡

7 Å8i2 酔う手戌 隅丸長方形 ．工　 ＼　 ．訃 102 垂直 平坦 自然 － 本跡→SD ・l

8 B 7 C3 酢つ5㌧W 長楕円形 1．98　×　 0。90 19 緩斜 平坦 自然
… S亙33→本跡

9 B 7C4 － 円　　 形 1。27　× 1．19 59 外傾 平坦 自然 － S‡33→ 本跡

13 C 2g6 N …54㌦虻
i不整那 形

2ヰ55　× 1．08 30 外傾 段状 自然 礫

16 B 3j8 N …42㌦虻 楕 円 形 1．38　× 1。12 2∠妄 緩斜 皿状 自然 礫 S‡3 →本跡

17 C 2 r6 Ⅳ十抽㌧薫 不整楕円形 2。40　× 1．22 3 2 外 径 皿状 自然 －

19 C 2 b4 － 円　　 形 1。20　× 1．20 18 外傾 平坦 自然 －

22 C 2 f3 － 円　　 形 1．18　× 1．10 2 2 外傾 傾斜 自然
－

23 C 2 dl 甘言好L w 不整楕円形 1．70　×　0．80 1 9 外傾 傾斜 自然 …

24 C 2 C3 － 円　　 形 1。17　× 1。10 80 外傾 平坦 自然 －

25
C 2 b4 年 240－W

楕　 円 形 1．00　＼　 0．氾 28 緩斜 平 坦 自然 －

26 C 2 b3 N －43㌧虻 楕　 円 形 3。03　× 1．30 17 外傾 傾斜 自然 礫

27 C 2C4 －
［
円　　 形 0。78　×　 私74 20

】外傾 平坦 自然 －
i

28 C 2d5 － 円　　 形 1．07　＼ 1．00 50 外 傾 平坦 自然 －

29 B 2 j8 N －25㌧W 楕　 円 形 2．66　×　2．40 5 6 緩 斜 段状 自然 － Sは →本跡

30
C 2 a7 年 370－W

楕　 円 形 1。15　× 1。02 7 緩斜 皿状 自然 －

31 C 3 b5 N －7針⊥W 楕 円 形 1。64　×　0。86 2 8 緩斜 皿状 自然 … i

32 C 3 C5 N …35㌧選 楕 円 形 1．10　＼ 1．00 川 外傾 平坦 自然 －

33 C 3 bl N …78㌧憑 楕　 円 形 1．27　×　 0．89 n 緩斜 皿状 自然
－

34 B 2jO N …74㌧薫 楕　 円 形 0。81 ×　 0。70 30 外傾 平坦 自然 －

35 C 2a8 N …24㌧虻 楕　 円 形 1。67　× 1。36 58 外傾 平坦 自然 礫

38 B 2 C8 鮮言上牒 楕　 円　 形 2。06　× 1。28 3 0 緩斜 皿状 人為 －

39 B 3 dl 甘二甘L w 楕 円 形 1。18　×　0．62 15 緩 斜 平坦 自然 －

40 B 2 f9 － 円　　 形 1．02　×　私96 14 緩斜 平坦 自然
－

41 B 3 f2 N …75㌧混 楕　 円 形 0ゆ90　×　0。72 3 4 外傾 皿状 自然
－

43 B 2 d8 N …5鮮戊 楕 円　形 1。02　×　0．84 2 8 緩斜 皿状 自然
i

i

i

i

！

！

44 B 2 e8 N …60…E

軒三好L w

N …570－E i

楕 円　形 0．90　×　0。64 2 2 緩斜 平坦 自然

46 C 3C2 円　　 形 0ふl ＼　0．80 20 緩斜 平坦 自然

47 C 3d3 楕　 円 形 上川1 ＼　 0．71 24 ム 皿状 自然

48 C 3C3 円　　 形 0。82　×　 0。76 14 緩斜 平坦 自然

49 C 3 d4 楕　 円 形 仕 76）× 1．00 18 緩斜 平坦 自然

51 B 3 g＿1 N 一朝㌧W 楕　 円　形 1．00　＼　0．7J 2 0 外傾 平坦 人為 －

54 C 3 d4 N …88 0－E 楕　 円 形 2。60　× 1。84 2 2 平坦 自然 －

57 B 3 i2 N －70 0－E 楕　 円　形 3．24　× 1。24 3 4 緩斜 皿状 自然 i

i

！

！

！

i

i

i

i

58 B 3 gl 酢十ぽL w 楕　 円　形 1。54　× 1．04 2 0 緩斜 皿状 自然

62 匡 4a2
軒4 5㌧W 楕　 円 形 1．20　× 1。02 4 2 外傾 叫

凹可

皿状 ！

人為

63 iB 3h2 年 350－E
楕　 円 形 ユ。08　×　0。88 28 自然

糾 序3i3 年 550…E 楕　 円 形 上目　 ＼　 0．＝ 24 外傾 自然

65 iB 3 eo 恒 380…E
楕　 円 形 1．88　× 1．46 4 2 緩斜 平坦 自然

67 庫 可
円　　 形 0．樟　 ＼　 0．80

3日
緩斜 半」＝ 自然

68 桓 j中 … m
楕　 円 形 1．62　× 1．18

1日
外 傾
皿状 ！

叫

皿状 ！

自然

70 ic 3 b7 ！N －400…W 楕　 円 形 1．56　× 1ヰ28
3 6 ！外傾 自然

7日 B 3g8 i 円　 頑 0．88　×　0．84
4中

緩斜 自然
i

I
i

i

7中 振 恒 銅 楕 円 形 ！ 0の94 × 0・74　　 日 目 ！
緩斜 皿状

自然 i

望　 B4 e2 i 円　 形 ！ 0096 × 0・78　 i 16 ！
外傾 平坦

自然 i
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土塊
位 置
長径 （軸） 規模

底 面 覆土 主 な出土遺物

備考

新旧関係 （旧→薪），

その他

番号 方向 平 面形 長径 （軸） ×短径 潮 目 m 中 細 cm ） 壁面

77 B 4 r2 N－31㌧W 楕　 円　形 1．02　×　 0．74 14 外傾 平坦 自然
－

80 B 3 j9 N l 路L w 楕　 円　形 2．66　× 1．58 92 皿状 人為 礫

81 C 3 bO N －51C…E 楕　 円 形 0．80　×　0．58 2 2 皿状 自然 －

82 B 4 h3 N －38 0…E 楕　 円 形 1．60　×　0．84 2 5 緩斜 皿状 自然 －

84 B 4 il N …77㌧W 楕　 円 形 1．00　×　0．80 12 緩斜 傾斜 自然 －

86 B 3jO N …88。…E 楕　 円 形 1．61 × 1．40 42 外傾 段状 自然
－

87 C 4 a二3 N …37㌧虻 楕　 円　形 1．10　×　 0．81 4 0 外傾 平坦 自然 凹石

91 B 4．iz4 N …200－E 不整楕円形 1．02　×　0．92 2 5 緩斜 平坦 自然 －

94 B 4 h7 － 円　　 形 1．36　× 1．18 18 緩斜 皿状 自然 －

96 B 4 h6 N …38 0…E 長 方 形 0．86　×　0．40 44 外傾 皿状 自然 －

97 B 4 g5 － 円　　 形 0．50　×　 0．42 44 外傾 皿状 自然
…

98 B 4 h8 N …85㌧虻 楕　 円　形 1．68　× 1．00 64 外傾 皿状 自然 礫

99 B 5gl N …780－E 楕　 円 形 1．40　× 1．20 20 外傾 平坦 自然
－

100 B 5g2 N －80㌧虻 楕　 円 形 1．02　×　0．82 16 緩斜 平坦 自然 －

104 C 5 g5 N －24 0－E 楕　 円　形 1．94　×　0．66 3 0 外傾 平坦 自然 －

106 C 5 e6 N －15 0－E 楕　 円 形 0．64　×　0．45 3 6 外傾 平坦 自然 －

107 C 5 e7 － 円　　 形 0・78 × 0・70　 ！ 24
外傾 平坦 自然

－

108 C 4 b7 N …470－E 楕　 円　形
1・34 × 0・82　 i 22

緩斜 平 坦 自然
－ SI5 →本跡

111 B 6C4 － 円　　 形 1．00　× 1．00 20 緩斜 傾斜 自然 －

113 B 6 b7 軒4 6㌧W 不整楕円形 1．90　× 1．27 4 5 緩斜 凹凸 自然 －
】

116
I

B 6 b8
ま

N －52㌧W
‡

不整楕円形 2・00 × 1・26　 i 6 5 外 傾 平坦 人為 －

118 A 6．j8 N …470…E 長 方 形 1．08　×　0せ86 14 外傾 平坦 自然
… 本跡→SD 3

119 A 6 jO N …18㌧虻 不整楕円形 0．97　×　0．61 5 5 外傾 皿状 自然
－

125 B 7 bl N…550…W 楕　 円 形 2．10　×　 0．68 40 外傾 平坦 自然
－

126 B 7d2 N －2 0…E 楕　 円 形 0．88　×　 0．76 48 外傾 皿状 自然 －

128 B 7il N －660…E 楕　 円 形 0．90　×　 0．52 4 2 外傾 凹凸 自然 － 本跡→SD 3

本跡→SI37

130
A 7j4 年 38。…E

楕　 円 形 1．30　×　0．88 17 緩斜 傾斜 自然 －

131
B 7 a7 年 35。－E

楕　 円 形 1・05 × 0・85　 ！ 42
外傾 皿状 自然

－

135 C 2 f8 ！ 円　　 形 0・76 × 0・62　 I 24
外傾 平坦 自然

－

138 A 7j斗 … 30－W 楕　 円 形
0・87 × 0・64　 i 24

外傾 皿状 自然 －

142
A 7j9 年 34。…E 楕　 円 形 1・74 × 1・29　 i 12

緩斜 平 坦 自然 －

143
A 7jO ！ － i

B 7 C5 i i

円　　 形
1・98 × 1・86　 ！ 38

外傾 平坦 自然 礫

144 円　　 形 0・88 × 0・78　 i 70
外傾 凹 凸 自然

－

（2）溝　跡

今回の調査では，3条の溝跡を確認した。古墳時代の溝跡1条以外は，時期および性格を明確にすることが

できなかった。以下，2条の溝跡について，その特徴を記述する。なお，遺構平面図は全体図に示した。

第3号溝跡（第199・206図）

位置　調査区東部北寄りのB6b3～A7i2区に位置し，丘陵性台地の尾根部中央北東向き緩斜面に立地している。

重複関係　西部は第1号土塁の下部に当たり，東部に向かって第2号溝臥第117弓18号土坑，第20号住居跡，

第128号土坑の上面をそれぞれ掘り込んでいる。
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規模と形状　壁の一部と底面に，撹乱と流失により明確にできない部分も存在するが，確認できた長さほ約35

mである。西側の土塁下部から東側の調査区域外へ，N－700　－Eの方向で，わずかに蛇行するものの，ほぼ

直線状に延びている。上幅0．3～0．8m，下幅0．2～0．5m，深さ15～25cmで，地形に沿って西側から東側に向かっ

て，緩やかに傾斜している。底面は皿状を皇し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　各断面の土層は2層または3層に分層され，5種類の覆土が確認された。いずれも壁際から中央部に向か

ってレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量
2　褐　　　色　　ロームブロック中量

3　明　褐　色　　ロームブロック多量

4　褐　　　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量
5　黄　褐　色　　鹿沼パミス多量，ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片15点，弥生土器片2氏　土師器片2点が出土している。いずれも周囲の遺構からの

流れ込みと考えられる。

所見　本跡に伴う遺物が出土していないため，詳細な時期は不明であるが，古墳時代以降と考えられる第2号

溝跡を掘り込み，中世以降に構築された第1号土塁跡下部で確認されていることから，この期間に機能してい

たものと推定される。性格については不明である。

二三l‾‾∴キーl‾‾　二キ二
第欄園　第3号溝跡土層図

D
－87．8m

セ＿7「ニ 0　　　1m

と二二⊥二∴

窮地号溝跡（第200・206図）

位置　調査区東端部のA8i2区に位置し，丘陵性台地の尾根部中央の平坦面に立地している。

重複関係　北部で第7号土坑上面を掘り込み，第6号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南部と北部が調査区城外のため，確認できた長さほ2．4mほどで，N－350－Wの方向に直線的に

延びている。上幅工9～2．1m言下幅0．9～工0汀㍉　深さ70～90cmで，底面は皿状を皇し，壁は外傾して立ち上がっ

ている。

‾‾llll二三二三一一′‾l

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ヒニ＿二∴ニーし二∵二二二三

第2のの閲　第4号溝跡土層図

覆土　3層に分層される。壁際から中央部に向かってレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と

考えられる。

色
　
色

褐
　
褐

説解
　
黒
　
暗

層土
　

1

　

2

ローム粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子極微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量
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遺物出土状況　縄文土器片12点，弥生土器片5点，土師器片7点と小礫が，覆土中から混在した状態で出土して

いる。いずれも周囲の遺構からの流れ込みと考えられる。

所見　本跡に伴うと考えられる遺物が確認されなかったため，詳細な時期と性格は不明である。

（3）旧石器時代の遣物（第201図）

ここでは，これまで記載してきた縄文時代から中・近世以外の旧石器時代の遺物について，特徴的なものを

実測図と観察表で記載する。旧石器時代の遺物は，主に調査区東部の塚群を中心とした区域から確認された。

他の時代の遺構調査終了後に，遺物が出土しているA7・B7区内に2m四方のグリッドを9か所設定して，

基本層序の第4層上面までの掘り下げを行なった。しかし，旧石器時代の文化層の把握，遺構や遺物等の確認

はできなかった。

．十
了「二

第201図　旧石器時代の遺物実測図

旧石器時代の遺物観察表（第201図）

∠ゝ
0　　　　　　　　　　　　　　5cm

星＿＿＿一二＿＿＿＿＿＿＿　　」　　＿＿」

番号 種別長さ帽厚さ重量 石質 特　　　　　 徴 出土位置 備考

1 ナイフ桁器3．4 1．9 0．7 3．56 流紋岩縦長剥片を素材。基部加工。 TK3盛土中 Q288pL39

2 剥片 5．5 3．5 1．6 24．4 頁　　岩側線に微細な剥離痕あり。 TM2表土中 Q285PL39

3 石核 4．5 4．1 1．9 43．1 頁　　岩両端からの剥離痕あり。 A7区表土中 Q286pL39

4 剥片 4．7 2．7 1．2 43．0 チャート連続剥離による縦長剥片。 TK2盛土中 Q287
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第4節　ま　と　め

温　はじめに

松田古墳群の調査の結果芦　古墳4基とともに，縄文8弥生も古墳時代の竪穴住居跡や士坑掌　中0近世の整地

風　土墨跡と堀跡芦　塚群芦　土坑などタ　多種多様な遺構が確認された。また夢　これらの遺構に伴って，各時代を

特徴づける土器や石器，土製品e石製品e金属製品夕　瓦なども多量に出土した。さらに，旧石器時代の遺構は

確認されなかったもののタ　石器と剥片が調査区東部の表土及び他の時代の遺構覆土中で確認された。

ここでは，特に当遺跡の主体をなす縄文時代から古墳時代と中・近世の遺構と遺物についてタ　各時代別に概

観するとともに，若干の考察と間道提起をしてまとめとしたい。

2　縄文時代

仕）遺構と集落立地について

縄文時代の遺構は　竪穴住居跡膵軒と士坑媚基が確認された。土塊は形状や調査区内における分布と立地夕　出

土遺物等から判断して　貯蔵穴摘基　陥し穴霊基　性格や機能が明確ではないその他の土坑15基に大別される。

住居跡は調査区西部から東部まで広く分布している。西部では，丘陵性台地の尾根部に近い北向き緩斜面に

4軒が立地しタ　東部では，台地中央から先端にかけての平坦商または緩斜面には軒が立地している。また芦　調

査区中央部の第温号壇の墳丘下からも2軒確認されている。最も西部に位置する第1号住居跡の標高は約94mタ

東部に位置する第38号住居跡の標高は約83mで，標高差は約mmとなっている。

これらの住居跡の規模と形状芦　内部施設等についてはタ　多くが斜面部に立地していることや木根による撹乱

が著しいことなどから，全体像を明確にできないものが目立った。特に調査区東部においては，他の時代の遺

構との重複によって明らかにできない部分も存在した。確認された状況から平面形を判断するとタ　円形または

楕円形のものが主体であるが芦　わずかに隅丸長方形または隅丸方形のものも見られた。規模は，径または一辺

が約L－1＼5111であり，第38号住居跡だけが6111を超える大形のものでる。，ほとんどの住居跡の壁高は2（トlニ10clll

でタ　最も高い壁高でも50cm前後であった。

壁溝はいずれの住居跡からも確認されなかったがタ　ピットはほとんどの住居跡で確認された。そのうち主柱

穴と考えられるビット数は4～6か所を基本としタ　さらに補助的な柱穴が加わるものと推定される。柱穴以外

のピットとしてほ　第初号住居跡で土器を埋設したピットが壁際で確認された。埋鷺には中期末葉の加曽利E

Ⅳ式期の深鉢彬上器が用いられていた∴　県内では時期がやや捏なるが，龍ヶ崎両‾廻り地Å遺跡1つ両眼台B遺

跡2）や南三島遺跡3）などに類例を求めることができる。埋賓の用途については，幼児埋葬施設や胎盤収納施設

などとされているが芦　当遺跡の事例からこれらの説の根拠を見出すことはできなかった。

炉跡は相野の住居跡で確認され芦　6軒の住居跡が地床炉であ軋　軒の住居跡が石因炉であった。第10

204号住居跡の石囲炉は，ほぼ円形に自然礫を組み合わせて構築しており，凹石を炉石に転用している事例

も見られた。炉の構築方法についてはタ　第33号と第38号住居跡において特徴的である。まずタ　第33号住居跡の

炉はタ　平坦に配石された施設と隣接して構築されている。炉の覆土内からは堀之内I式期の大形深鉢片が出土

していることから，土器埋設炉であった可能性が高い。さらに，隣接の配石も炉と有機的な関連を持つ施設と

想定され，複式炉の構造をも示すものと考えられる。第38号住居跡の石囲炉は，第1・284号住居とは異な

りタ　扁平な自然石を方形に組み合わせ堅牢な構築方法がとられ，石組炉とも捉えることができる。

これら17軒の住居跡の時期についてはタ　出土土器をもとにすると，第126ユ3つ賂号住居跡が中期中葉の阿玉
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台Ⅲ式期，第20・38・44号住居跡が中期末葉

の加曽利EⅣ式期，第1～4・21・27・30・

33・34・37号住居跡などが後期前葉の堀之内

I式期に大別できる。しかし，住居跡内から

は二つの時期の土器が混在したり，中期末か

ら後期初頭への過渡的な土器が出土したりす

る例も存在し，出土土器の位置や層位のさら

に詳しい検討が必要である。

各時期の住居跡の立地と分布を見ると，中

期中葉の阿王台式期には，調査区中央部から

やや北寄りの平坦面を中心に，小規模な集落

が形成されていたと考えられる。この時期に

は，後述するようにフラスコ状土坑も構築さ

れており，この遺構の分布とほぼ一致してい

る。中期末葉の加曽利EⅣ式期から後期前葉

の堀之内I式期にかけては，調査区全域で住

居跡が確認され，当遺跡が縄文時代において

最も集落形成が進行した時期と言える。

土坑は47基が確認されたが，貯蔵穴として

の性格と機能を持つと考えられるものを，フ

ラスコ状または袋状・円筒状などの形態をも

とにして10基抽出した。フラスコ状または袋

状を呈している貯蔵穴は，7基ほどが確認さ

れた。主に調査区中央部からやや北寄りに分

布し，平坦面または北東向きの緩斜面部に立

地している。第3・4・120～122号土坑など

が比較的集中して存在していることからする

と，さらに北側の調査区域外へも分布が広が

っていると考えられる。時期的には，出土土

器から中期中葉の阿王台Ⅲ、Ⅳ式期と考えら

れる。フラスコ状土坑が確認されている周辺

の遺跡としては，同町内の発掘調査が実施さ

れた裏山遺跡4）が知られ，調査の結果，群集

化したフラスコ状土坑が確認されている。当

遺跡のような丘陵性台地上での確認例は，縄

文時代中期の遺跡における，フラスコ状土坑

の分布や立地をとらえる上で重要であろう。

円筒状を呈している貯蔵穴の数は少なく，

0　　　　　　20m

！　！　！

第202図　縄文時代の遺構分布図
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調査区西部と中央部の緩斜面部に立地している。いずれも出土土器は少ないが，時期的には中期末葉の加曽利

EⅣ式期から後期前葉の堀之内I式期と考えられる。これら貯蔵穴の立地と分布は，同時期の住居跡とほぼ同

じ傾向が見られる。

陥し穴と考えられる土坑は，形態や規模などをもとにして22基を抽出した。平面形は楕円形または長楕円形

と不整楕円形がタ　その太部分を占める。明確な規模は道春状態と密接に関係するが，確認面での長径は0。8～

2。2mタ　短径は鋸ト弓思mである。深さも開口部の流失や削平によって一定でないため，非常に浅いものも含ん

でいるが，多く融摘十mm℃　第59号土坑だけが深さ圭千mを超えている。また，短径方向の断面形はタ　U字

状声　道台形状，袋状を呈しているものなどに分類することが可能である。内部施設では，22基のうち約半数の

12基で底面にピットが確認された。これらのピットは声　道茂木が立てられていた穴と考えられているが，ピッ

トの数は8基が1か所，3基が2か所，1基が3か所となっている、、

陥し穴の分布と立地を見てみると，多くが調査区西部の尾根部に近い北向き緩斜面に構築されている。この

ほかタ　中央部北寄りの緩斜面にも存在するがタ　中央部から東部にかけては，後の時代の遺構との重複や削平に

より，明確に陥し穴と考えられる土坑を抽出することは困難であった。そのためタ　比較的遺存状況の良好な調

査区西部の分布をもとにすると，陥し穴は丘陵性台地の尾根部から北側の緩斜面上で，標高92～94mの等高線

に沿うように構築されている。長径方向は，22基のうち16基が北側から東側へ約60度内にある。これは等高線

に対して，長径方向が直交するように構築していることになる。また，分布を詳しく見るとタ　第42。610720

78の85の1根号土坑や第50の60071883号土坑のように，一定の間隔を持って列状に並ぶものも存在する。捕

獲の対象となった動物の通り道などを想定したものと考えられる。このような分布は，友部町の石山禰遺跡5）

でも確認されているし）

陥し穴の構築された時期については，その多くが出土遺物を伴わないため断定が難しい。しかしタ　3基の士

址からわずかに縄文上器片が出上しているので，これらの上器をもとにすると早期後葉の茅山式期から前期前

半の黒浜式期と考えることができる。この時期の偽の遺構は確認されていないが，同時期には狩猟の場として

利用されていたのであろう。さらに，第20042・45の69e72079。93号土坑のように，底面付近から土器以外

の遺物として芦　自然礫が確認されているものも少なくない。自然礫の大きさは，こぶし太ほどのものが大半で

あるが，第20の72号土坑では人頭大の自然礫も出土している。これらの自然礫は単なる混入や投棄でほなら

陥し穴に掛かった獲物を仕留めるための道具として使われたものと推定することも可能である。

（2）縄文土器と石器の石製品について

遺物は縄文上器と石器が大半で，わずかに士製品と五製品が存在する。．これらは覆土の遺在状況が良好であ

った竪穴住居跡と貯蔵穴から比較的多く出土し，陥し穴からほほとんど確認されなかった。また芦　遺構確認時

の表土中や古墳や土塁跡夕　塚の盛土中など，後世の遺構から出土した遺物も少なくない。

まず縄文土器について見てみると，形状全体がうかがえるような定形品またはそれに近いものは少なかった。

器種としては深鉢が中心で，貯蔵穴からほ浅鉢も混在して出土している。また，鉢形土器（第30図10第91図

39）や壷形土器　第姐図1），蓋形土器（第90図3）なども含まれている。

時期的に見ると，最も古い時期の土器は，遺構外出土の早期中葉の土器群である。沈線を主体とした文様構

成の田戸下層式および田戸上層式に比定されるものである。同時期の遺構は確認されなかったが，すでにこの

時期に当遺跡が，生活の場として利用されていたことを示す数少ない遺物と言える。続いて早期後柔には芦　条

痘文が施された広義の茅山式に比定される土器群が見られる。土器の胎土には繊維を混入しているが，遺構外
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出土の尖底部片や，陥し穴と判断した第45号土坑出土の縄文が施された土器などと合わせ，前期前半の窯浜式

までを含めた時間幅を十分に考慮すべきであり言草細な土器形式については不明な部分が残る。

その私　しばらくの期間は，当遺跡での人々の生活を示す明らかな痕跡とともに，該期の土器は確認されな

い。中期中葉になると，住居跡や貯蔵穴と考えられる土坑から該期の土器が出土している。おおむね阿王台Ⅱ

㌔Ⅳ式期の土器で，中期中葉から後葉の加曽利EトⅢ式期に比定される土器は，遺構外出土土器の中に確認

できるほどで，数量的には極端に少ない。当遺跡における，中期中葉から後葉にかけての土器様相の特徴とも

言える。

中期末葉には，第20・44号住居跡出土に代表されるような探鉢形土器（第19図1・第39図1）があり，これ

らは目線部の形態や微隆起線文による文様構成から，加曽利EⅣ式期に比定されるものと判断される。その私

後期初頭になると，沈線による区画と磨消縄文が器面に展開する称名寺式期の土器が見られ，続いて洗練によ

る文様が多用される堀之内式期の土器などの割合が高くなり，当遺跡での縄文時代の集落が盛行期を迎える。

この中期末葉から後期前葉には14軒の住居が該当するが，出土土器の形態や施文の方法，文様の特徴などから，

時期や土器型式を明確に区分することが困難なものが含まれている○いくつか抽出すると，第38号住居跡の土

器（第36図8・9・13～16e18～21）や第45号住居跡の土器（第41図1㌦第117号土坑の土器（第50図1）な

どに代表される。いずれも各遺構の時期を決定することが可能な土器でもある〇第36図8・第50図1には，縄

文が施文された微隆起帯または沈線のなぞりによる浮彫風の微隆起帯が形成されていることから，中期最終未

段階の土器群として捉えた。第36図15・16弓8～21，第50図1に見られる幅広の沈線で磨消縄文部と区画する

手法の土器群も，称名寺式とはやや様相を異にすると考えられる。これらの類例は，近隣では真壁町北田遺跡6），

県南部の龍ヶ崎市南三島遺跡7）などに散見する。さらに，第36図9・13・14のように，目線部に幅広の沈線に

よる枠状の区画文を展開する土器などは，関東南西部および東海地方西部に系譜や関連を求めることが可能で

あり，類例を見出しながら充分に検討すべき課題である○特に，第41図1の壷形土器と形態や文様構成がほぼ

類似の土器がタ愛知県遊里ケ池遺跡8）から出土していることは，その手がかりの一つになるであろう。当時の

人々の広範な交流や文化の伝搬経路を考える上でも興味深い土器群である。

後期中葉以降では，遺構は確認されなかったものの，加曽利B式期と安行式期の土器が遺構外から確認され

た。当遺跡が縄文時代において断続的ではあるが，長期間にわたって生活の場であったことを示している。

土器以外の遺物では，石器と石製品の出土が目立っている。生業に関わる石器としては，狩猟具である石鑑

根茎類採取などの土掘り具とされる石斧，堅呆類や根茎の加工具と考えられる磨石・凹石・石皿類が多くを占

める。これらの石器からほ，縄文時代中期から後期にかけて，当遺跡の人々が地形の特色や環境などの自然条

件を生かしながら，狩猟と植物採取による生活に依存していたことがうかがわれる。砥石の出土も多いが，他

の時代の砥石との分類が困難な面もあり，用途を考えるのは慎重にならざるを得ない。しかし，磨製石斧や石

製品　さらには末検出ではあるが，木製品の使用などを考え合わせると，その加工用の道具とすることもでき

よう。

石製品にはタ石棒・独鈷石・円盤などがある。石棒は，住居跡から2点と遺構外からの破片3点を含む計5

点が出土している。なかでも，中期末葉に位置付けた第38号住居跡の大形石棒2点と独鈷石は，出土状況とと

もに特筆されるものである。2点の石棒の出土位置はいずれも石囲炉の周辺であり，第38図38の無頭の石棒に

は，頭部に被熱による窯斑と損傷が確認された。火との関わりが強い祭祀的な行為9jがなされたことを追認で

きるものであろう。ともに出土した石皿片3点も被熱の痕跡と黒斑が認められ，石棒とともに祭祀的な行為に

用いられた可能性も高い。さらに，同住居跡からは第38図36の独鈷石が，床面に突き刺さった状態で出土して
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いる。独鈷石は茨城県内では50例ほどが知られており10う，周辺地城では笠間市西田遺跡11㌧　隣接の栃木県益子

町御霊前遺跡・長堤遺跡・山居台遺跡12）などで出土している。当遺跡の住居跡内における独鈷石の出土事例は，

遺構に伴って出土することの少ない中にあって，形態と帰属時期および編年，さらには出土状況から用途や機

能を検証するうえで，ひとつの手がかりを提供するものと考えられる。
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3　弥生時代

（1）遺構と集落立地について

弥生時代の遺構は，竪穴住居跡17軒と土坑1基が確認された。土坑1基は土器を埋設している状況から，土

器棺墓として捉えた。住居跡は調査区中央部から東部にかけて分布している。調査区中央部では，5軒の住居

跡が丘陵性台地の尾根部に近い南向き急斜面に立地している。特に，第8号住居跡は約13度の急傾斜地に構築

されていた。土地利用を考える上で，興味深い事例であろう。調査区東部では，9軒の住居跡が台地中央から

先端にかけての平坦面または緩斜面に立地している。なお，調査区中央部の第1号境の墳丘下からは，トレン

チ調査の結果，住居跡は確認されなかった。一九第2号境の付近では，その周溝によって第9el0号住居跡

が掘り込まれている。調査区の最も西部に位置する第5号住居跡の標高は約95m，東部に位置する第42号住居

跡の標高は約83mで，標高差は12mほどとなっている。

これらの住居跡の規模と形状については，縄文時代の住居跡と同様に，多くが斜面部に立地していることや

後の時代の遺構との重複が著しいことなどから，遺存状況は良好ではなく，明確にできたものは限られている○

確認された状況から判断すると，平面形は円形または楕円形のものと，隅丸方形または隅丸長方形のものに大

別できる。規模は径または一辺が5m前後であり，第43号住居跡の長軸は6mを超える大形となっている。住

居跡の壁の道春状況も，決して良好でないものが多いが，壁高は20～40cmである。壁高を平面形との関係で見

ると，円形または楕円形の住居跡は掘り込みが浅く，隅丸方形または隅丸長方形の住居跡では掘り込みが深い

という傾向が捉えられる。各住居跡から出土した土器からは明確にできない部分が多いが，この住居跡の相違

は時期差として認識しておきたい。

住居跡の内部施設についても，斜面部に立地しているための覆土の流失や，調査区東部においては他の時代

の遺構との重複などによって，不明な部分がある。壁溝は，いずれの住居跡からも確認されなかった。ピット
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はほとんどの住居跡で確認されたが，第9・

32・39号住居跡では確認できなかった。主柱

穴と考えられるビット数は4か所を基本と

し，補助的な柱穴や出入り口施設に伴うピッ

トは，ほとんど存在しなかった。出入り口施

設に伴うピットが存在しない要因として，住

居が斜面部に構築され，壁面の高さの違いを

利用して出入り口を設定するといった，立地

との関係を推定することもできる。

炉跡は，17軒のうち8軒の住居跡で確認さ

れた。すべて地床炉であるが，第36・40号住

居跡ではいずれも角柱状の自然礫を用いた炉

石が据えられていた。これまで，茨城県の後

期弥生文化を代表する十王台式土器と上稲吉

土器の文化圏において確認された住居では，

比較的炉石を伴う例が多いことが指摘されて

いる13）。当遺跡の2軒の事例は，県西部の弥

生後期の住居跡における炉石の存在を示した

だけでなく，炉石を導入した住居跡の時期と

分布を，異なる土器文化圏の様相と対比しな

がら検討していくうえでも，大きな意味を持

つものと思われる。

このように標高90m前後の丘陵性の台地上

で，わずかな時期差を有しながらも，17軒の

住居跡を含めた集落が形成されていた。これ

と同様な集落の立地をしている遺跡として

は，真岡市の山崎遺跡・柳久保遺跡14）が知ら

れている。当遺跡においても，南東側に見降

ろすように広がる谷津田などを利用して，

人々の生活が営まれていたと推定される。

調査区東部の緩斜面上では，土器棺墓1基

が確認された。骨片等は検出されなかったが，

壷形土器の埋設状況から，土器棺墓と判断し

た。このような土器棺墓が確認された遺跡と

しては，友部町久保塚群15），土浦市西原遺跡16）・

原出口遺跡17）などが知られている。また，遺

構外からは底部が穿孔された土器（第130図

7）も確認されており，葬送に関わるものと

0　　　　　　20m

j L＿　」

第203図　弥生時代の遺構分布図
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考えられる。出土土器をもとに後期前葉と位置付けたが，集落内における住居跡との立地関係や葬送形態などタ

詳細な検討が必要である。

（2）弥生土器と紡錘車について

遺物は竪穴住居跡から比較的多く出土しているが，弥生土器は小片または細片がほとんどであった。また，

縄文時代の遺物と同様に，表土中や後世の遺構に混入して出土した遺物も目立っている。

17軒の竪穴住居跡からほ，弥生土器，紡錘車夕　土器片円盤，石器（磨製石斧。磨石0敲石e石皿e砥石）タ

炉石などの遺物が出土している。前述したようにタ　弥生土器は大部分が小破片または細片で，器形全体をうか

がえるような完形また完形に近い土器は少なかった。まず，出土した弥生土器について，その形態と法量をも

とにしてタ　土器の組成を検討してみたい。形態は壷形土器が主体であり，頚部は太頚から中頭が大半を占め，

纏頚としては第97図2e第102図20第115図4の第127図1などが挙げられるが，数は少ないと判断される。

特に目線部と頚部の径に差があまりないのがタ　当遺跡出土の壷形土器の特徴と考えられる。全体の太きさばほ

とんどが破片のため，明らかにできない部分が多い。そこで，比較的残存率のよい目線部片と底部片をもとに

すると，第ヱ02図10第115図5の第123図3　e6のような大形からタ　第99図4　ゆ第130図9のような小形土器ま

でが存在することは確実である。

出土した壷形土器の文様はタ大きく目線部，頭部，胴部の3つの文様帯で構成されているものが多い。次にタ

土器の成形や施文の特徴をタ　ロ縁部夕　頚部夕　胴部夕　底部の部位ごとに整理してみたい。目線部は，折返し日縁

または複合口縁とタ　単純目線に大きく分けることができる。折返し目線または複合目線を形成するものは，目

線部に附加条縄文が施されているものが多ら　無文の割合は少ない。またタ　複合日経が2段になっているもの

も含まれている。目線部下端の調整は，指頭による押圧を加えたもの，キザミを施したもの，刺突文を施した

ものなどが見られるが，縄文原体の押圧がなされる個体が多い。単純日経の場合はタ　附加条縄文を羽状に施文

している個体が多い。羽状構成の中央には芦　縄文原体の抑圧が連続して施されているのも特徴のひとつであろ

う。これらの楼蘭から，折返し目線または複合目線を持つ土器から，単純目線へと時期的に推移するものと推

定される。、

頚部の文様帯は，目線部以上に多様性に富んでいる。文様の構成で見ると芦　まず有文のものと無文のものと

に大きく分けられる。有文のものは言施文具や施文方法で区別できる。単沈線で文様が措かれるものとしては，

縦区画とともに格子状の文様あるいは区画内を充填するものがあるが，数量的には少ない。県南部の霞ケ浦周

辺の影響を受けた土器とも考えられる。櫛歯状工具による多条櫛清文が施されているものは，鋸歯状文，山形

文夕横位の波状文などの構成が見られタ　その他に横位の直線文夕　縦位の波状文夕　連弧文もわずかに確認できる。

この中で比較的多くを占めるのは，横位の波状文によって構成される文様帯を持つもので，時期的には最も新

しいものと判断される。

胴部と頚部を区画する位置には，多条櫛措文が周回するものが存在する。頸部の文様構成が，多条櫛清文に

よる山形状の構成をとるものに伴う場合が多くタ　波状の構成には伴わないと考えられる。胴部に施文された縄

文は，附加条一種（附加2条）縄文が圧倒的に多くタ　わずかに附加条一種（附加1条）縄文と単節縄文による

ものが含まれている。施文方法については，一定方向に施されるものが大半を占めるが，わずかに羽状構成を

とるものが混じっている。羽状構成をとる個体は芦　時期的にやや後出的と考えられる。

底部はタ　ほとんどが木葉痕である。第127図6は2枚の葉を重ねている。わずかに布目痕や無文のものが含

まれているが，木葉痕を有する底部が庄倒的に多いのは，地域的な特色のひとつと言える。
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壷形土器以外の器種では，破片が多いために明確ではないが，高棒形土器（第97図11。第104図50第130図

3），蓋形土器（第102図4・第104図4）も加わると考えられる。特に，高杯形土器や蓋形土器と推定される

土器には，口縁部に2個1単位の孔が焼成前に穿たれている個体が多いようであり，使用方法などを考える上

でも興味深い。さらに，ミニチュア土器（第97図5・第106図8・第130図5）が比較的確認されていることも，

当遺跡の器種構成あるいはこの時期の特徴を示している。

このように，当遺跡出土の弥生土器は，成形や施文の方法，文様の特徴などから，わずかに時間的な差が認

められる。これまで栃木県方面から茨城県西部に分布するとされていた二軒屋式土器とは，文様構成などの面

から異なる部分も見られる。近年では，下館市八丁台遺跡18）や明野町館野遺跡19）でも，類似の土器群が出土し

ている。県西部を中心とした新たな弥生土器文化圏の存在や形成についても視野に入れるべきであろう。また，

この時期には，後に十王台式土器の文化圏が成立する県中央部から北部においても，当遺跡出土の弥生土器と

形態や文様構成の面で，関わりがあると考えられる遺跡群の存在も明らかにされつつある20）。当遺跡出土の弥

生土器は，後期前半の文化伝搬と人々の交流を知るための重要な意味を持つと考えられる。

後期以前の土器としては，遺構外出土の第130図1・6の2点が確認された。岩瀬町内では，大泉遺跡出土

の細頸壷形土器と筒形土器が知られている21）が，中期中葉における弥生文化の波及を示すものであろう。

弥生土器とともに，出土数が多かったのは土製の紡錘車である。7軒の住居跡から各1点ずつと遺構外から

2点の計9点が出土している。これらの紡錘車の断面形は，円盤状を呈しているものが多く，施文されている

文様は，竹管状工具による刺突丸櫛歯状工具による櫛措文，単節または附加条縄文などに大きく分けること

ができる。住居跡から複数の出土がなかったことは，当遺跡の各住居における紡錘車所持のあり方を示す，興

味深い事例である。紡錘車が出土している住居跡の共通する特徴として，第8・28・40・42・43号のようにい

ずれも隅丸方形または隅丸長方形で，掘り込みが深くなっている。これらの住居が構築された時期には，確実

に集落内において紡織が普及していたことを裏付けるものと言える。

13）鶴見貞雄「炉石住居覚書一茨城県の弥生・古墳時代の住居例から－」『研究ノート』5号（財）茨城県教育財団1996年
6月

14）橋本澄朗「第3章　弥生時代」『真岡市史　第1巻　考古資料編』　真岡市1984年3月

15）長岡正雄・仲村浩一郎「総合流通センター整備地内埋蔵文化財調査報告書　仲丸遺跡　久保塚群　五万堀古道　向原遺

跡・向原塚群　前原塚　仲丸塚」『茨城県教育財団文化財調査報告』第162集（財）茨城県教育財団1995年3
月

16）江幡良夫「土浦北工業団地造成地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ　原田北遺跡Ⅲ　西原遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報

告』　第85集（財）茨城県教育財団1994年3月

17）江幡良夫「土浦北工業団地造成地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ　原出口遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第94集

（財）茨城県教育財団1995年3月

18）川津法伸「一般国道50号下館バイパス改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　八丁台遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報

告』　第138集（財）茨城県教育財団1998年3月

19）茂木悦男「館野遺跡　主要地方道下館つくば線緊急地方道路整備事業地内埋蔵文化財調査報告書2」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第189集（財）茨城県教育財団　2002年3月

20）鈴木素行「仙湖の辺－『武田式』以前の『十王台式』について－」『茨城県史研究』86　茨城県立歴史館　2002年2月

21）　岩瀬町史編さん委員会『岩瀬町史　通史編』　岩瀬町1987年3月
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4　古墳時代

（1）古墳について

松田古墳群は，これまでの分布調査などの結果から，第1図に示したように今回調査対象となった丘陵性台

地部分の5基と，その北側に位置する台地部分の4基の合計9基で構成される22）と捉えられてきた。調査対象

地域を含めた丘陵性台地部分の5基は，第5～9号境として登録され，そのうち第6～9号境が今回の調査区

域内に所在していた。第5号境は毘沙門塚古墳とも呼ばれ，丘陵性台地の先端部に現存する。立地や分布状況

から判断すると，当古墳群は第1～4号境からなる北支群と，第5～9号境からなる南支群として捉えること

もでき，あるいは異なる古墳群として扱われるべきものかもしれない。

調査によって確認された古墳を分布調査による古墳番号23）と照合すると，まず第6号境は，近世の第7号塚

であることが判明した。また，第7号境は第2号境に，これまで別個の古墳と考えられていた第8・9号境は，

第1号境の後門部と前方部にそれぞれ該当することが明らかになった。これら4基の古墳は，調査区中央部の

丘陵性台地の尾根部先端に近い平坦面から緩斜面部にかけて立地していた。第1号境は，後円部の墳丘内と墳

丘下にこっの主体部を有する稀有な前方後円墳である。以下，第1号境について，詳しく検討してみたい。

当古墳群の中心をなす第1号境は，墳丘長40mの前方後円墳であり，周溝は前方部の北側から南西側で確認

することができた。南側と後円部側は，後世の土塁や塚の築造時に削平されたものと思われ，明確にできなか

った。しかし，立地条件や墳丘の築造位置などから，周回していた可能性は高いと考えられる。墳丘上および

周港内から，古墳に伴う遺物の出土は少なかった。しかし，墳丘上や後門部に近い第2号溝跡，さらに遺構外

からの円筒埴輪片の出土は，わずかながらも埴輪が樹立されていたことを示すものであろう。凸帯のくずれは

なく，6世紀代でもやや古い様相の埴輪と判断され，墳丘上から出土した土師器や周港内から出土した須恵器

とも，年代的に大きな差はないと考えられる。

主体部は，後円部の墳丘上位と墳丘下の2箇所で確認された。墳丘上位の主体部（第1主体部）と，墳丘下

の主体部（第2主体部）の二つについて比較してみる。共通点としては，いずれも埋葬形態が粘土榔であり，

割竹形木棺が納められていたことがまず挙げられる。主体部の主軸方向は，5度ほどのずれがあるものの，墳

丘の主軸方向にほぼ並行する。さらに，粘土榔を構築するための掘り方の形状，木棺の周囲に確認された粘土

被覆の状況，小口面をやや内側に持たせた木棺の形状などにも，類似する部分を見出すことができる。一方，

相違点としては，第1主体部は墳丘の盛土作業がある程度進行した時点で，墳丘の一部を掘り込んで構築して

いるのに対し，第2主体部は墳丘の盛土作業前に，旧表土上面からローム層を掘り込んで埋葬施設の構築を行

っていることが挙げられる。また，二つの主体部の掘り方や粘土榔には，規模的な違いが見られる。しかし，

第1主体部と第2主体部の規模の割合がほぼ3対2になっていることは，後述する副葬品の相違とともに被葬

者像を措く上で，重要な手がかりの一つになると考えられる。

次に，各主体部の出土遺物とその副葬位置について検討してみたい。第1主体部からは，銅鏡1両，直刀2

日，刀子2息銑鉄26点，ガラス小玉203点が出土した。第141図の銅鏡は，背面の文様から五獣形鏡と呼ばれ

るもので，鏡面を粘土榔の内側に向けた状態で確認された。被葬者と木棺の間に挟み込むようにして，副葬さ

れたものと推定される。茨城県内の五獣形鏡出土例としては，水戸市大串古墳群（稲荷神社境内古墳）と北茨

城市南塚古墳群24）があり，いずれも後期古墳とされている。2日の直刀は棺と並行するように直列で確認され，

被葬者の頭部から足先の位置に当たる。刀子2点も粘土榔内の被葬者の腹部付近と推定される位置と，頭部の

位置からややずれた粘土榔内で確認されている。このような出土位置とともに，粘土榔内の覆土中からやや浮

いた状態で確認されていることから，いずれも棺外に副葬されたものと判断したい。鉄鉱は被葬者の頭部位置
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と考えられる周辺から，鉄身が集中して確認

されており，覆土内の層位や矢柄部分の存在

を含めた場合，やはり棺外副葬として捉えら

れる。これまで茨城県内の古墳時代の鉄鉄は，

古墳および横穴墓を含めて104例から1061本

以上が確認されている25）。第1主体部から出

土した鉄鉄は，すべて片刃系の長頚鉄群26）に

分類され，副葬された遺物のなかでは比較的

形態変化が追え，それに基づく年代決定も試

みられている27）。当古墳の鉄鉱は頚部が長身

化傾向にあり，赦身の関部が直関で，茎部は

ほとんどが台形関であった。このような形態

から，概ね6世紀前半に位置付けることが可

能であろう。さらに，鉄鉄は26点の副葬が確

認されたが，ある程度単位をもって鉄鉱を副

葬している背景には，被葬者の地位や階級と

も深く関わっていたのではないかという指摘

もある28）。当古墳の事例も含め，地域的な検

討が今後は必要と思われる。ガラス小玉は粘

土榔内を中心に出土しており，被葬者の埋葬

位置との関係で見ると，頚部から胸部に集中

している。被葬者の胸部付近で，203点のガ

ラス小玉が連をなしていたのか，あるいは散

らして副葬されていたのかを，出土位置から

明確にすることはできなかった。しかし，直

刀や鉄鉱などと比較して，覆土の下層部から

出土していることから，棺内に副葬されてい

たことは確実であろう。ガラス小玉を詳しく

観察すると，大きさや形，色調に差異が見ら

れ，第139図5～63のような径0．61～0．85cm，

重さ0．35～0．84gのものと，第139図64～

145・第140図146～207のような径0．24～0．66

cm，重さ0．02～0．20gのものとに大別可能で

ある。形態的にはやや大形で断面形が球状を

呈しているものと，小形で管状または断面形

が楕円状を呈しているものが存在するが，こ

れらは鋳造による技法および巻付けや引伸し

後の切断技法29）による製法の違いに因ると考

0　　　　　　20m

！　！　」

第204図　古墳時代の遺構分布図
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えられる。また芦色調や透明度などにも明らかな違いが見られ，これらの小玉はガラスの成分とともに，製作

工程などを追究するための重要な資料になると考えられる。

墳丘下に位置する第2主体部の粘土榔内からほ，周縁にキザミを有する円環系の銅釧（第144図）が出土し

た。茨城県内で釧が出土した古墳および横穴墓は14基ほど存在し，そのうち銅釧ほ約10点が確認されている測。

出土位置は南東部の棺床上であり，被葬者の左手首に装着していたものと判断される。この出土事例は，円環

系の銅釧が柁内に副葬品として納められることよりも，被葬者の左腕手首に装着していたことのほうが多い31）

という傾向を追認することができた。

このように第1主体部と第2主体部は，被葬者の埋葬時における副葬の仕方を，比較的復元できる良好な状

況を示していると考えられる。しかし，二つの主体部で副葬品の種類が大きく異なることは，明らかに被葬者

の性格が異なることを反映しているのであろう。想像をたくましくするならば，第1主体部には，副葬品や古

墳全体の規模などから，首長クラスの権力者が浮かび上がってくる。一方夕　第2主体部は，やや規模が小さい

ことと副葬品の種類から，女性または年少者が想定される。後門部のほぼ中央を同じ埋葬場所に選び，第2主

体部を破壊することなく墳丘をなだらかに盛土し，引き続いて後門部を築造している過程からほ，改めて両者

が縁故関係など，深い結びつきを持っていたことを示していると言える。そして，このような特異な埋葬方法

や形態がとられた背景には，前方後円墳の築造過程において，相次いで二人の人物を埋葬しなければならなか

った何らかの事態が発生したものと推定される。

当古墳のように粘土廓を埋葬施設としている古墳はタ　茨城県内において前期から後期前半にかけて多く見ら

れる。岩瀬町内でも狐塚古墳32㌧　青柳古墳群（第182号墳）33）などが知られている。狐塚古墳は4世紀代，

青柳古墳群は6世紀前半の時期とされているが，当古墳の二つの主体部も，埋葬形態に粘土廓を採り入れると

いう時代の流れの中にあって，6世紀初頭から前半に古墳が築造されたのであろう。さらには，首長クラスの

古墳に付随して古墳または主体部を設けた特異な例も，同町内の長辺寺山古墳と狐塚古墳の関係，青柳2号境

の墳頂部における並列の粘土郷と墳丘裾部に構築された5基の石棺の存在34）などがある。当古墳に構築されて

いた二つの埋葬形態もタ　このような地域または時期にあって，葬送儀礼あるいは葬送思想を反映していたと考

えることもできる。

第1号壇を囲むように，東側から南側にかけて立地していた第2～4号境は，すべて円墳であった。第2号

壇は，周溝を含む径17．5mのいわゆる山寄せの古墳で，盛土による墳丘部分をあまり持たず，地山を削り出し

て墳丘を造り出していた。主体部は地下式の横穴式石室で，出土遺物はガラス小玉7点と琉泊玉2点である。

ガラス小玉は，第1号壇の第1主体部のものと大きさや形状が類似している。何らかの関係を示唆するもので

あろうか。時期については，周港内出土の土師器をもとに，6世紀後半以降に位置付けることが可能である。

第3号項は墳丘が確認されなかったものの，周溝を含む径12．3mの円墳である。主体部は，竪穴系の石室と

捉えた。竪穴式石室あるいは箱式石棺として扱うこともできるが，規模や構築方法などの面から詳しく検討す

べきであろう。主体部内から遺物は確認されず，周港内出土の土師器をもとにすると，時期的には6世紀後半

以降で，第2号墳とほほ同時期と考えられる。

第4号項は一部未確認の部分があったが，周溝を含む径約15mの円墳と推定される。主体部は確認されなか

った。時期も明確にできないが，周囲の古墳と同じように6世紀代と考えられる。

このように，当古墳群の4基の古墳は，近接した位置にありながら，異なる埋葬施設を持っていた。古墳群

として，6世紀初めから後半にかけて形成されていく過程は，当地域の古墳築造の背景にある社会的変化や埋

葬形態の変遷などを考えていく上でも，重要かつ貴重な資料を提供している。
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（2）住居跡と集落立地について

古墳時代の集落の遺構は，竪穴住居跡11軒と土坑2基が確認された。住居跡は調査区中央部から東部にかけ

て分布している。丘陵性台地の中央から先端にかけての平坦面または緩斜面に立地し，最も標高が高いのは第

14号住居跡の89m，低いのは第35号住居跡の85mであり，標高差は約4mである。このように縄文・弥生時代

の住居跡に比べると，分布や立地に広がりは認められず，集中して形成されている。さらに，調査区東部の北

側にも集落が，わずかに延びていると推定される。

これらの住居跡の時期を出土土器に基づいて大別すると，前期が9軒で，中期は第24・26号住居跡の2軒

のみである。時期別に住居跡の規模と形状，内部施設等について見ると，前期は一辺が4～5mの方形のもの

が多く，第14・35号住居跡のように一辺が6～7mを超えるやや大形の方形または長方形のものも存在してい

る。中期は2軒だけであるが，いずれも一辺は4m前後である。各住居の主軸方向はおおむね北東方向を指し

ている。確認面からの壁高は，20～30cmの住居跡が多いが，第14・35号住居跡では，掘り込みの一部が50cm以

上となっている。ピットは4軒だけの確認で，主柱穴はすべて4か所を基本としている。炉は4軒の住居跡か

ら床面の中央またはやや西寄りの位置で確認され，すべて地床炉であった。主柱穴や炉などが不明な住居跡も

半数以上で比較的目立ち，貯蔵穴もいずれの住居跡においても確認されなかった。この傾向は，居住期間の長

短との関係，さらには居住以外の機能も視野に入れて考えるべきであろう。各住居跡をさらに詳しく見ると，

第23・31・41号住居跡の3軒で，焼失の痕跡が確認された。完形の遺物がほとんど残存しないことなどから，

偶発的な出火は少なく，廃絶に伴って焼却したと考える方が妥当であろう。

当遺跡の古墳時代前期から中期における集落の形成は，小規模なものであったと考えられる。周辺地域で同

時期の集落が確認された遺跡として裏山遺跡35）がある。調査面積や遺跡の広がりなどを考慮しなければならな

いが，同遺跡においても前期から中期にかけての住居跡は10軒にも満たない。この時期の当地域における集落

の規模や様相を示しているものと捉えておきたい。当遺跡では，中期後半以降の住居跡は認められず，この後

集落の終焉とともに，古墳群を形成する墓域へと土地利用が推移していくことになる。土地利用の変化が，古

墳築造に伴う外的な要因によるものなのか，生産基盤の変化などによる集落内の自然的な要因によるものなの

かは，大きな検討課題である。

（3）土師器について

竪穴住居跡内を中心として出土した遺物は，土師器が主体で，石器と金属製品（刀子）1点が含まれていた。

すでに住居跡の時期を前期と中期に大別したように，出土した土師器の器種構成や，各器種の形態や技法には，

相違が認められる。

まず前期では，婆，台付賓，壷の出土割合が高く，わずかに軋軋杯，高年，器台，ミニチュア土器も含

まれていた。嚢はほとんどの住居跡から出土しているが，第14号住居跡の婆（第155図2）には，胴部に焼成

前に鋭利なヘラ状工具などを用いてくり抜いた楕円形の窓を有している。茨城県内の類例についてはいくつか

集成がなされており36），鉾田町爛田遺跡37），龍ヶ崎市外八代遺跡38ノ，那珂町森戸遺跡39），江戸崎町二の宮貝塚40j，

ひたちなか市山崎遺跡41）などに存在する。さらに，関東地方を中心に20以上の事例が集成されており，古墳時

代後期の5世紀末から6世紀前半に多く確認されることが指摘されている42）。当遺跡の事例はやや年代的には

遡ると考えられ，信仰および儀礼的な要素も含めて，改めて用途や機能について検討すべきであろう。台付嚢

は，破片を含め5軒の住居跡で出土している。第161図2のように，口縁部はすべて単純目線で，S字状目線

を呈しているものは含まれていなかった。小形の嚢も組成に加わっている。胴部は球形を呈し，頚部が「く」の

－235－



字状に屈曲してロ縁部に至っている。壷も6軒の住居跡から出土している。特に，第155図6・第158図2・第

161図4などの胴部片から判断すると大形のものが目立ち，第178図3に代表されるように目線部は有段で，胴

部は球形状を皇している。杯は第161図1の1点だけであったが，第171図11の婆とともに，器面の調整がパケ

目より叩キに近い整形技法となっている。他地域から搬入された可能性が十分に考えられる。

中期の住居跡は2軒と判断したが，婆，台付婆，壷，甑，乳棒，高杯，器台，ミニチュア土器などが存在

する。この中で，第24号住居跡出土の土器群は，出土状況とともに特徴的である。高年が多数を占めており，

その脚部は円筒状または朝顔状を皇し，杯部の下位に稜が巡るものが多い。相や鉢形のミニチュア土器の出土

とともに，祭祀や儀式など非日常的な行為がなされたことをうかがわせている。

22）　岩瀬町教育委員会『埋蔵文化財包蔵地調査カード』（1998年1月作成）による

23）　22）に同じ。

24）　茨城県史編さん原始古代史部会　『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』　茨城県1974年2月

白石太一郎他「弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成　2」『国立歴史民俗博物館研究報告』第56集　国立歴史民俗博物

館1994年3月

小山映一「茨城県古鏡集成一県内における出土鏡・伝世鏡の現状－」『茨城県立歴史館報』29　茨城県立歴史館　2002年

3月

25）千葉隆司「古墳時代の銑鉄（3）一茨城県における6・7世紀の様相－」『婆良岐考古』第21号　婆良岐考古同人会

1999年5月

26）杉山秀宏「古墳時代の鉄鉱について」『橿原考古学研究所論集』第8集　橿原考古学研究所論集1988年3月

27）　25）26）に同じ。

28）千葉隆司．「古墳時代の鉄鉱（1ト茨城県墳墓出土の鉄鉱集成－」『婆良岐考古』第18号　婆良岐考古同人会1996年5月

29）　大田区立郷土博物館編『ものづくりの考古学一原始・古代の人々の知恵と工夫MMM”』東京美術　2001年2月

30）　渡辺みどり「古墳時代後期の円環系鋼釧の研究」『峰考古…宇都宮大学考古学研究会会誌－』第13号　宇都宮大学考古学研

究会1998年9月

31）　30）に同じ。

32）　西宮一男『常陸狐塚』岩瀬町教育委員会1969年4月

33）伊東重敏「青柳2号墳調査報告」『岩瀬町文化財調査報告』第6集　岩瀬町教育委員会1983年3月

34）瓦吹　堅「岩瀬盆地考古学点描」『領域の研究一阿久津久先生還暦記念論集－』阿久津久先生還暦記念事業実行委員会

2003年4月

35）　4）に同じ。

36）　川又清明「円窓を持つ土器について」『婆良岐考古』第20号　婆良岐考古同人会1998年5月

37）高橋杏二・橋本　勉「鹿島線関係遺跡発掘調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』V（財）茨城県教育財団

1980年3月

38）桜井二郎・渡辺和子「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書2　外八代遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』Ⅲ

（財）茨城県教育財団1980年3月

39）加藤雅美∴西野則史・浅井哲也「一般国道349号道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　北郷C遺跡　森戸遺跡」『茨

城県教育財団文化財調査報告』　第55集（財）茨城県教育財団1990年3月

40）鈴木美治「一般県道新川江戸崎線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　二の宮貝塚　太目山古墳群　思川遺跡」『茨

城県教育財団文化財調査報告』　第65集（財）茨城県教育財団1991年3月

41）宮崎修士「常陸那珂有料道路事業地内埋蔵文化財調査報告書　山崎遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』　第105

集（財）茨城県教育財団1995年9月

42）村田健二・昼間孝志「桑原遺跡　住宅・都市整備公団坂戸入西地区土地区画整理事業関係埋蔵文化財発掘調査報告」V

『埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書』　第121集（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団1992年4月
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5　中・近世

今回の調査では，中世後期から近世にかけ

ての堀跡と土塁跡が各1条，整地面1か所，

壕7基，墓墳2基を含む土坑4基を確認した。

堀跡と土塁跡は，第1号項の後円部からくび

れ部付近を掘削および結合させて構築してい

た。堀と土塁は並行して形成されていること

から，一体となって防御または土地を区画す

る役割を果たしていたものと考えられる。物

見台としての機能を持つ施設43）または城館の

一部と考えられるような具体的な根拠を，調

査結果から得ることはできなかった。さらに，

周辺地域一帯を視野に入れた調査研究が必要

であろう。

出土遺物とともに注目したいのは，調査区

西部に位置する整地面であろう。瓦や土師質

土器の小皿，五輪塔が確認面と客土中から多

量に出土し，具体的な建物の構造や規模など

を示す遺構は確認されなかったが，仏教関連

施設跡と考えられる。すでに遺構の解説で述

べたように，版築や大形の礎石や根石の痕跡

が残存しないことから，小規模な寺院または

堂の建立が想定される。出土した瓦はすべて

破片で，軒瓦が極端に少ないことなどから，

廃絶または移転に伴って持ち出された可能性

も想定される。数量的には少ないものの，出

土した軒丸瓦や軒平瓦の類例は，岩瀬町門毛

薬師山44），新治相法雲寺45），千代田町下志筑

若宮八幡神社46），つくば市三村山極楽寺跡47），

益子町大羽山地蔵院48）などで確認されてい

る。このように当地城周辺の中世瓦の分布と

ともに，筑波山から雨引山麓一帯にかけての

山岳寺院などを検討する上で，貴重な資料を

提供するものと思われる。また，瓦類の中に

は隅切の軒平瓦や平瓦が存在することから，

建物の屋根が寄せ棟または入母屋の本瓦葺き

であった可能性も考えられる。さらには，射

斗瓦，会瓦，輪違瓦など多様な道具瓦が混在

0　　　　　　　20m

し＿＿＿＿」＿＿＿　」

第205回　申・近世の遺構分布図
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しておりタ　計画的な瓦生産による堂または寺院の建立であったとすることができる。時期的には，軒瓦の瓦当

文様や土師質土器の小皿の形態的特徴から，中世後期の15世紀後半から16世紀の前半を中心に機能していたと

考えられる。

その後夕　近世に入ると，調査区東部には塚群の形成が見られ，7基の壕が確認された。特に，第4・6号壕

にはそれぞれ石塔が建立されており，出羽三山信仰との関わりを示している。また，当古墳群の第1号壇の後

門部が天王塚と呼ばれ，丘陵性台地先端に現存する古墳も毘沙門壕という名称を持つようにタ　古墳も塚群の一

部として，周辺一帯が民間信仰の対象となっていたことをうかがわせている。

43）　岩瀬町史編さん委員会　『岩瀬町史　資料編』　岩瀬町1983年10月

44）　比毛君男「第3章　常陸の中世寺院遺跡」『般若寺遺跡と常陸の中世寺院遺跡』　上高津貝塚ふるさと歴史の広場

2003年10月

45）　橋場君男。桃崎祐輔「常陸南部における中世瓦の検討＋新資料の紹介を中心として－」『婆良岐考古』第17号　婆良岐考

古同人会1995年5月

46）　黒澤彰哉　『豊森山文殊院誌』　豊森山常弦寺文殊院1997年11月

47）　山崎信二「中世瓦の研究」『奈良国立文化財研究所学報　第59冊』　奈良国立文化財研究所　2000年3月

48）　田熊清彦「第5章　歴史時代　地蔵院出土の古瓦」『益子町史　第1巻　考古資料編』　益子町1987年3月

6　おわりに

このように当古墳群はタ　旧石器時代から中も近世まで，脈々と人々の営みの痕跡が残る複合遺跡であった。

縄文時代には，狩猟と採取を支える自然環境に恵まれた生活の場として，弥生時代から古墳時代には，周囲に

広がる谷津田などの生産基盤と密接に結びついた生活の場として利用されていたと考えられる。その軋　古墳

群の形成とともに墓域へと変化し，さらに中・近世には宗教的あるいは信仰的な場として，各時代それぞれに

重要な意味を持っていたことに，当遺跡の大きな特色がある。今後，当古墳群周辺の各該期の調査研究におい

て，この報告が何らかの参考になれば幸いである。

最後に，これまで御協力をいただいた関係諸機関，発掘調査や整理作業に携わった補助員の方々，さらには

御指導，御助言をいただいた多くの方々に改めて感謝の意を表したい。

参考文献

山本輝久　『敷石住居址の研究』　六一書房　2002年10月

鈴木素行他「武田石高遺跡　旧石器の縄文e弥生時代編」『（財）ひたちなか市文化・スポーツ振興公社文化財調査報告第15集』

（財）ひたちなか市文化のスポーツ振興公社1998年1月

後藤信祐　「槻沢遺跡Ⅲ　県営圃場整備事業『井口も槻沢地区』に伴う埋蔵文化財発掘調査」『栃木県埋蔵文化財調査報告第

171集』（財）栃木県文化振興事業団1996年3月

山下勝年e奥川弘成・坂野俊哉他「林ノ峰貝塚I」『南知多町文化財調査報告書　第5集』　南知多町教育委員会1983年3月

柳澤清一一　「茨城県における加曽利E4式編年の検討」『茨城県考古学協会誌』第7号　茨城県考古学協会1995年8月

柳澤清一　「東京都における縄紋中期末葉編年の検討」『古代』第106号　早稲田太学考古学会1999年3月

岩崎卓也他　瞳項時代の研究7　古墳I　墳丘と内部構造』　雄山閣出版1992年4月

河上邦彦他『古墳時代の研究8　古墳Ⅱ　副葬品』　雄山閣出版1991年11月

岩崎卓也他『古墳時代の研究11地域の古墳Ⅲ　東日本』　雄山閣出版1990年9月

上原真人　『瓦を読む　歴史発掘　n』　講談社1997年5月

坪井利弘　　摘本の瓦屋根』　理工学社1991年5月
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附章　　　茨城県岩瀬町松田古墳群出土銅鏡付着赤色顔料の成分分析調査

（株）吉田生物研究所

1　はじめに

茨城県岩瀬町松田古墳群から出土した，銅鏡に付着する赤色顔料の非破壊による成分分析の結果について

報告する。

2　調査資料

分析を行った資料は銅鏡1点である。

表1松田古墳群出土分析試料

試料　 No 分析試料 時　 代 直径 （cm） 測定箇所

1 銅　　 鏡 古墳時代 10．2 鏡面 2 箇所

元素分析の測定箇所は，鏡面の赤色顔料付着部と付着していない部分との2箇所である。

写真1鏡面分析箇所　NoI No2　　　　　写真2　鏡背面

3　分析方法

エネルギー分散型蛍光Ⅹ線分析（島津EDX－700）により，試料の元素分析を行った。分析は（株）島津総

合分析試験センターによる。

4　分析結果

分析結果を表2に示す。

表2　茨城県岩瀬町松田古墳群出土銅鏡の定量分析結果（％）

元 素 ／試 料 位 置 赤 色 顔 料 付 着 部 （N o l ） 鏡 部 （N o 2 ）

S n 5 2 ． 4 3 4 5 6 ． 6 3　9

C u 2 1 ． 0 9 2 1 6 ． 4　7 1

P b 1 3 ． 1 7 0 1 3 ． 6 9 3

S i 6 ． 2　7 2 6 ． 3 2 1

A l 3 ． 4 8 4 3 ． 9　7 2

F e 2 ． 5 7 7 0 ． 8 5 0

S b 0 ． 5 4 6 0 ． 6 5 4

A g 0 ． 4 2 4 0 ． 5 7 6

P
－ 0 ． 8 2 3

以上のように，赤色顔料付着部は鏡面と比較して，鉄（Fe）の割合が高い。よって赤色顔料は酸化鉄に

由来するベンガラと判断する。
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茨城県岩瀬町松田古墳群出土鋼釧の成分分析調査

（株）吉田生物研究所

温　はじめに

茨城県に所在する松田古墳群から出土した，古墳時代の銅釧についてタ　以下の通り成分分析を行ったの

で，その結果を報告する。

2　調査資料

調査した資料は芦　表1に示す古墳時代の銅釧1点である。

表1　調査資料一覧

試料　 No 保存処理No 分析試料 時　 代

1 1 鋼　　 釧 古墳時代

3　分折方法

理学電機工業（株）製の全自動蛍光Ⅹ線分析装置3270E（検出元素範囲B～U）によって，資料本体に蛍

光Ⅹ線を照射して分析した。

4　分析結果

表2に成分分析の結果を示すが，今回の調査では資料本体に蛍光Ⅹ線を照射したので，資料表面の分析

結果である。よって土壌成分も含まれており，この表の数値が資料本来の組成を反映してほいないのでタ

あくまで参考資料である。

分析の結果　鋼釧ほCu，S n，P説　Agの4種類の金属から成る。

参考資料

表2　成分分析結果表

元素名 含有率 （％）

S i 0 ． 7 7

P 0 ． 2 4

C u 6　5 ． 0

P b 6 ． 5

A g 0 ． 3　9

S n 2　8 ． 0
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PL1



第1号住居跡完掘状況

第1号住居跡遺物出土状況

第1号住居跡炉完掘状況



第2号住居跡完掘状況

第2号住居跡炉完掘状況

第4号住居跡完掘状況



第4号住居跡炉完掘状況

第12号住居跡完掘状況

第13号住居跡遺物出土状況



第20号住居跡完掘状況

第20号住居跡遺物出土状況

第33号住居跡遺物出土状況



第33号住居跡遺物出土状況

第34号住居跡完掘状況

第34号住居跡遺物出土状況



第38号住居跡完掘状況

第38号住居跡遺物出土状況

第38号住居跡遺物出土状況



第38号住居跡遺物出土状況

第38号住居跡

遺物（独鈷石）出土状況

第38号住居跡炉完掘状況



第1号土坑遺物出土状況

第4号土坑完掘状況

第88号土坑遺物出土状況



第119号土坑遺物出土状況

第119号土坑遺物出土状況

第141号土坑遺物出土状況



第45号土坑遺物出土状況

第50号土坑完掘状況



第69号土坑完掘状況

第69号土坑遺物出土状況



第5号住居跡完掘状況

第8号住居跡完掘状況

第8号住居跡遣物出土状況



第8号住居跡遺物出土状況

第11号住居跡完掘状況

第18号住居跡完掘状況



第26号住居跡完掘状況

第40号住居跡遺物出土状況

第42号住居跡完掘状況



第43号住居跡完掘状況

第43号住居跡遣物出土状況

第124号土坑遺物出土状況



第14・15号住居跡完掘状況

第17号住居跡完掘状況

第17号住居跡遺物出土状況



第19号住居跡完掘状況

第23号住居跡遺物出土状況

第23号住居跡遺物出土状況



第24号住居跡完掘状況

第24・27・28・29号住居跡

遣物出土状況

第24号住居跡遺物出土状況



第35号住居跡完掘状況

第123号土坑遺物出土状況

第2号溝跡完掘状況



PL21



第1号墳
第1主体部遺物出土状況

第1号墳
第1主体部遺物出土状況

第1号填

第1主体部遺物出土状況



第1号墳
第1主体部完掘状況

第1号墳
第1主体部掘り方

第1号墳
後門部土層断面



第1号墳
第2主体部確認状況

第1号墳

第2主体部遺物出土状況

第1号墳

第2主体部遺物出土状況



第1号墳

第2主体部完掘状況

第1号墳
第2主体部完掘状況

第1号墳
第2主体部掘り方







第4号墳完掘状況

第1号堀土層断面

第4号塚土層断面



整地面全景

整地面遺物出土状況

第1号土塁跡全景
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S145－1

SI20－1

第20・44・45号住居跡，第1・141号土坑，遺構外出土遺物



SI28－2

第8・10・28・43号住居跡，第124号土坑，遺構外出土遺物

S143－1



PL32

S124－10

第23・24・35・41号住居跡，第1・2・3号墳出土遺物

S135－6

S141－1

S141－2
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SJ1－2

SI29－1

第14・23・24・29号住居跡，第1号墳・第136号土坑・整地面・遺構外出土遺物



PL34

整地面・遺構外出土遺物



PL35

TM1－208

TM1－237

第1号墳出土遺物（五獣形鏡）

第1号墳出土遺物（銅訓）
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皇

lす

［ナ

14

［キ｛ナ

TM1－214　　　　　TM1－215　　　　TM1－218

●　●　●　●　●　●　●
TM1－120　　　TMト90　　　TMlr99　　　TM1－176　　　TM1－126　　　TM1－166　　　TMlrlll

第1号墳・整地面出土遺物

TM1－129 TM1－206



PL38

●　●
TM1－73　　　　TM1－76

●　㊦
TM1－72　　　　　TM1－67

暑　●
TM1－56　　　　　TM1－57

亨　甲

導
TM1－69

第1・2号墳出土遺物

●　●　●　●
TM1－80　　　TMl・144　　　TM1－159　　　　TM1－78

亀　●　●
TM1－65　　　　　TMト60　　　　　TM1－71

●　●
TM1－29　　　　　TM1－32　　　　　TM1－66

TM1－7　　　　　　　TMト19　　　　　　　TMl・20

TM1－45　　　　　　　TM1－44　　　　　　　TM1－49

儲　⑳
TM2－5　　　　　　　TM2－6　　　　　　　　TM2－7

TM1－133

TM1－62

TM1－82

TM1－63

TM1－70



PL39

遺構タト56

第20・21・34号住居跡，遺構外出土遺物

遺構タト49



第24・27・28・30・34・35・38・42号住居跡，遺構外出土遺物



PL41

遺構タト60

第20・24・29・34・38・42号住居跡，第141号土坑，第2号溝跡，遺構外出土遺物



PL42

S138－34

第4・10・35・38・44号住居跡，整地面出土遺物



第8・9・28・36・40・42・43号住居跡，第1号填，第3号土坑，第2号溝跡，整地面，遺構外出土遺物



第13・30・33・38号住居跡，第1・3・117・120・140号土坑出土遺物



第5・6・8・9・10・33・34・40・42・43号住居跡，遺構外出土遺物



整地面出土遺物
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